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ＩＲ（統合型リゾート）推進の取組について（報告） 

  

ＩＲについては、令和２年度の実施方針の公表及び事業者の公募・選定に向けて、事業

者からのコンセプト提案募集（ＲＦＣ）によるサウンディング調査や市民説明会など、各

取組を進めています。 

今後、市民・市会等のご意見も伺いながら、次のとおり「横浜ＩＲ（統合型リゾート）

の方向性」、「実施方針」、「募集要項」の策定・公表の作業を進めていきます。 

 

１ 「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性」について 

  横浜市が目指すＩＲの方向性や考え方（市内全域又は全市民が対象となるものや、幅

広い分野の施策に影響を及ぼすもの）についてまとめ、パブリックコメントを実施しま

す。 

（パブリックコメント実施期間：令和２年３月６日～４月６日） 

 

２ 「実施方針」について 

  特定複合観光施設区域整備法（以下、「ＩＲ整備法」という）第６条で規定されてい

る、ＩＲ区域の整備の意義及び目標に関する事項、施設の種類、機能及び規模、民間事

業者の公募・選定に関する事項等を定めた方針を策定し、公表します。 

 

 

 

 

 

３ 「募集要項」について 

  事業者の公募にあたって、公募に係る事務手続や事業者募集の条件等、民間事業者の

公募に際して必要な事項を記載した募集要項を策定し、公表します。 

 

４ 附属機関・協議会 

 ２「実施方針」については、附属機関での審議（民間事業者の公募・選定に関する事

項）や協議会での協議、３「募集要項」については、附属機関での審議を踏まえなが

ら、策定・公表作業を進めていきます。 

(1) 附属機関 

民間事業者の適切な公募・選定体制の構築にあたって、より透明性・公平性を確保

するために、附属機関(横浜市特定複合観光施設設置運営事業者選定等委員会)を条例

設置します。 

◆所掌事務：実施方針（民間事業者の公募・選定に関する事項）の審議や民間事業者の

選定、募集要項の審議 

資料５ 

【参考】特定複合観光施設区域整備法（抜粋） 

（実施方針） 

第６条 ・・・特定複合観光施設区域を整備しようとするときは、・・・基本方針に即して当該特

定複合施設区域の整備の実施に関する方針を定めなければならない。 
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(2) 協議会 

  ＩＲ整備法第６条第４項で規定されている県や公安委員会との協議について、円滑な

連携を図るため、協議会を設置します。 

◆協議事項：実施方針の策定及び変更、区域整備計画の作成、認定区域整備計画の実施

の状況の報告など（ＩＲ整備法第 12 条第１項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】各公表資料の位置付けと手続き 

 横浜ＩＲ 

（統合型リゾート） 

の方向性 

実施方針 募集要項 

内容 
・横浜ＩＲの方向性や考え

方 

・ＩＲ区域の整備の意義及び

目標に関する事項、施設の

種類、機能及び規模、民間

事業者の公募・選定に関す

る事項等 

・公募に係る事務手続きや

事業者募集の条件等、民

間事業者の公募に際して

必要な事項 

策定・公表に

向けた手続き 

・パブリックコメントの実

施 

・附属機関での審議（民間事

業者の公募・選定に関する

事項） 

・協議会での協議 

・附属機関での審議 

 

５ 今後の想定スケジュール 

３月６日～「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性（素案）」パブリックコメント開始 

 ３月中旬 「実施方針（案）の骨子」常任委員会報告 

 ４月６日 パブリックコメント終了 

４月下旬 「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性（案）」、「実施方針（案）」、 

「募集要項（案）」常任委員会報告 

 ６月中  「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性」、「実施方針」、「募集要項」の公表 

 

６ 資料 

別紙１ 「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性（素案）」（案）概要版 

別紙２ 「横浜ＩＲ（統合型リゾート）の方向性（素案）」（案） 

別紙３ 「ＩＲ（統合型リゾート）市民説明会の開催状況について」 

【参考】特定複合観光施設区域整備法（抜粋） 

（実施方針） 

第６条 （省略） 

４ ・・・実施方針を定めようとするときは、第十二条第一項に規定する協議会が組織されている

場合には当該協議会における協議を、同項に規定する協議会が組織されていない場合には、立地

市町村等及び公安委員会との協議をしなければならない。 

（協議会） 

第 12 条 ・・・実施方針の策定及び変更・・・その他必要な事項について協議するための協議会を

設立することができる。 



横浜駅
周辺地区

みなとみらい
21地区

関内・関外地区

東神奈川
臨海部周辺地区

横浜IR
（山下ふ頭）

イメージ図

横浜IRの方向性
概要 版

（統合型リゾート）

横浜イノベーションIR
“ 横浜を世界から選ばれるデスティネーション（目的地）へ ”

基本
コンセプト

横浜のさらなる飛躍と
将来にわたる市民の豊かな暮らしのために

※ 都心臨海部：「横浜市都心臨海
部再生マスタープラン」 に位置づけ
られた横浜駅周辺地区、みなとみら
い21地区、関内･関外地区、山下
ふ頭周辺地区、東神奈川臨海部
周辺地区を含む地区の総称です。

令和２年３月６日（金）～ ４月６日（月）

皆 様 の 御 意 見 を 募 集 し ま す
パブリックコメント募集期間

（当日消印有効）

1859年の開港を機に、海外諸国との交易の中心となった横浜は、世界中から集まる
人・モノ・情報・文化であふれ、文明開化の名の元に、近代日本の成長をけん引する
国際的な港湾都市として、目覚ましい発展を遂げてきました。
その後の震災や戦災、東京一極集中の人口急増など横浜の5重苦と言われた困難な状
況においても、個性ある自立都市を目指す熱意と気概を持ち、六大事業に着手し、み
なとみらい21地区をはじめとする事業を着実に進め、人口374万人、最大の基礎自治
体として、日本有数の経済都市に成長してきました。
今後、横浜においても人口減少、超高齢社会等、様々な社会経済情勢の変化が見込
まれます。そうした中でも、市民が生き生きと暮らし、魅力と活力あふれる都市であ
り続けるため、横浜は今ある「横浜らしさ」に誇りを持ちながら、新しい文化を迎え
入れ、将来を見据えた新たな「横浜らしさ」の創造に向けてチャレンジする必要があ
ります。
現在、横浜は開港からの異国情緒の残る山下公園、元町、中華街や、若者に人気の
みなとみらい２１地区など、日本有数の観光地として多くの人で賑わっています。ま
た、パシフィコ横浜では、多くの国際会議などが開かれ、「グローバルMICE都市」と
しての地位を築いてきました。

基本コンセプトを
実現する方向性

オール横浜で
観光・経済に
イノベーションを

安全・安心対策の
横浜モデルの構築

都心臨海部との
融合

世界最高水準の
IRを実現

方向性 1

方向性 2

方向性 3

方向性 4

基本
コンセプト

横浜ＩＲの方向性 4

安全・安心対策の
横浜モデルの構築

治安対策などの懸念事項への取組
【治安対策】
► 警察との連携
► 区域内外の防犯カメラ設置
► 警備スタッフの配置・巡回
【反社会的勢力の関与への対策】
► 徹底的な調査による排除
► カジノ入場規制
【青少年への悪影響対策】
► マイナンバーカードによる入場規制・夜間巡

回の実施
【マネーローンダリング（犯罪資金洗浄）対策】
► 一定額以上を換金した際の届出
► カジノのチップ持ち出し、譲渡禁止
► 顧客の本人確認の徹底

横浜市の依存症対策への取組
これまで国が示す依存症対策総合支援事業やアルコール健康障害
対策基本法、ギャンブル等依存症対策基本法等に基づき事業を進
めていますが、さらに、横浜市では依存症の方を増やさないように次の
４つの対策を徹底して進めていきます。

【市の総合的な依存症対策】
① 依存症への総合的な取組
② 予防教育の実施（高校保健体育での啓発など）
③ 事業者や研究･専門機関との研究
④ 調査による実態把握（令和元年度3,000人対象）

【 IR整備法関連】
► 日本人等への7日間で3回迄、28日間で10回迄の入場制限
► 広告･勧誘の制限やカジノ内ＡＴＭ設置禁止など施設内制限
► 本人・家族の申告による入場制限
► 日本人等への24時間毎に6,000円の入場料

【事業者独自の依存症対策】
► 顔認証やAI等による入場制限・モニタリング
► 訓練された従業員の巡回、声掛け

市民説明とスケジュール ※ 下表は2020年3月時点の見込みです

ＩＲに関する説明や広報
► 様々な機会をとらえ、IRに関する情報を市民の方々へ発信します。
► 世代や生活環境など、それぞれのステージ、関心や問題意識に応じて広報します。

印刷・発行 横浜市都市整備局ＩＲ推進課
〒231-0017 横浜市中区港町１丁目１番地 TEL 045-671-4135 FAX 045-664-3356
ホームページ https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/IR/

＜令和２年３月＞

市民説明会
（令和2年度以降）

シンポジウム開催
「広報よこはま」などを
通じた幅広い広報

（素案）

みなとみらい２１地区

異人商館での交流
(C) Photo by Hideo MORI

『横浜IR 』では、世界水準のMICE施設、ホテル、エンターテイメントや最先端のテク
ノロジー(技術)を駆使した未来の街を、これまで築き上げてきた都心臨海部※の街の魅力
や資源と一体的に整備し、融合していくことで、相乗効果を最大限に発揮するとともに、
新たな魅力・資源をハイブリッド (混成)に創造し、

横浜の観光･経済にイノベーション(革新) をもたらしていきます。

そして、横浜都心臨海部がこれからも、横浜市民の憩いの場であるとともに、
世界各国の人々が、日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行ってみよう！

そう思ってもらえる “ 横浜イノベーションＩＲ ” を目指していきます。

別 紙 １

【案 】



横浜ＩＲの方向性 1

世界最高水準の
I Rを実現

► 世界最高水準のＩＲとして、ビジネスからレジャーまで、大人から子どもまで、
外国人でも日本人でも、幅広い客層が楽しめる非日常的で印象的な空間
を有する都市型リゾートを実現し、
世界の人々が日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行ってみよう！
と思われる世界最高水準のＩＲを実現します。

► 周辺地域との一体的な観光振興により、“ 横浜ＩＲ ” から市内・県内は
もとより日本各地の魅力を発信し、送客することができる
日本のゲートウェイ(玄関口)を目指します。

我が国において、これまでに
ないような国際的な会議や
世界規模の産業見本市等
を展開。新たなビジネスの起
爆剤として、経済・観光にイ
ノベーション(革新)を創出。

多彩なホテル群

送客施設

日本の伝統、文化、芸術、最先端
技術、四季折々の自然等の様々
な魅力をかつてないクオリティで発
信。世界中の観光客を惹きつけ、リ
ピーターを確保することができる国
際的に最高水準のエンターテイメン
ト性のある公演、展示等で提供す
るとともに、これを通じてまた、アニメ
やゲームなど日本の魅力を体験し
てもらう機会を創出。

カジノ
東日本をはじめとした日本各
地の観光名所にインバウンド
を送り出す日本の拠点・ゲー
トウェイ(玄関口)として、また世
界と国内各地をつなぐ交流の
ハブとして、国内各地の魅力
をショーケースとして紹介。各
交通機関を結ぶバスや、ワー
ルドクラスのクルーズポートを
生かした「ターミナル機能」を
備える。

民設・民営一体的な整備･運営
国際競争力のある広さ、設
備、サービスなど、ビジネス客
やファミリー、富裕層など来訪
者の宿泊需要に適切に対
応できる規模・クオリティを有
する。5つ星ホテルのほかファ
ミリー層も宿泊できる複数の
ホテルを備える。

ＭＩＣＥ
（国際会議場・展示場）

魅力増進施設レストラン・
ショッピングモール

エンターテイメント
施設

IR関連法令等に則した
施設とし、ファミリー層等
の主動線とは分離された
適切な配置計画やデザ
インとする。

► 将来にわたり市民の方々の豊かな暮らしを維持していくため
に、戦略的な企業誘致、市内中小企業振興、商店街活
性化、ＳＤＧｓ、災害に強い都市づくりなど、様々な事業
に取り組んでいます。これらの施策の一つがＩＲです。

横浜IR 実現への取組の背景

（１）現状と課題
► 本市は、人口減少社会への転換期を迎え、超高齢

社会が進展し、生産年齢人口の減少や老年人口の
増加による消費や税収の減少など、経済活力の低
下や厳しい財政状況が見込まれています。

（２）横浜観光MICEの現状
► 訪日外国人の延べ宿泊者数の伸び率は、全国平均

で2.4倍、東京都は2.0倍に対し、本市は、1.7倍に
留まっています。

► 横浜市は過去5年間の平均で、約8割以上が日帰
り観光客であり、宿泊客が少ない状況です。

（３）将来を見据えた横浜市の取組

横浜ＩＲの方向性 3

オール横浜で
観光・経済に

イノベーションを！

► 世界最高水準のスケールとクオリティを有する『横浜IR』 と、これまでつくり上げてき
た都市としての魅力や資源を融合し、世界の観光・MICE都市、文化芸術創造
都市としての横浜の新たな魅力や資源を創造するととともに、その相乗効果により、

横浜の観光・経済に イノベーション（革新）をもたらしていきます。
► また、その効果を都心臨海部はもとより、横浜市域全体、さらには日本各地に拡げ

ていきます。

2 IR利用者が市内・県内を周遊
コンシェルジュが観光、体験、買い物をコーディネート

3 周辺地域の既存の魅力や資源を磨き上げ
相乗効果によって賑わいＵＰ

4 長期滞在によって観光消費額ＵＰ

5 広がる経済効果
ビジネスチャンス拡大、新産業創出、雇用機会の増等

6 観光客の満足度向上に向けた再投資
施設、サービス

7 魅力向上によるさらなる観光客増
リピーターの増

拡
が
り
循
環
す
る
効
果

1 観光客増・MICE参加者増（宿泊者増）

IR の効果が
郊外部を含む
市全体に波及
スポーツ観戦・体験

野球、サッカー等

日産
スタジアム

ショッピング・食事
商業施設・商店街等

元町 中華街

市内宿泊
ホテル・旅館等

ホテル（みなとみらい21地区）

国際会議・
展示会への参加

国際会議 展示会

八景島

観光
日本庭園、博物館、

クルーズ等

エンターテイメント
体験

アート、コンサート、
伝統芸能等

能

宿泊事業者

観光事業者

交通事業者

MICE事業者

関連事業者
（印刷・イベント運営等）

横浜 I R
統合型リゾート施設

横浜市
MICE開催支援策、
政府系会議誘致

横浜 観光
コンベンションビューロー

誘致・マーケティング

パシフィコ横浜
観光振興・
経済活性化の
起爆剤

オール横浜での観光MICE推進体制

世界中から観光客・会議参加者等を誘客

「美しい港の景観形成構想」「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」より作成

横浜ＩＲの方向性 2

都心臨海部との融合

山手地区

“ 横浜ＩＲ ” を都心臨海部と一体的に整備し、融合

環境、防災、最先端技術を駆使したスマートシティ、
ユニバーサルデザインなど ” 未来の街のショーケース ”

21世紀を象徴するような新しい横浜の都市
デザイン・景観形成

まちづくりのコンセプト

1

3

2
► 最先端のテクノロジー(技術)を駆使した新しい街のモデル『横浜Ｉ

Ｒ』を、これらの都心臨海部の既存の街の魅力や資源と一体的
に整備し、融合していきます。

► 21世紀の日本における新たな開港の地として世界各国の人々を
迎え入れ、もてなす、世界から選ばれるデスティネーション(目的地)
に相応しい魅力的な都市づくりを進めます。

施設整備
の視点

豊かで
安全・安心な
暮らしを維持

災害に強い都市づくり

市内中小企業振興

ガーデンシティ横浜

特別自治市制度

クルーズポート ＳＤＧ s 未来都市

戦略的な企業誘致

商店街の活性化

ＩＲ
（統合型リゾート）

観光・MICE都市

防災

環境

スマート
シティ
ユニバーサル
デザイン

SDGs

横浜の観光・経済にイノベーション



2020年３月
横浜市

“横浜イノベーション ＩＲ”
～横浜を世界から選ばれる
デスティネーション（目的地）へ～

別紙２ 

00972002
テキストボックス



目 次

1 はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １
2 横浜ＩＲ実現への取組の背景 ・・・・・・・・・・・・・ ３

（１） 現状と課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ４
（２） 横浜の観光・ＭＩＣＥの現状 ・・・・・・・・ ７
（３） 横浜の持つポテンシャル ・・・・・・・・・・ ９
（４） 上位計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
（５） 将来を見据えた横浜市の取組 ・・・・・・・・１６
（６） 日本型ＩＲの基本方針 ・・・・・・・・・・・１７
（７） 横浜都心臨海部のまちづくり ・・・・・・・・１９
（８） 横浜ＩＲの立地場所 ・・・・・・・・・・・・２１

参考（ＩＲの事例と効果） ・・・・・・・・・・・・２３
3 横浜ＩＲの方向性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５

（１） 基本コンセプト ・・・・・・・・・・・・・・２６
（２）－１ 世界最高水準のＩＲを実現 ・・・・・・・・・３１
（２）－２ 必要な機能・施設 ・・・・・・・・・・・・・３３
（３）－１ 都心臨海部との融合 ・・・・・・・・・・・・４６
（３）－２都市デザイン・景観形成 ・・・・・・・・・・４７
（３）－３環境・防災・スマートシティなど ・・・・・・４９
（３）－４ スマートな交通環境の構築 ・・・・・・・・・５１
（４）－１ 安全・安心対策の横浜モデルの構築 ・・・・・５３
（４）－２ 依存症対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・５５
（４）－３ 治安対策などの懸念事項 ・・・・・・・・・・７４

4 ＩＲ実現による効果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・８１
（１） 横浜へ拡がるＩＲの効果 ・・・・・・・・・・８２
（２） 全国への波及効果 ・・・・・・・・・・・・・８６
（３） 納付金・入場料の使途 ・・・・・・・・・・・８７
（４） 市民の豊かな暮らしへ ・・・・・・・・・・・８８

5 地域の理解促進・合意形成に向けた取組 ・・・・・・・・９１
（１） 基本的な考え方 ・・・・・・・・・・・・・・９２
（２） 広報計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・９３
（３） 市民説明会 ・・・・・・・・・・・・・・・・９４

6 スケジュール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９５
（１） 今後のスケジュール ・・・・・・・・・・・・９６
（２） これまでの検討経過 ・・・・・・・・・・・・９８



１ はじめに

1



【横浜市の現状・課題】
横浜市においては、今後、人口減少社会の到来を迎え、超高齢社会が進展し、生産年齢人口

の減少や老年人口の増加による消費や税収の減少など、経済活力の低下や厳しい財政状況が見
込まれています。
こうした状況のなかでも、開港以来大切にしてきた横浜の歴史や文化を守り、子育て、医療、

福祉、教育など、市民の皆様の安全安心な生活を将来にわたって支えていく必要があります。
これまでも、企業誘致やクルーズポートの整備、待機児童対策、小児医療費助成の拡充など、

様々な施策・課題に取り組んできました。横浜市が、今後も都市活力を維持していくためには、
あらゆる方策・課題に対応していかなくてななりません。
このような状況のなかで、国が成長戦略と地方創生の大きな柱として位置付け「観光先進

国」としての日本を実現するために制定された、「特定複合観光施設区域整備法（以下 ＩＲ
整備法）に定める「日本型ＩＲ」を実現することは、これからの横浜の課題を解決していくた
めの重要な手法の一つです。

【横浜のまちづくりの歴史】

横浜は1859年の開港以来、様々な社会状況の変化の中で、その時代の要請に応えられるよう
「進取の気概」をもち、積極的に新しいものを取り入れていく、先進的で横浜らしいまちづく
りを展開してきました。

開港を契機に、海外諸国との交易の中心地となった横浜は、世界中から集まる人・モノ・情
報・文化にあふれ、文明開化の名のもとに、近代日本の成長をけん引する国際的な港湾都市と
して、目覚ましい発展を遂げてきました。中でもその中心であった関内地区では、外国人居留
地の誕生など、国際性豊かな市街地が形成されるとともに、外国人技術者による近代的な技術
の導入が進められ、時代の先駆けとなるまちづくりが進められてきました。また、関東大震災
や横浜大空襲など、社会状況の変化の中で直面した様々な困難な時期においても、将来にむけ
たより新しいまちづくりが進められてきました。

その後、昭和の高度経済成長期を迎える一方で、様々な都市問題が発生する中、現在の横浜
市の骨格をつくる「六大事業」の推進が提案され、その中のひとつである「都心部強化事業」
により、港湾機能の質的転換が図られ、当時分断されていた関内・関外地区と横浜駅周辺地区
の二つの核が一体化した新しい横浜都心部が形成されました。また、機能性と美的性・人間性
を両立させる「都市デザイン手法の導入」や「文化芸術」の創造性をまちづくりに生かす「創
造都市・横浜」の取組など、時代を先駆けるまちづくりが進められています。

【横浜を世界から選ばれるデスティネーション（目的地）へ】

『横浜ＩＲ』も、これまでのまちづくりと同様に、都心臨海部が育んだ港町横浜ならではの
歴史・文化を継承します。美しい港や水際線を身近に感じる豊かな都市空間の景観を生かし、
富士山が望めるＩＲとして、日本の新しい顔となるシンボリックなリゾートを都心臨海部一体
となって形成します。

そして、次の時代の横浜の活力をけん引し、新産業を創出させる「これまでにないスケール
とクオリティを備えたＭＩＣＥ施設」や、「世界の富裕層から地域の家族連れまで満足させる
多様なニーズに応えるホテル群」、「観客を魅了する一流のショーやエンターテイメント」、
「子供から訪日外国人まで楽しめるアトラクション」「日本各地の魅力や文化を世界に発信し、
来訪客を全国各地に送り出すゲートウェイ機能」を、この横浜に整備していきます。

『横浜ＩＲ』を起爆剤として、横浜の観光・経済にイノベーションをもたらし、横浜が「観
光先進国・日本」の新たな顔として世界から選ばれるよう、オール横浜で『横浜ＩＲ』を推進
していきます。

１ はじめに

2



２ 横浜ＩＲ実現への取組の背景
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（１）現状と課題

日本の現状

国際競争力の低下

日本の名目GDP推移は、最近10年間ほ
ぼ横ばい。
日本の名目GDPが世界全体に占める割
合は、2000年の14.4％から、2017年は
6.1％に大きく減少し、国際的地位が低
下。

高齢化社会
日本は人口減少社会に突入し、高
齢化率は年々増加傾向。

出典：内閣府 国民経済計算（GDP統計）より作成

日本全体が人口減少社会に突入し、高齢化率は年々増加傾向にあります。日本の名目
GDP推移もほぼ横ばいとなっており、国際競争力の低下が懸念されています。

出典：International Monetary Fund “World Economic 
Outlook Database: October 2018 Edition”より作成

出典：International Monetary Fund “World Economic 
Outlook Database: October 2018 Edition”より作成

出典：内閣府「平成30年版高齢社会白書（全体版）」より作成
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横浜の現状

横浜においても、2019年は人口が減少に転じる大きな転換期であり、今後、生産年齢人
口の減少、老年人口の増加が見込まれています。

出典：：横浜市将来人口推計より作成
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横浜市では、生産年齢人口の減少に伴い、市税収入の減少（市税収入の約4割は個人市
民税）が見込まれるとともに、高齢化社会等による医療・介護などの扶助費等の増加や公
共施設の老朽化に伴う保全・改修費の増加などが見込まれており、これらの財政需要へ対
応するため、法人市民税等、多様な増収策が求められています。

法人市民税の推移

横浜の財政の現状

法人市民税・上場企業数の他都市比較

出典：上場企業数は、㈱東洋経済新報社 上場版会社概要データ（2018年12月現在）より作成
法人市民税は2017年度決算ベース、東京都は法人都民税より作成

（東京23区の法人市町村税相当額と東京都の法人道府県民税相当額の合計額）
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（２）横浜の観光・ＭＩＣＥの現状

横浜市内の「過去5年間の延べ外国人宿泊者数の伸率」は、全国平均より低い
状況にあります。また、横浜市内の観光客も、８割以上が日帰り観光客であり、
圧倒的に宿泊客が少ない状況にあります。

過去の５年間の延べ外国人宿泊者数の伸率の推移

横浜の観光の現状

横浜市内の日帰り、宿泊者の割合

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）等より作成

出典：横浜市記者発表資料（観光集客実人員）より作成
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横浜市にある日本最大級の複合コンベンション施設である「パシフィコ横浜」は、最
大の収容人数が5,000人を超える国立大ホールを備えており、稼働率が80％を超える状
況です。しかし、他都市との国際会議件数（UIA基準）の比較では、東京やアジア各国
に大きく水を開けられている状況です。

国際会議場

世界ではハノーバー（ドイツ）の46.6万㎡をはじめ、大規模な展示場が多数存在し、
日本最大の東京ビッグサイト（8.0万㎡（2015年時点））は、世界第73位、アジア第19
位にとどまります。パシフィコ横浜は、日本で５番目であり、展示会場の総床面積は約
2万㎡（2015年時点）となっています。

展示場

出典：特定複合観光施設区
域整備推進会議資料より作成
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世界的企業の拠点

（３）横浜の持つポテンシャル

➀

②

横浜市では、「横浜市企業立地等促進特定地域等における支援措置
に関する条例（平成16年３月制定）」に基づき、まちづくり施策と
連動しながら、戦略的な企業誘致を進めています。

【企業誘致の主な実績】
（2019年）
・資生堂グローバルイノベーションセンター S/PARK
・京急グループ本社➀
（2020年～）
・村田製作所みなとみらいイノベーションセンター②
・ソニー株式会社
・いすゞ自動車株式会社

スポーツイベント等
日本中が感動と興奮に包まれたラクビーワールドカップ2019™では、横浜国際総合競技場で、

決勝、準決勝を含む６試合が行われました。決勝戦では、過去最高となる７万１０３人の入場
者数を記録しました。

また、「東京2020オリンピック・パラリンピック」でも、横浜は、野球・ソフトボール、
サッカー競技の会場となっており、大規模スポーツイベントの開催により、多くのお客様が訪
れることが予想されます。
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クルーズ港

横浜港では、ワールドクラスのクルーズポートの整備を進め、大型客船が７隻
同時に着岸できる、世界有数のクルーズ拠点を目指します。
・2019年10月に、新たな国際客船ターミナルと商業施設、ホテルが一体となった
「横浜ハンマーヘッド」がオープンしました。１か月間で、約５０万人の市民や

観光客が訪れ、多くの賑わいを見せています。
・2019年4月に、大黒ふ頭客船ターミナルの供用を開始しました。

新港ふ頭客船ターミナル 横浜ハンマーヘッド

©沖 浩之（Blue Hours）

大黒ふ頭客船ターミナル

【ふ頭位置図】
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空路

世界の航空・空港の格付け調査を行なうスカイトラックスが発表した「世界ベスト空港2019
（World’s Best Airport in 2019）」において、2位に羽田空港、9位には成田国際空港がトッ
プ10にランクインしています。

規模別では、旅客数7000万人超のランキングで羽田空港が1位、また、4000万～5000万人で
は成田国際空港が2位です。

【世界の空港トップ10位】
１：チャンギ空港（シンガポール）
２：羽田空港（日本）
３：仁川国際空港（韓国ソウル）
４：ドーハ・ハマド空港（カタール）
５：香港国際空港（香港）
６：中部国際空港セントレア（日本）
７：ミュンヘン空港（ドイツ）
８：ロンドン・ヒースロー空港（英国）
９：成田国際空港（日本）
10：チューリッヒ空港（スイス）

横浜は、羽田空港までバスで約３０分とアクセスが良好であり、成田空港、静岡空港、茨
城空港も利用可能です。

それぞれの空港の旅客人数・横浜までの移動時間は下記のとおりです。

※１ 国土交通省東京航空局
管内空港の利用概況集計表（平成31年分）

空港名 旅客人数
（国内・国際合計）

※１

横浜駅までの
移動時間

羽田空港 85,326,120人 バス約３０分

成田空港 42,460,671人 バス約８０分

静岡空港 804,688人 車約１６０分

茨城空港 822,208人 車約１２０分
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新幹線・リニア
新横浜駅には、東海道新幹線
が停車し、新横浜駅から横浜
駅までの所要時間は、車で約
１４分、鉄道で約１１分と利
便性の高い交通アクセスを有
しています。

リニア中央新幹線も、品川・名古屋間の開業は2027年、大阪市までの全線開業は2045年を
予定して建設が進んでいます。
神奈川県駅（仮称）が設置される予定です。

国土交通省HP「全国の新幹線鉄道網の現状」より

国土交通省HP「リニア中央新幹線の概要」より
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（４）上位計画

横浜市 中期4か年計画（2018～2021）

戦略１ 力強い経済成長と文化芸術創造都市の実現

人口減少社会の到来や超高齢社会の進展などの直面する課題を乗り越え、都市の持続的
な成長・発展を実現するため、横浜市では６つの戦略を連動させながら実行していきます。

戦略４(1) 『人が、企業が集い躍動するまちづくり』
～成長と活力を生み出す都心部～
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「SDGs未来都市・横浜」 コンセプト・ビジョン

１ 特性・立地を生かした「大都市型」の取組
「ＳＤＧｓ」「パリ協定」で取り上げる、人々の暮らしに起因する世界共通課題の解決

には、国だけでなく、横浜市をはじめとする世界の都市や多様な主体が率先して取り組む
ことが求められています。

2018年10月に策定した市の総合計画「横浜市中期４か年計画（2018～2021）」では、
ＳＤＧｓを意識してあらゆる施策に取り組むこととしており、また、「横浜市地球温暖化
対策実行計画」では、２０５０年も見据え、「今世紀後半のできるだけ早い時期の温室効
果ガス実質排出ゼロ（脱炭素化）の実現」を目指す姿（ゴール）としています。

「ＳＤＧｓ」と「パリ協定」を踏まえたこれら２つの計画とビジョンを共有し、「ＳＤ
Ｇｓ未来都市・横浜」では、環境や経済・社会的課題の同時解決を図る「大都市モデル」
を創出する取組を進めます。

２ 「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」のビジョン
ＳＤＧｓ達成年次である「2030年」を展望し、パリ協定の発効による「脱炭素化」を踏

まえ、環境を軸に経済や文化芸術による新たな価値・賑わいを創出し続ける都市の実現を
目指します。

横浜市温暖化対策統括本部「ＳＤＧｓ未来都市・横浜～ SDGs FutureCity YOKOHAMA」より抜粋

目標設定と取組の概要
横浜市は、2019年をピークに人口減少に転じるなど、直面する課題が一層深刻化してき

ています。ＳＤＧｓ未来都市として１７の目標達成を意識し、「大都市・横浜市」に相応
しい、環境を軸とした経済・社会的課題の同時解決を目指す取組を、「自治体ＳＤＧｓモ
デル事業」として進めています。

環境・経済・社会の３側面の取組間を相互に連携させるとともに、様々な取組の主体で
ある「市民」「企業」等の多様な主体をつなぎ、得られた知見・技術・情報をＩＣＴ技術
などを駆使して「見える化」・「共有化」し、相乗効果を高め、さらに新たな価値を生み
出すことで、都市のプレゼンス向上を目指す仕組みとなる、横浜型「大都市モデル」を創
出します。
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横浜市都心臨海部再生マスタープラン【Ｈ27年2月】

「美しい港」をテーマに、横浜市が内港地域の景観形成を行っていくうえでの目標像
や方針を取りまとめたものです。

目標像：世界に誇る「美港」横浜

横浜市山下ふ頭開発基本計画【Ｈ27年9月】

美しい港の景観形成構想【Ｈ26年3月】

都心臨海部5地区（横浜駅周辺地区、みなとみらい21地区、関内・関外地区、山下ふ頭
周辺地区、東神奈川臨海部周辺地区）を対象に、目標年次2050年（第一段階2025年）に
おける目指すべき将来像を描いたものです。

将来像：世界が注目し、横浜が目的地となる新しい都心
～都心臨海部を中心とした新しい横浜ライフの実現～

「ハーバーリゾートの形成」を目指す都市像として掲げ、計画の具体化に向けて考慮す
べき視点、開発の基本的な方向性を取りまとめたものです。

目指す都市像：ハーバーリゾートの形成
～世界が注目し、横浜が目的地となる都心臨海部にふさわしい新たな魅力創出～

15



（５）将来を見据えた横浜市の取組

将来を見据えて横浜をさらに飛躍させていくため、中期４か年計画をはじめとした上位計
画等に基づき、様々な政策を実施しています。

子ども・子育て、教育、医療・福祉、企業誘致や観光・MICEの推進など、これまで築き
上げてきた実績を土台に、あらゆる取組を進化させ、直面する課題を確実に乗り越えていく
必要があります。

このため、未来を創る強靭な都市づくりに必要な「災害に強い都市づくり」や、京浜臨海
部や金沢臨海部のさらなる活性化や、関内地区における業務機能等の強化など産業拠点の強
化につながる「戦略的な企業誘致」に加え、経済波及効果の高い国際会議等の誘致やＭＩＣ
Ｅ関連産業の強化を進めるため「観光・ＭＩＣＥ都市」、「特別自治市」「クルーズポー
ト」「中小企業振興」、「ガーデンシティ横浜」、「ＳＤＧｓ未来都市」などのあらゆる政
策を展開しています。

そして、将来にわたり豊かで安全・安心な暮らしを維持し、さらに充実させていくために、
ＩＲもこれらの重要な政策の一つです。
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（６）日本型ＩＲの基本方針

日本型ＩＲは、「観光先進国」としての日本を明確に世界の中に位置づけるため、民
間事業者の投資と創意工夫を最大限に引き出し、「観光先進国」として引き上げるための
原動力として活かす政策的な枠組み（公共政策としてのＩＲ）とされています。

公共政策としてのＩＲの主な具体的目標

※東京、京都、大阪、兵庫、千葉、山梨、静岡、愛知、奈良の９都府県をゴールデンルートと定義
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日本型IRでは、カジノ施設以外に、以下の 4類型の中核施設の設置が求められます。こ
れまでにないスケール・クオリティの両面が必要になります。

また、MICE施設は特に大規模な施設整備が求められており、下記A～Cの組み合わせ以
上の規模が必要です。
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（7）横浜都心臨海部のまちづくり

1859年の開港以来、都心臨海部は横浜の中心部として発展してきました。昭和40年
（1965年）には、横浜の骨格を築く「横浜の都市づくり将来計画の構想（六大事業※）」
を発表し、都心部強化事業として、みなとみらい２１地区の造成に着手し、現在の都心臨
海部を形成してきました。

「横浜の都市づくり将来計画の構想」発表より約50年が経過し、人口減少・超高齢社会
の到来による都市の活力低下、人・企業がより優れた活動・生活場所を「選ぶ」時代の到
来、市民の価値観やライフスタイルの更なる多様化といった社会状況の変化が想定され、
横浜のまちづくりとしての対応が求められており、平成27年2月に「都心臨海部再生マス
タープラン」を策定しました。

都心臨海部の範囲は、横浜駅周辺、みなとみらい21地区、関内・関外地区、山下ふ頭周
辺地区、東神奈川臨海部周辺地区の5地区を計画の範囲としています。

また、平成 22 年（2010 年）には、横浜市インナーハーバー検討委員会から、都心臨海
部・インナーハーバーにおけるまちづくりの方向性が提言されました。

将来の社会状況の変化に対応し、将来にわたり輝き続け、魅力にあふれた“世界都市”の
顔としての都心臨海部を形成するため、中・長期を見据えた都心臨海部再生マスタープラ
ンを策定しています。

【都心臨海部 位置図】

開港の歴史が残る
地区ですが、近年、
業務・商業機能が
相対的に低下して
おり、課題解決に
向けたまちづくり
が進められていま
す。

関内・関外地区横浜の自立性の強
化等を目的に整備
された新しい街で
あり、業務・商業
機能、MICE拠点
等が立地し、多く
の人々が訪れてい
ます。

みなとみらい21地区

日本有数のターミ
ナル駅である横浜
駅を中心とする地
区であり、国際都
市の玄関口にふさ
わしいまちづくり
を進めています。

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

横浜駅周辺地区

神奈川台場の遺構
や、横浜市中央卸
売市場が立地して
おり、現在は、駅
周辺の再開発や面
整備の検討が進め
られています。

東神奈川臨海部周辺地区※六大事業：都心部強化事業、金沢地先埋立事業、
港北ニュータウン建設事業、高速鉄道（地下鉄）
建設事業、高速道路網建設事業、横浜港ベイブ
リッジ建設事業の6事業

瑞穂ふ頭
地区

東神奈川
臨海部
周辺地区横浜駅

周辺地区

みなとみらい
21地区

関内・関外地区

山下ふ頭
周辺地区
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水際線を開放し、公園や緑地、パブリックスペース等の整備を積極的に行っ
ています。これまで、地域の魅力と個性を生かした都市デザインの取組が展開
され、美しさや楽しさが感じられる環境豊かな都市空間が形成されています。

街中には当時の面影を色濃く残す歴史的建造物や土木産業遺構が多く残り、ま
ちづくりの中で保存・活用されています。また、異国情緒あふれる街並みや飲食
店があり、開港の地ならではの国際的な雰囲気が感じられます。

まちに誇りや愛着をもち、地域が主体的にまちづくり
に取り組む風土が培われています。魅力的で賑わいのあ
る商店街や、年間を通じて様々なイベントが開催される、
活気あふれる街がつくられています。

国際的な企業が立地する業務拠点や広域的な商業拠点、大規模コンベンショ
ン施設など横浜経済をけん引する都心機能が集積しています。また、都市型住
宅やスポーツ施設、個性豊かな界隈など都市に必要な機能が揃っています。

世界から人々を惹きつける街の資源
港町横浜の歴史・文化

都市空間

都心機能

賑わい・市民活動
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（８）横浜ＩＲの立地場所

東神奈川
臨海部周辺地区

横浜駅
周辺地区

みなとみらい
21地区

関内・関外地区

山下ふ頭

【主なアクセス】

【周辺の観光地】

【位置図】

山下ふ頭

山下ふ頭

『 横浜ＩＲ 』の予定地である「山下ふ頭」は、ベイブリッジより内側のインナーハーバー
に位置し、横浜の中心である都心臨海部を形成しています。最寄りの横浜高速鉄道「元町・
中華街駅」まで徒歩約5分で、首都高速道路にも近く、羽田空港など各方面から高いアクセス
性を有しています。また、横浜を代表する観光地である山下公園、中華街、港の見える丘公
園などにも近接しています。

立地特性

◎ＭＭ地区から続く美しいウォーターフロント
◎約47haの広大かつシンボル性の高い敷地
◎住宅市街地と分離された立地
◎恵まれた交通アクセス
◎観光拠点との連携

山下公園通り

中華街

元町 山手・港の見える丘公園
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“横浜イノベーションＩＲ”
～横浜を世界のデスティネーション(目的地)へ～

山下ふ頭は、高度経済成長期から横浜港を支える主力ふ頭でしたが、完成から約50年を経過
し、施設の老朽化やコンテナ化などの物流環境の変化に伴い、その果たすべき役割を見直す時
期に来ていました。このため、「横浜市中期４か年計画2014～2017」や「横浜市都心臨海部再
生マスタープラン」、「横浜港港湾計画」などの上位計画を踏まえ、平成27年に「ハーバーリ
ゾートの形成」を目指す「横浜市山下ふ頭開発基本計画」を策定し、再開発の方向性を定めま
した。また、既存の物流機能については、移転を契機として倉庫等の高機能化を促進し、
「ミナトの質的転換」を図っています。

平成27年山下ふ頭開発基本計画策定 ◎

◎昭和38年完成

◎昭和28年着工（埋立開始）

新たな賑わい拠点「ハーバーリゾート」の形成」
◎ 倉庫等の移転・更地化の開始 ◎

◎ ホテルシップ･暫定利用事業

提供 国土地理院

昭和31年

昭和36年 昭和38年

更地化の状況 令和2年1月

昭和24年

昭和３8年頃
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（参考）ＩＲの事例と効果（シンガポール）

シンガポールでは、国際観光地としての魅力を取り戻すため、2005年に国策としてＩＲを
誘致することを決断しました。

MICE施設、シンボリックなホテル、エンターテイメントなどの施設を整備し、多くの観光
客でにぎわっており、再投資による更なる拡張も計画されています。
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シンガポールでは、2010年ＩＲ開業後、外国人来訪者、外国人観光消費額、国際会議開
催件数は増加傾向にあります。

IRの効果（シンガポール）

24



３ 横浜ＩＲの方向性
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（１）基本コンセプト

1859年の開港を機に、海外諸国との交易の中心となった横浜は、世界中から集まる人・
モノ・情報・文化であふれ、文明開化の名の元に、近代日本の成長をけん引する国際的
な港湾都市として、目覚ましい発展を遂げてきました。
その後の震災や戦災、東京一極集中の人口急増など横浜の5重苦と言われた困難な状況
においても、個性ある自立都市を目指す熱意と気概を持ち、六大事業に着手し、みなと
みらい21地区をはじめとする事業を着実に進め、人口374万人、最大の基礎自治体として、
日本有数の経済都市に成長してきました。

横浜イノベーションＩＲ
~ 横浜を世界から選ばれるデスティネーション(目的地)へ ~

基本コンセプト

みなとみらい２１地区

異人商館での交流
(C) Photo by Hideo MORI

今後、横浜においても人口減少、超高齢社会等、様々な社会経済情勢の変化が見込まれ
ます。そうした中でも、市民が生き生きと暮らし、魅力と活力あふれる都市であり続ける
ため、横浜は今ある「横浜らしさ」に誇りを持ちながら、新しい文化を迎え入れ、将来を
見据えた新たな「横浜らしさ」の創造に向けてチャレンジする必要があります。

現在、横浜は開港からの異国情緒の残る山下公園、元町、中華街や、若者に人気の
みなとみらい２１地区など、日本有数の観光地として多くの人で賑わっています。また、
パシフィコ横浜では、多くの国際会議などが開かれ、「グローバルMICE都市」としての
地位を築いてきました。

『横浜ＩＲ』では、世界水準のMICE施設、ホテル、エンターテイメントや最先端の
テクノロジー(技術)を駆使した未来の街を、これまで築き上げてきた都心臨海部の街の魅
力や資源と一体的に整備し、融合していくことで、相乗効果を最大限に発揮するとともに、
新たな魅力・資源をハイブリッド(混成)に創造し、

横浜の観光・経済にイノベーション(革新)をもたらしていきます。
そして、横浜都心臨海部がこれからも、横浜市民の憩いの場であるとともに、

世界各国の人々が、日本に行ってみよう！
日本に行くなら横浜に行ってみよう！

そう思ってもらえる
“横浜イノベーションＩＲ”

を目指していきます。
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横浜が築き上げてきた横浜都心臨海部に、これまでにないスケールとクオリティを有する
世界最高水準のＩＲを一体的に創り上げ、融合

≪一体的な整備≫
・ＩＲを、山下ふ頭に整備するだけでなく、横浜都心臨海部の既存の街の魅力を更に磨
き上げるとともに、新たな魅力を創出し、『横浜ＩＲ』を横浜の街と一体的に整備

≪融 合≫
・これまで築き上げてきた横浜の街と最先端のテクノロジーを駆使した新たな街が融合
・我が国の文化と諸外国の文化が融合
・古き文化と新たな文化が融合
≪イノベーション≫
・ＩＲ整備により、世界水準のＭＩＣＥの誘致・開催を通じた国際的な人の交流、知の
交流やネットワークの構築等により、新たなイノベーションの機会の創造や、地域へ
の経済効果、国・都市間競争力の向上等、観光振興に加え、幅広い変革をもたらして
いきます。
・『横浜ＩＲ』を横浜都心臨海部の街や資源・魅力と一体的に整備し、『横浜ＩＲ』を
起爆剤として、街や文化などが融合することで、相乗効果を最大限発揮し、

横浜ＩＲの基本コンセプトを実現する方向性

オール横浜で
観光・経済に
イノベーションを

安全・安心対策の
横浜モデルの構築

都心臨海部との
融合

世界最高水準の
ＩＲを実現

▷方向性 1 ▷方向性 ３

▷方向性 ２ ▷方向性 ４

横浜ＩＲ横浜都心臨海部

横浜のさらなる飛躍と
将来にわたる市民の豊かな暮らしのために

横浜の観光・経済にイノベーションを！

横浜の観光・経済にイノベーションをもたらし、
横浜を世界から選ばれるデスティネーション(目的地)へと導いていきます。
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カジノ

ＩＲ関連法令等に則した施
設とし、ファミリー層等の主動
線とは分離された適切な配置
計画やデザインとする。

多彩なホテル群

国際競争力のある広さ、設備、
サービスなど、ビジネス客やファミ
リー、富裕層など来訪者の宿泊
需要に適切に対応できる規模・
クオリティを有する。5つ星ホテル
のほかファミリー層も宿泊できる
複数のホテルを備える。

エンターテイメント施設
レストラン・ショッピングモール

我が国において、これまでにない
ような国際的な会議や世界規
模の産業見本市等を展開。新
たなビジネスの起爆剤として、経
済・観光にイノベーション(革新)
を創出。

日本の伝統、文化、芸術、最
先端技術、四季折々の自然
等の様々な魅力をかつてない
クオリティで発信。世界中の観
光客を惹きつけ、リピーターを
確保することができる国際的に
最高水準のエンターテイメント
性のある公演、展示等で提供
するとともに、これを通じてまた、
アニメやゲームなど日本の魅力
を体験してもらう機会を創出。

ＭＩＣＥ
（国際会議場・展示場） 魅力増進施設 送客施設

東日本をはじめとした日本各
地の観光名所にインバウンドを
送り出す日本の拠点・ゲート
ウェイ(玄関口)として、また世界
と国内各地をつなぐ交流のハ
ブとして、国内各地の魅力を
ショーケースとして紹介。各交
通機関を結ぶバスや、ワールド
クラスのクルーズポートを生かし
た「ターミナル機能」を備える。

国内外からの観光旅客の来訪及
び滞在の促進に寄与する施設。
国際競争力と高いクオリティを持
ち、幅広い人々が楽しめる設備、
コンテンツを備える。

► 世界最高水準のＩＲとして、ビジネスからレジャー、大人から
子ども、外国人でも日本人でも、幅広い客層が楽しめる非日
常的で印象的な空間を有する都市型リゾートを実現し、世
界の人々が日本に行ってみよう！日本に行くなら横浜に行っ
てみよう！と思われる世界最高水準のＩＲを実現します。

► 周辺地域との一体的な観光振興により、“ 横浜ＩＲ ” から
市内・県内はもとより日本各地の魅力を発信し、送客するこ
とができる日本のゲートウェイ(玄関口)を目指します。

► ギャンブル依存症や周辺の治安対策など、想定されるリスクに
対して、世界最高水準とされているＩＲ整備法やギャンブル
等依存症対策基本法などの関連法令のほか、最新のテクノ
ロジーを活用したシステムを構築し、世界のどこの地区よりも
安全で安心できるエリアとしていきます。

横浜ＩＲの方向性 1 世界最高水準のI Rを実現
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施設整備の視点

► 横浜の都心臨海部には、開港以来の歴史や文化、美しい港の風景や水際を身近に感じられる都市空
間など、これまでのまちづくりで築かれてきた豊富な魅力や資源があります。最先端のテクノロジー(技術)を
駆使した新しい街のモデル「横浜ＩＲ」を、これらの都心臨海部の既存の街の魅力や資源と一体的に整
備し、融合していきます。

► 21世紀の日本における新たな開港の地として世界各国の人々を迎え入れ、もてなす世界から選ばれる
デスティネーション(目的地)に相応しい魅力的な都市づくりを進めます。

“横浜ＩＲ ” を都心臨海部と一体的に整備し、融合

環境、防災、最先端技術を駆使したスマートシティ、ユニバーサルデザインなど
” 未来の街のショーケース ”

21世紀を象徴するような新しい横浜の都市デザイン・景観形成

まちづくりのコンセプト
1

3

2

横浜ＩＲの方向性 2 都心臨海部との融合

横浜ＩＲの方向性 3 オール横浜で観光・経済にイノベーションを！

宿泊事業者 交通事業者

MICE事業者関連事業者
（印刷・イベント運営等）

観光振興・
経済活性化の
起爆剤

世界中から観光客・会議参加者等を誘客

オール横浜での観光MICE推進体制の構築

「美しい港の景観形成構想」「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」より作成

横浜 観光
コンベンションビューロー

誘致・マーケティング
パシフィコ
横浜

横浜市
MICE開催支援策
政府系会議誘致

観光事業者

横浜ＩＲ
統合型リゾート施設

山手地区

► 世界最高水準のスケールとクオリティを有する 『 横浜ＩＲ 』 と、これまでつくり上げてきた都市としての
魅力や資源を融合し、世界の観光・MICE都市、文化芸術創造都市としての横浜の新たな魅力・
資源を創造するとともに、その相乗効果により、

横浜の観光・経済にイノベーション（革新）をもたらします。
► 地域経済や地域社会の発展に向けて、横浜市及び経済界等と連携した取組方針・計画・周辺地
域と共存共栄し、ソフト面も含む相乗効果により、地域経済をさらに活性化させます。

► また、その効果を都心臨海部はもとより、横浜市域全体、さらには日本各地に拡げていきます。
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横浜ＩＲの方向性 4 安全・安心対策の横浜モデルの構築

治安対策などの懸念事項への取組
【治安対策】
►警察との連携
►区域内外の防犯カメラ設置
►警備スタッフの配置・巡回
【反社会的勢力の関与への対策】
►徹底的な調査による排除
► カジノ入場規制
【青少年への悪影響対策】
► マイナンバーカードによる入場規制・夜間巡回の実施
【マネーローンダリング（犯罪資金洗浄）対策】
►一定額以上を換金した際の届出
► カジノのチップ持ち出し、譲渡禁止
►顧客の本人確認の徹底

横浜市の依存症対策への取組
これまで国が示す依存症対策総合支援事業やアルコール健康障害対策基本法、ギャンブル
等依存症対策基本法等に基づき事業を進めていますが、さらに、横浜市では依存症の方を増
やさないように次の４つの対策を徹底して進めていきます。
【市の総合的な依存症対策】
①依存症への総合的な取組
②予防教育の実施（高校保健体育における啓発など）
③事業者や研究･専門機関との研究
④調査による実態把握（令和元年度3,000人対象）
【 ＩＲ整備法関連】
► 日本人等への7日間で3回迄、28日間で10回迄の入場制限
► 広告･勧誘の制限やカジノ内ＡＴＭ設置禁止など施設内制限
► 本人・家族の申告による入場制限
► 日本人等への24時間毎に6,000円の入場料
【事業者独自の依存症対策】
► 顔認証やAI等による入場制限・モニタリング
► 訓練された従業員の巡回、声掛け
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（２）-1 世界最高水準のＩＲを実現

※

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
で
、

徹
底
し
た

管
理
・監
督

送客施設
世界・日本各地とつながる

交通拠点
レストラン・

ショッピングモール等カジノ

多彩なホテル群
非日常を体験する施設

魅力増進施設
文化芸術の発信・活動拠点

ＭＩＣＥ
日本最大級の競争力の高い
国際展示場・会議場

カジノを行う
区域の面積は
ＩＲ施設全体
の床面積の
３％以内

【ＩＲの中核施設の具体的な要件に関する基本的な視点】
基本的な視点１：我が国においてこれまでにないクオリティを有する内容
基本的な視点２：これまでにないスケールを有する我が国を代表することとなる規模
基本的な視点３：民間の活力と地域の創意工夫

世界最高水準のＩＲの姿

民間事業者により一体的に整備・運営＝民設・民営
健全なカジノ事業の収益を活用して、国際競争力の高い滞在型観光を実現
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用語
（ＩＲ整備法
施行令）

国の定める要件（基本方針より）

国際会議場
（第１条）

これまでにないようなスケールとクオリティを有し、これまでにないよ
うな国際的な会議や世界規模の産業見本市等を展開し、新たなビジネス
の起爆剤とする。

いずれの場合であっても、国際会議として「一般的な形式」である大規
模な全体会議と分科会等にも対応できるような総収容人数を有すること
が必要。

展示等
施設

（第２条）

魅力増進
施設

（第３条）

日本の伝統、文化、芸術、最先端技術、四季折々の自然等の様々な魅力
をかつてないクオリティで発信するため、国際的に最高水準のエンター
テイメント性のある公演、展示等で提供する

送客施設
（第４条）

来訪者をＩＲ区域内に囲い込むのではなく、国内各地の魅力をショー
ケースとして紹介し、来訪者を国内各地に送り出して、実際に現地で体
験していただくことにより、世界と国内各地をつなぐ交流のハブとなる
ことを目指す。
国内各地の観光の魅力に関する情報を適切に提供し、併せて各地域への
観光旅行に必要な運送、宿泊その他サービスの手配を一元的に行う。

宿泊施設
（第５条）

宿泊施設は、国際競争力のある広さ、構成、設備、サービスで、
ＩＲ区域への来訪者の宿泊需要に適切に対応できる規模があり、新たな
宿泊需要を創出する。
・全ての床面積の合計が10万㎡以上

観光旅客の
来訪及び滞
在寄与施設

コンテンツやサービスが、国際競争力と高いクオリティを有し、外国人
旅行客をはじめとした幅広い人々が楽しむことのできる観光資源

カジノ施設
（第６条）

ＩＲ区域全体のコンセプトと調和し、ほかの施設とのバランスの取れた
規模及び配置となっていること
・カジノを行う区域は、ＩＲ施設全体の床面積の３％以内

№
国際会議場施設

展示施設
等最大の会議室

収容人数
施設全体の
収容人数

① 1,000人～
3,000人

2,000人～
6,000人 12万㎡以上

② 3,000人～
6,000人

6,000人～
12,000人 ６万㎡以上

③ 6,000人～ 12,000人～ ２万㎡以上

横浜ＩＲでは、
①②を要件と
します。

主な施設の要件
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～パシフィコ横浜とのコラボレーションによる
日本最大の の実現～“グローバルＭＩＣＥ都市横浜”

世界最大級の
複合ＭＩＣＥ施設

① ＭＩＣＥ施設（国際会議場及び展示等施設）

宿泊事業者 交通事業者

MICE事業者関連事業者
（印刷・イベント運営等）

観光振興・
経済活性化の
起爆剤

世界中から観光客・会議参加者等を誘客

オール横浜での観光MICE推進体制の構築

横浜 観光
コンベンションビューロー

誘致・マーケティング
パシフィコ
横浜

横浜市
MICE開催支援策
政府系会議誘致

観光事業者

横浜ＩＲ
統合型リゾート施設

○国際会議場施設 5,002席
○展示施設 20,000㎡
○パシフィコノース
（令和２年４月オープン）

（２）-2 必要な機能・施設
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各国との首脳級会合、閣僚級会合などの重要な国際会議等の高度な需要に十分に対応で
きる機能
世界規模の産業見本市などの開催やイベントの誘致が可能な規模

横浜ならではの魅力的な港の景観を活かしたユニークベニューや、アフターコンベン
ションツアーが提供される企画・運営体制の構築

誘客効果を最大化するため、大小様々な規模に対応できる仕様、スポーツやコンサート
等が多様な用途に臨機応変に対応できる機能

パシフィコ横浜の強みを活かすとともに、弱みを補完するなど、パシフィコ横浜と連携
し、横浜全体のＭＩＣＥを強化

例
・外資系企業の支店長会議
・車両販売代理店のミーティング
・海外投資家向けのセミナー 等

・営業成績優秀者に対する表彰
・会社設立〇〇周年記念旅行 等

・IMF・世界銀行総会
・医学系学会の国際会議
・APEC貿易担当大臣会合 等

・モーターショー
・大規模スポーツイベント
・国際映画祭 等

Meeting
企業等の会議

Incentive Travel
報償・研修旅行

Convention
国際機関・団体、学会等が行う
国際会議

Exhibition・Event
展示会・見本市・イベント

政令の
規模要件

横浜ＩＲの
規模要件

国際会議場
（最大会議室収容人員） 展示場

① 1,000人~3,000人 120,000㎡~
② 3,000人~6,000人 60,000㎡~120,000㎡
③ 6,000人~ 20,000㎡~60,000㎡
パシフィコ横浜には、我が国で2番目の規模となる5,002席の国際会議場
がある一方、展示施設は現在20,000㎡で小規模なことを踏まえ、
『横浜ＩＲ』においては、政令の規模要件のうち①②を要件とします。

施設の機能・質

施設の規模

34



和食【寿司】

書画【浮世絵】

演劇【能】工芸【眞葛焼(横浜)】

暮らし【和のおもてなし】

祭り【酉の市】

我が国の魅力的な、伝統、文化、芸術、技術、暮らし等を、
観て、聴いて、触れて、食べて、体験して、感じて、

もっと、横浜のことを、日本のことを知って、ファンになって頂くための施設

② 魅力増進施設

横浜が日本観光のデスティネーションに≪来日の目的地・帰国の出発地≫
・日本に行くなら、まず横浜へ≪来日の最初の目的地≫
・横浜で市内・県内・国内の観光の魅力を伝え送客≪日本観光のハブ≫
・再度、横浜に戻り、帰国していただく≪旅の終わりの出発地≫
・『横浜ＩＲ』が再び、日本、横浜を訪れていただく魅力を発信
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我が国の伝統、文化、芸術等を生かした公演その他の活動を行うことにより、我が
国の観光の魅力の増進に資する施設

我が国の魅力的な伝統、文化、芸術等の例
書画･･･浮世絵、日本画、書など 芸道･･･茶道、華道、日本舞踊など
文学･･･紀行文、詩歌、小説など 武道･･･相撲、柔道、弓道など
演劇･･･能、狂言、歌舞伎など 歴史･･･城、侍、開港など
演芸･･･落語、漫才、講談など 暮らし･･･和食、祭り、信仰など
工芸･･･絹織物、陶芸、漆器など 自然…四季、海、山、生物など
ポップカルチャー･･･アニメ、ゲームなど

展示、鑑賞、体験、販売、消費など、施設の持つあらゆる手法で、視る、聴く、触
る、嗅ぐ、味わう、全ての感覚に訴求

我が国の魅力を、歴史的な背景やストーリーとともに、大人から子供まで、あらゆ
る国の方に解り易く発信

我が国の様々な魅力を複数組み合わせたり、海外等のコンテンツと組み合わせ、新
たな魅力的なコンテンツを創造

劇場、演芸場、競技場、博物館、美術館、レストラン、旅館などの施設で、古き良
き伝統と最先端の技術を融合させて魅力的に発信

順位 訪日旅行をしたいと考えたきっかけ 全体 アジア 欧米豪
1 日本の自然や風景に関心があるから 50% 51% 49%
2 日本食に関心があるから 49% 50% 45%
3 日本文化・歴史に関心があるから 40% 36% 51%
4 日本の温泉に関心があるから 36% 40% 23%
5 治安が良いから 35% 36% 31%
6 日本でのショッピングに関心があるから 31% 36% 17%
7 日本の世界遺産に関心があるから 28% 26% 34%
8 日本人のライフスタイルに関心があるから 26% 25% 31%

【参考】訪日外国人旅行者が訪日旅行をしたいと考えたきっかけ

出典：DBJ・JTBFアジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2018年）

発信手法、施設

発信する魅力

魅力増進施設とは
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“横浜を日本のゲートウェイ≪玄関口≫へ、
そして、日本の旅のデスティネーション≪目的地≫へ”

『横浜ＩＲ』を訪れた来訪客に、横浜でゆっくり滞在していただき、日本各地の
観光の魅力を様々な手法、言語で紹介・発信。最適な交通手段で送客する施設。

③ 送客施設

送客施設・機能
横浜ＩＲを訪れた来訪客に、横浜や日本各地の観光の魅力を紹介、発信し、日本国
内への送客をスムーズに行います。

①ショーケース機能
日本各地の観光の魅力や旅行者に必要
な情報を、食や体験などと組み合わせ、
VR等の最先端技術等を活用し、効果
的・適切な方法で発信

②コンシェルジュ機能
利用者の関心等に応じ、旅行計画を提
案し、必要なサービスの手配をワンス
トップで、きめ細かくおもてなしの心
で対応

送客施設・機能

その他の施設・機能

ＩＲ区域と周辺鉄道駅や、東海道新幹線新横浜駅などの主要駅、羽田空港や成田空港
までの移動手段について、ＩＲ区域の立地特性を生かした陸海空の多様な移動手段の
確保（例：リムジンバス、高速船、ヘリコプター 等）

観光情報の収集・発信や各地へのツアーの企画にあたって、市内関係機関をはじめ各
地の自治体やＤＭＯ等との連携が図れる仕組み・体制の構築

豪華客船に必要なＣＩＱ施設や大型クルーザー、自家用ジェット等で来訪する超富裕
層の高度な需要にも対応できる移動手段の確保

魅力増進施設などと連携し、我が国の伝統、文化、芸術等と日本各地の魅力を結び付
け、海外からの来訪客を送客

周辺地区を含む日本各地への来訪客の移動の起点となる交通広場やバスやタクシーな
どのターミナル機能

④十分な施設規模
多数の来訪客に対応できる情報提供・
接客や待合スペースを具備

③多言語対応機能
①②について、英語を含め複数の
外国語で提供
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短い空き時間やアフターコンベンションのナイトライフに
・山下公園、元町、中華街、赤レンガ倉庫、みなとみらい21地区、野毛、伊勢佐木町、
馬車道、三溪園等
・みなとみらいホール、横浜美術館、横浜能楽堂、横浜にぎわい座等の文化施設等
・横浜三塔（キング、クイーン、ジャック）、山手西洋館など歴史的建造物等

横浜都心臨海部の観光資源
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半日程度の空き時間に郊外部へのバスツアーやアクティビティ体験
・八景島、称名寺、ズーラシア、総持寺、寺家ふるさと村等
・サッカー、ラグビーなどのスポーツ観戦等
・農体験、釣り、ハイキングなどアクティビティ等
・郊外部の商店街などで、横浜市民の日常の買物を体験

日帰りや1泊2日程度のショートトリップに
・鎌倉の寺社仏閣、箱根の温泉、自然豊かな湘南、丹沢大山、三浦半島など
・銀座、築地、上野、浅草などの都内、ディズニーリゾートなど
・世界遺産富士山、伊豆半島等

横浜郊外部、神奈川県域、周辺地域の観光資源
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関東甲信越地方には、世界遺産や国立公園、国定公園、その他にも魅力的な観光地が
数多く存在します。
『横浜ＩＲ』に訪れた海外からの来訪客に、ＩＲのショーケース機能で我が国の観光地
の魅力を紹介・発信し、横浜ＩＲから送り出します。

東北地方・北海道との連携北陸地方との連携

周辺地域の観光資源

中
部
地
方
・
近
畿
地
方
と
の
連
携

○世界遺産日光東照宮
○日光国立公園群馬県

○尾瀬国立公園
栃木県

羽田空港

成田空港

新横浜駅
○世界遺産富士山
○世界遺産韮山反射炉
○富士箱根伊豆国立公園
○丹沢大山国定公園 東京都

○世界遺産国立西洋美術館
ル・コルビュジエの建築作品

○世界遺産 小笠原諸島
○小笠原国立公園
○明治の森高尾国定公園

山梨県

埼玉県

東京都

茨城県

○水郷筑波国定公園

千葉県

○秩父多摩甲斐国立公園

○世界遺産富岡製糸場と
絹産業遺産群

○妙義荒船佐久高原国定公園

○南アルプス国立公園

静岡県

神奈川県

○上信越高原国立公園

○中部山岳国立公園

○南房総国定公園

○越後三山只見国定公園

長野県

新潟県

横浜ＩＲ
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世界水準の
ラグジュアリー

なホテル

あらゆるニーズ
に対応する多彩
なホテル群

遠方の家族、
親戚、知人が
来訪した時に
一緒に過ごす場

世界中から『横浜ＩＲ』を訪れる、富裕層、ビジネス客、ファミリー層など、
あらゆる来訪客のニーズに対応できる、施設、サービスを備えた宿泊施設

※写真はシンガポールのＩＲのホテル

④ 宿泊施設
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諸外国の５つ星ホテルやＩＲにおけるホテルと比較して、客室の広さ、室数、構
成、設備が国際競争力を有するとともに、国内外から来訪するビジネス客やファ
ミリー、富裕層など、あらゆる来訪者の宿泊ニーズに応えられる施設。

国際競争力の高い多様な宿泊需要に対応するため、５つ星ホテルなど最高級ブラン
ドを含む複数の宿泊施設。

美しいウォーターフロントの立地や眺望、夜景など、横浜らしさを最大限に生か
した非日常を感じられる滞在空間を創出。国際競争力の高い、食事や付帯サービ
スのラインナップやクオリティが滞在を長期化。

ホテルの建築やサービス自体が、世界中からの来訪客を魅了し、横浜への来訪需要
を高める世界水準の宿泊施設。

世界の富裕層が満足できる高水準のサービスを提供できる人材の確保・育成体制の
構築

※写真はシンガポール、マカオのＩＲのホテル

宿泊施設の要件

42



ビジネスからレジャーまで、大人から子どもまで、外国人でも日本人でも、幅広
い客層が楽しめ、ＩＲ施設への集客力を高めることができるエンターテイメント
施設

劇場、競技場、美術館等のほか、遊園地、テーマパーク、水族館、動物園、
ショッピングモール等の集客施設（魅力増進施設とは異なる施設）

既存コンテンツの発展や新たなコンテンツの創造に継続的に取り組むための再投
資や発信手法の工夫等

リピーターの確保に向け、エンターテインメント性を高める工夫や最先端技術の
活用等

※シンガポールのＩＲでのエンターテイメントショー
（キャッツ）

※マカオのＩＲでのステージ・ショー ※マカオのＩＲでのエンターテイメントショー
（ザ・ハウス・オブ・ダンシング・ウォーター）

⑤ 来訪及び滞在寄与施設

国際競争力と高いクオリティを持ち、幅広い人々が楽しめる
国内外からの来訪客及び滞在の促進に寄与する施設

Photo by Derek coleman on Unsplash

※ボクシング等のスポーツエンターテイメント
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※写真はシンガポール、マカオのＩＲのアトラクションと、憩い・楽しむ場のイメージ
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ＩＲ関係法令等に即した施設（入場規制と意思のない入場者の排除）

ＩＲ区域全体のコンセプトと調和し、他の施設とバランスの取れた規模、デザイン、
配置

20歳未満の者やファミリー層等が利用する主動線から隔離された適切な配置計画、
デザイン、配置

落ち着いたエントランス、室内の内装により、エレガントな非日常を感じられる大
人の社交場

カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な措置
（以下、「懸念事項対策」という。）については、各種法令や、

「３ 横浜ＩＲの方向性（４）」に則り実施すること

カジノを行う区域の面積は、ＩＲ施設全体の延べ床面積の３％以内

※ラスベガスのＩＲのカジノ※シンガポールのＩＲのカジノ

⑥ カジノ施設

施設の要件
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（３）-1 都心臨海部との融合

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

みなとみらい21

関内・関外

山下ふ頭周辺

東神奈川
臨海部周辺

横浜駅周辺

横浜

― 横浜は日本のゲートウェイ（玄関口）であり、
世界中のデスティネーション（目的地）となり続ける ―

横浜の都心臨海部には、開港以来の歴史や文化、美しい港の風景や水際を身近に感じられ
る都市空間など、これまでのまちづくりで築かれてきた豊富な魅力や資源があります。横浜
市では、これらを生かし、さらに、先進的で魅力的なまちづくりを積極的に進めることによ
り国際ビジネス、観光・MICE、文化芸術など、次の時代の活力となる都心機能の強化を図る
こととしています。
『横浜ＩＲ』の予定地である山下ふ頭は、都心臨海部の拠点であり横浜市民にとって貴重

な場所です。『横浜ＩＲ』を実現する上では、これまで築き上げてきた街並みや美しい港の
風景と調和し、一体的に創り上げていくことが重要です。
さらには、最先端のテクノロジー（技術）を駆使した未来の街である『横浜ＩＲ』と山下

ふ頭周辺の都心臨海部の各機能が有機的に融合し、それぞれの役割をしっかり果たしていく
ことで相乗効果を最大限発揮していきます。そして、世界が注目し、横浜が目的地となる新
しい都市へとイノベーションします。

イノベーション

RI
ntegrated

esort

世界最高水準の
リゾート
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視点
１

観光・ＭＩＣＥを中
心とした魅力的な賑
わいの創出

【方針１】国内外から多くの人を呼び込む賑わいの創出

【方針２】地区内外の移動を支える交通ネットワークの形成

【方針３】快適で回遊性のある歩行者動線の確保

視点
２

親水性豊かな

ウオーターフロントの
創出

【方針４】水と緑を身近に感じる空間づくり

【方針５】港町の魅力を高める景観形成

視点
３

環境に配慮した

スマートエリアの

創出

【方針６】環境に配慮したまちづくり

【方針７】高い防災・安全性をもつまちづくり

【方針８】わかりやすく利便性の高い魅力あるまちづくり

（３）-2 都市デザイン・景観形成

横浜市山下ふ頭開発基本計画

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

平成27年に策定した「横浜市山下ふ頭開発基本計画」では、「ハーバーリゾートの形
成」を目指す都市像とし、３つの視点と８つの方針を掲げています。

◆３つの基本戦略
①次の時代の横浜の活力をけん引
するビジネス・産業づくり

②豊かな想像力・市民力が息づく
横浜スタイルの暮らしづくり

③個性豊かなまちの魅力をつなぎ
港と共に発展する都心づくり

◆５つの施策
①世界中の人々を惹き付ける空間・拠点の形成

(都市デザインによる創造性豊かな空間づくり)
②まちを楽しむ多彩な交通の充実
③世界を先導するスマートな環境の創出
④災害に強い都心臨海部の実現
⑤都市活動の担い手が活躍する仕組み･体制の充実

内港地域の景観形成4つの視点

美しい港の景観形成構想

①リング状の港の構造を生かした景観の形成
②誰もが美しさを感じる景観の形成
③横浜の港らしい特徴的な景観の形成
④人々の生活・活動による賑わい景観の形成

平成27年に策定した「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」では、「世界が注目し、
横浜が目的地となる新しい都心～都心臨海部を中心とした新しい横浜ライフの実現～」
を将来像として３つの基本戦略と５つの施策を掲げています。施策①の「世界中の人々
を惹き付ける空間・拠点の形成」の中には「都市デザインによる創造性豊かな空間づく
り」を行っていくことを示しています。

平成26年に策定した「美しい港の景観形成構想」では、内港地域の景観形成の４つの
視点を示しています。

都市デザイン・景観形成に係る上位計画
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山下ふ頭では、21 世紀を象徴するような、
新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。

◆21世紀を象徴するような、新しい都市デザイン・景観形成 ４つのコンセプト

１．長期的に価値を持ち続ける景観を創り出すこと
新たに整備される山下ふ頭の建造物や空間、それらにより形成される景観は、これから
の時代を象徴するような機能性と普遍的な美しさを兼ね備えるなど、美しい港の一部と
して、長期的に価値を持ち続けるものを目指していきます。

２．対比と調和を両立させること
内港地域では、みなとみらい21 地区や関内地区、山手地区など、各地区、各時代ごとの景観
的特徴を維持・創出してきました。また、これらの地区が、景観的な個性の発揮と調和のバ
ランスをとりながら、リング状につながっているのが、内港地域の大きな特徴となっていま
す。山下ふ頭に新たに形成される景観は、独自性、象徴性が求められ、内港地域において、
みなとみらい21地区に匹敵するインパクトを持つものとなります。内港地域全体の調和は保
ちつつ、みなとみらい21地区や関内地区とは異なる個性を発揮していくことが求められます。

３．山下ふ頭自体と、そこから見る横浜の景観的価値を最大化する
山下ふ頭は横浜都心部で唯一大規模開発が可能である、貴重な場所です。船や車で横浜
にアプローチする際の印象的な玄関口となり、海へと突き出た敷地形状は横浜の景観を
楽しむ新たな視点場でもあります。ここに生まれる施設によって提供される横浜の新し
い見え方、切り取り方は既存の横浜の景観的価値を更に向上するだけでなく、山下ふ頭
自体の体験の質を高めることにもつながります。

景観や都市・建築のデザインは機能と切り離しては考えられません。これからの横浜を代表
する都市景観には、SDGｓ、ガーデンシティ※１はもとより、イノベーション都市※２など、
横浜市の未来のための政策やプロジェクトと方向性を共にして、それを体現するものである
ことが求められます。象徴的な“魅せる”環境配慮や、横浜に集積するクリエイティビティの
発露など、横浜のショーケースとしての景観づくりが「横浜らしさ」につながります。

４．21世紀の横浜に必要とされる都市機能を“魅せる”都市デザイン

山下ふ頭の開発は、内港地域の景観にとって重要な地区であるとともに、一つの事業者の
トータルデザインによる一体開発であることに大きな特徴と可能性があります。
山下ふ頭だけではなく、内港地域全体が、横浜を代表し、都市の価値を高めるような景観を

創り出すために、山下ふ頭の開発においても、以下の 4 つの視点をもち、地区全体の計画や建
物・施設のデザインを行います。

※１：花・緑・農・水を生かした市民・企業等の参加によるまちづくりや賑わい創出の取組
※２：研究者・技術者、起業家、学生などの人材が、組織を超えてネットワークを広げ、新

たなイノベーションを横浜から創出していく取組
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（３）-３環境・防災・スマートシティなど

緑豊かな水際のある、次世代スマートシティの実現

イメージ
写真or図

ICT・IoTを活用し、効率的で持続可能な最先端技術
エリアと水際と緑の連続性の融合

SDGs未来都市横浜として、横浜ＩＲでは、ICTやIoTを活用し、効率的で持続可能な
最先端技術エリアと水際と緑の連続性との融合などを目指します。日本でも世界でも類
を見ない最先端技術を駆使したスマートシティを実現し、「未来の街のショーケース」
となります。

新たな緑と水際が
融合したエリアの創出

PHOTO by Hideo MORI

横浜港の水際を形成する既存の街
並みとそれに融合する新たな緑の
連続性を形成

エリア全体での
エネルギーの最適化

20年・30年先を見据えた最先端
エネルギー技術の導入と絶え間な
い効率化

次世代交通システムの導入

新たな人やモノの流れを創出する次
世代交通システムの導入

HEMS
Home

Energy Management System

家庭における
エネルギー
マネジメント

BEMS/FEMS
Building /Factory

Energy Management System

オフィスビル・商業施設等
におけるエネルギー

マネジメント

EV
Electric Vehicle

充放電ＥＶ

SCADA
Supervisory Control

And Data Acquisition

蓄電池の統合制御

CEMS
Community Energy 

Management System

地球における
エネルギー
マネジメント

持続可能な循環型
都市エリアの実現
脱炭素・循環型社会を構築する持
続可能なエネルギーマネジメント
の実現
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ユニバーサルデザイン
の推進
あらゆる来街者が安全安心に過ごす
ことができるよう、ユニバーサルデ
ザインを推進します。

避 難 対 象 区 域 図

津波・高潮に
対応したまちづくり

津波・高潮に対しても、安全な避難
を可能とする強くしなやかなまちづ
くり

自然災害時にも自立したエネルギー供給を確保するなど、来街者だけでなく、周辺地
域の市民にとっても安全で安心なエリアの創出を実現します。また、初めて訪れる来街
者にとっても、わかりやすく利便性の高い魅力あるまちづくりを推進します。

多様な情報提供と
積極的な情報発信
多言語対応のサインやデジタルサイ
ネージなど、多様な媒体を通じて情
報提供や情報発信を行います。

災害時には周辺地域
を含む防災の拠点
多くの来街者の安全を確保するとと
もに、周辺地域の市民にとっても、
一時避難や物資輸送等あらゆる面で
防災拠点となるエリア

災害に強くしなやかで、自立的なまちづくり

わかりやすく、利便性の高いまちづくり

5G

50



（３）-４スマートな交通環境の構築

山下ふ頭には、国内外から多くの来街者が訪れることになるため、円滑な交通が求め
られます。このため、陸・海・空の多様な移動手段を確保するとともに、楽しく、安
全・安心で、環境にも配慮した交通環境の構築を目指します。

27

ＩＲ区域
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広域アクセス
・羽田・成田空港､新横浜駅からのダイレクトアクセス（バス、水上交通など）
・全国の観光地に発着する交通ターミナルの整備（送客施設を兼ねる）
・多様な交通手段の確保（ヘリコプター、クルーズ船など）

ＩＲ区域周辺アクセス
・自動車交通（新規道路整備、道路・交差点改良、駐車場整備など）
・歩行者交通（最寄駅からのアクセス向上、周辺とのネットワークの形成）
・利便性向上につながる新たな交通の導入（連節バスなど）

ＩＲ区域内交通
・安全・安心な歩行者動線（歩車分離・風水害対応の２階レベルの動線、バリアフリー）
・楽しく散策できる水際のプロムナード空間の形成
・環境に配慮した新たな交通の導入(AIを活用した交通サービス、パーソナルモビリティ)

安全な退避ルートとなる２階レベルの動線

来街者を回遊させるネットワークの形成
・自動車交通や歩行者交通、水上交通等の様々な交通手段によるネットワークの形成
・周辺観光地、商店街等との連携（中華街、元町、三溪園、パシフィコ横浜など）
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（４）-１ 安全・安心対策の横浜モデルの構築

ＩＲは観光や地域経済の振興、財政への貢献など様々なプラスの効果が期待される一方、
ＩＲを構成する施設の一つであるカジノに起因する懸念も指摘されています。

横浜市は、平成26年から「ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦略的都市づくり検討調
査」を実施しており、その中で海外におけるＩＲの導入効果や懸念事項の影響の調査のほ
か、ギャンブル等依存症に関する有識者へのヒアリング等を通じて研究を進めてきました。
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国は平成28年に特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律（ＩＲ推進法）の成
立後、特定複合観光施設区域整備推進会議において諸外国のＩＲの研究を等を行ってき
ました。

平成30年に制定された特定複合観光施設区域整備法（ＩＲ整備法）において、シンガ
ポール等の対策を例にカジノ管理員会の監督や入場制限等「世界最高水準のカジノ規
制」を定めるとともに、ギャンブル等依存症の対策として「重層的/多段階的な取組」
を「公共政策上の制度整備とＩＲ事業者責任」のベストミックスで行うこととしていま
す。

また、カジノ以外の既存のギャンブル等依存症への対策を推進するため、平成28年か
らギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議を開催し、平成30年にギャンブル等依存症
対策の基本となる事項を定めた「ギャンブル等依存症対策基本法」が成立しました。

同法に基づき平成31年に「ギャンブル等依存症対策推進基本計画」を定め、「PDCA
サイクルによる計画的な不断の取組」「多機関の連携・協力による総合的な取組」「重
層的かつ多段階的な取組」を国、自治体、事業者、関係機関、民間団体等が相互に連
携・協力しながら進めることとしています。

横浜でＩＲを実現するため、国が定めた「世界最高水準の規制」といわれるＩＲ整備
法やギャンブル等依存症対策基本法に基づいた、様々な懸念事項への取り組みを着実に
進めます。

特に、依存症対策については、これまでも公営競技やぱちんこ等の既存のギャンブル
を含めて、アルコールや薬物などの総合的な依存症対策に取り組んできています。

「横浜市中期４か年計画」や「よこはま保健医療プラン2018」において、総合的な依
存症対策の推進を掲げています。

（「（４）-２ 依存症対策 ⑤横浜市の依存症対策」参照）

国による検討・対策

横浜市による検討・対策
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（４）-2 依存症対策

国は、ギャンブル等依存症対策を総合的かつ計画的に推進することにより、国民の健
全な生活を確保し、安心して暮らすことのできる社会を実現することを目的に、平成30
年に「ギャンブル等依存症対策基本法」を制定し、基本的施策として第14条～第23条に
おいて、１０の施策を定めました。

①ギャンブル等依存症対策基本法

■ギャンブル等依存症対策基本法
条文 内　　容

第１条

ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的
に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らす
ことのできる社会の実現に寄与する。

第２条

「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところ
により行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行
為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じて
いる状態

第３条

①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止
及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存
症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むこと
ができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐
待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に
関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされる
ものとする

第４条 アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る
国 第５条 依存症対策を総合的に策定し、実施する

地方公共団体 第６条
国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実
施する

関係事業者 第７条
依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地
方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮する
よう努める

国民 第８条
ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要
な注意を払うように努める

依存症対策関連の
業務従事者

第９条
依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、そ
の他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回
復に寄与するよう努める

第10条
国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発
週間（５月14日～20日）を設ける

項　　目

目　　的

定　　義

基本理念

他の依存症対策との連携

責務

啓発週間
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Sheet1 (3)

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		項　　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		目　　的 メ マト				第１条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ				第２条 ダイ ジョウ		「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン				第３条 ダイ ジョウ		①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ				第４条 ダイ ジョウ		アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム		国 クニ		第５条 ダイ ジョウ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

				地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		第６条 ダイ ジョウ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

				関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		第７条 ダイ ジョウ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

				国民 コクミン		第８条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

				依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		第９条 ダイ ジョウ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン				第10条 ダイ ジョウ		国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		項　　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ		第12条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン		第13条 ダイ ジョウ		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		第14条 ダイ ジョウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		第15条 ダイ ジョウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		第16条 ダイ ジョウ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				相談支援 ソウダン シエン		第17条 ダイ ジョウ		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		第18条 ダイ ジョウ		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン		第19条 ダイ ジョウ		民間団体の自発的な活動を支援 ミンカン ダンタイ ジハツテキ カツドウ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		第20条 ダイ ジョウ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				人材の確保 ジンザイ カクホ		第21条 ダイ ジョウ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		第22条 ダイ ジョウ		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				実態調査 ジッタイ チョウサ		第23条 ダイ ジョウ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く
（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム		第24～31条 ダイ ジョウ		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ		第32～33条 ダイ ジョウ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ







Sheet1 (2)

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		項　　目 コウ メ						条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		目　　的 メ マト						第１条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ						第２条 ダイ ジョウ		「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン						第３条 ダイ ジョウ		①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ						第４条 ダイ ジョウ		アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム				国 クニ		第５条 ダイ ジョウ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

						地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		第６条 ダイ ジョウ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

						関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		第７条 ダイ ジョウ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

						国民 コクミン		第８条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

						依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		第９条 ダイ ジョウ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン						第10条 ダイ ジョウ		国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		項　　目 コウ メ						条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ				第12条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン				第13条 ダイ ジョウ		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				①		教育の振興 キョウイク シンコウ		第14条 ダイ ジョウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				②		依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		第15条 ダイ ジョウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				③		医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		第16条 ダイ ジョウ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				④		相談支援 ソウダン シエン		第17条 ダイ ジョウ		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				⑤		社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		第18条 ダイ ジョウ		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				⑥		民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン		第19条 ダイ ジョウ		民間団体の自発的な活動を支援 ミンカン ダンタイ ジハツテキ カツドウ シエン

				⑦		連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		第20条 ダイ ジョウ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				⑧		人材の確保 ジンザイ カクホ		第21条 ダイ ジョウ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				⑨		調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		第22条 ダイ ジョウ		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				⑩		実態調査 ジッタイ チョウサ		第23条 ダイ ジョウ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く
（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム				第24～31条 ダイ ジョウ		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ				第32～33条 ダイ ジョウ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ







Sheet1

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		目　　的 メ マト				ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ				「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン				①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ				アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム		国 クニ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

				地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

				関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

				国民 コクミン		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

				依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン				国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				相談支援 ソウダン シエン		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				人材の確保 ジンザイ カクホ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				実態調査 ジッタイ チョウサ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ









条文 内　　容

第12条
ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ご
と）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。

第13条

都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。
（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を
保つこと。

① 教育の振興 第14条
家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する
知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等）

② 依存症の予防 第15条
関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予
防等が図られるものとなる

③ 医療提供体制 第16条
居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、
専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る

④ 相談支援 第17条
精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援
センターにおける相談支援体制を整備。
そ 他本人 び家族 対す 相談支援 推進⑤ 社会復帰の支援 第18条 円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進

⑥ 民間団体の支援 第19条 民間団体の自発的な活動を支援

⑦ 連携協力体制の整備 第20条
医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連
携協力体制の整備

⑧ 人材の確保 第21条
依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の
向上

⑨ 調査研究の推進 第22条 予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及
⑩ 実態調査 第23条 政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する

第24～
31条

①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

第32～
33条

本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命

国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる

政府

都道府県

所掌事務

関係者会議

基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」
の意見を聴く

項　　目

基本計画等

推進本部

基本的施策

内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く
（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等）

56


Sheet1 (3)

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		項　　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		目　　的 メ マト				第１条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ				第２条 ダイ ジョウ		「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン				第３条 ダイ ジョウ		①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ				第４条 ダイ ジョウ		アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム		国 クニ		第５条 ダイ ジョウ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

				地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		第６条 ダイ ジョウ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

				関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		第７条 ダイ ジョウ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

				国民 コクミン		第８条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

				依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		第９条 ダイ ジョウ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン				第10条 ダイ ジョウ		国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		項　　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ		第12条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン		第13条 ダイ ジョウ		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		第14条 ダイ ジョウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		第15条 ダイ ジョウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		第16条 ダイ ジョウ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				相談支援 ソウダン シエン		第17条 ダイ ジョウ		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		第18条 ダイ ジョウ		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン		第19条 ダイ ジョウ		民間団体の自発的な活動を支援 ミンカン ダンタイ ジハツテキ カツドウ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		第20条 ダイ ジョウ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				人材の確保 ジンザイ カクホ		第21条 ダイ ジョウ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		第22条 ダイ ジョウ		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				実態調査 ジッタイ チョウサ		第23条 ダイ ジョウ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く
（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム		第24～31条 ダイ ジョウ		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ		第32～33条 ダイ ジョウ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ







Sheet1 (2)

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		項　　目 コウ メ						条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		目　　的 メ マト						第１条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ						第２条 ダイ ジョウ		「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン						第３条 ダイ ジョウ		①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ						第４条 ダイ ジョウ		アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム				国 クニ		第５条 ダイ ジョウ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

						地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		第６条 ダイ ジョウ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

						関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		第７条 ダイ ジョウ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

						国民 コクミン		第８条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

						依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		第９条 ダイ ジョウ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン						第10条 ダイ ジョウ		国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		項　　目 コウ メ						条文 ジョウブン		内　　容 ウチ カタチ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ				第12条 ダイ ジョウ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン				第13条 ダイ ジョウ		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				①		教育の振興 キョウイク シンコウ		第14条 ダイ ジョウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				②		依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		第15条 ダイ ジョウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				③		医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		第16条 ダイ ジョウ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				④		相談支援 ソウダン シエン		第17条 ダイ ジョウ		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				⑤		社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		第18条 ダイ ジョウ		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				⑥		民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン		第19条 ダイ ジョウ		民間団体の自発的な活動を支援 ミンカン ダンタイ ジハツテキ カツドウ シエン

				⑦		連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		第20条 ダイ ジョウ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				⑧		人材の確保 ジンザイ カクホ		第21条 ダイ ジョウ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				⑨		調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		第22条 ダイ ジョウ		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				⑩		実態調査 ジッタイ チョウサ		第23条 ダイ ジョウ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く
（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム				第24～31条 ダイ ジョウ		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ				第32～33条 ダイ ジョウ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ







Sheet1

		■ギャンブル等依存症対策基本法 トウ イゾンショウ タイサク キホンホウ

		目　　的 メ マト				ギャンブル等依存症対策に関し、
①基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにする。
②基本となる事項を定めること等により、対策を総合的かつ計画的に推進する。
⇒国民の健全な生活の確保を図るとともに、国民が安心して暮らすことのできる社会の実現に寄与する。 トウ キホン リネン サダ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ トウ セキム アキ キホン ジコウ サダ トウ タイサク ソウゴウテキ ケイカクテキ スイシン コクミン ケンゼン セイカツ カクホ ハカ コクミン アンシン ク シャカイ ジツゲン キヨ

		定　　義 サダム タダシ				「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律に定めるところにより行われる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為）にのめり込むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態 トウ イゾンショウ トウ ホウリツ サダ オコナ コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ コ ニチジョウ セイカツ マタ シャカイ セイカツ シショウ ショウ ジョウタイ

		基本理念 キホン リネン				①ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた防止及び回復のための対策を適切に講ずるとともに、ギャンブル等依存症である者及びその家族が日常生活及び社会生活を円滑に営むことができるように支援
②ギャンブル等依存症に関連して生ずる問題（多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等）の根本的な解決に資するため、これらの問題に関する施策との有機的な連携が図れるよう、必要な配慮がなされるものとする トウ イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ ボウシ オヨ カイフク タイサク テキセツ コウ トウ イゾンショウ モノ オヨ カゾク ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ エンカツ イトナ シエン トウ イゾンショウ カンレン ショウ モンダイ タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ コンポンテキ カイケツ シ モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ ヒツヨウ ハイリョ

		他の依存症対策との連携 タ イゾンショウ タイサク レンケイ				アルコール、薬物等に対する施策と有機的な連携を図る ヤクブツ トウ タイ セ サク ユウキテキ レンケイ ハカ

		責務 セキム		国 クニ		依存症対策を総合的に策定し、実施する イゾンショウ タイサク ソウゴウテキ サクテイ ジッシ

				地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		国との連携を図りつつ、その地域の状況に応じた施策を策定し、実施する クニ レンケイ ハカ チイキ ジョウキョウ オウ セ サク サクテイ ジッシ

				関係事業者 カンケイ ジギョウシャ		依存症の発症、進行及び再発に影響を及ぼす関係事業者は、国、地方公共団体が実施する対策に協力するとともに、予防等に配慮するよう努める イゾンショウ ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ エイキョウ オヨ カンケイ ジギョウシャ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジッシ タイサク キョウリョク ヨボウ トウ ハイリョ ツト

				国民 コクミン		ギャンブル等依存症問題に関する関心と理解を深め、予防等に必要な注意を払うように努める トウ モンダイ カン カンシン リカイ フカ ヨボウ トウ ヒツヨウ チュウイ ハラ ツト

				依存症対策関連の
業務従事者 イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム ジュウジシャ		依存症対策関連の業務（医療、保健、福祉、教育、法務、矯正、その他）に従事する者は、国・地方公共団体に協力し、予防等及び回復に寄与するよう努める イゾンショウ タイサク カンレン ギョウム イリョウ ホケン フクシ キョウイク ホウム キョウセイ タ ジュウジ モノ クニ チホウ コウキョウ ダンタイ キョウリョク ヨボウ トウ オヨ カイフク キヨ ツト

		啓発週間 ケイハツ シュウカン				国民の間に広く依存症問題について関心と理解を深めるため、啓発週間（５月14日～20日）を設ける コクミン アイダ ヒロ イゾンショウ モンダイ カンシン リカイ フカ ケイハツ シュウカン ガツ ニチ ニチ モウ

		基本計画等 キホン ケイカク トウ		政府 セイフ		ギャンブル等依存症対策推進基本計画を策定。（少なくとも３年ごと）
原則として、当該施策の具体的な目標、達成時期を定める。 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク サクテイ スク ネン ゲンソク トウガイ セ サク グタイテキ モクヒョウ タッセイ ジキ サダ

				都道府県 トドウフケン		都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画を策定するよう努める。（少なくとも３年ごと）
医療計画、健康増進計画等、他の計画の依存症関連部分との調和を保つこと。 トドウフケン トウ イゾンショウ タイサク スイシン ケイカク サクテイ ツト スク ネン イリョウ ケイカク ケンコウ ゾウシン ケイカク トウ タ ケイカク イゾンショウ カンレン ブブン チョウワ タモ

		基本的施策 キホンテキ セ サク		国及び地方公共団体は、以下について、必要な施策を講ずる クニ オヨ チホウ コウキョウ ダンタイ イカ ヒツヨウ セ サク コウ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		家庭、学校、職場、地域等、様々な場において依存症問題に関する知識の普及（教育、学習の振興、広報活動等） カテイ ガッコウ ショクバ チイキ トウ サマザマ バ イゾンショウ モンダイ カン チシキ フキュウ キョウイク ガクシュウ シンコウ コウホウ カツドウ トウ

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		関係事業者が行う事業（広告、宣伝、入場の管理等）について、予防等が図られるものとなる カンケイ ジギョウシャ オコナ ジギョウ コウコク センデン ニュウジョウ カンリナド ヨボウ トウ ハカ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		居住する地域にかかわらず適切な医療を受けることができるよう、専門的な医療の提供等を行う医療機関の整備を図る キョジュウ チイキ テキセツ イリョウ ウ センモンテキ イリョウ テイキョウ トウ オコナ イリョウ キカン セイビ ハカ

				相談支援 ソウダン シエン		精神保健福祉センター、保健所、消費生活センター、日本司法支援センターにおける相談支援体制を整備。
その他本人及び家族に対する相談支援の推進。 セイシン ホケン フクシ ホケンジョ ショウヒ セイカツ ニホン シホウ シエン ソウダン シエン タイセイ セイビ タ ホンニン オヨ カゾク タイ ソウダン シエン スイシン

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン		円滑な社会復帰に資するよう、就労の支援等を推進 エンカツ シャカイ フッキ シ シュウロウ シエン トウ スイシン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ		医療機関、精神保健センター、保健所等関係機関、民間団体等の連携協力体制の整備 イリョウ キカン セイシン ホケン ホケンジョ トウ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ

				人材の確保 ジンザイ カクホ		依存症問題に関し十分な知識を有する人材の確保、養成及び資質の向上 イゾンショウ モンダイ カン ジュウブン チシキ ユウ ジンザイ カクホ ヨウセイ オヨ シシツ コウジョウ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン		予防、診断、治療方法等の調査研究の推進、その成果の普及 ヨボウ シンダン チリョウ ホウホウ トウ チョウサ ケンキュウ スイシン セイカ フキュウ

				実態調査 ジッタイ チョウサ		政府は３年ごとに実態調査を行い、公表する セイフ ネン ジッタイ チョウサ オコナ コウヒョウ

		推進本部 スイシン ホンブ		内閣にギャンブル等依存症対策推進本部を置く（推進本部長：内閣官房長官、副本部長：国務大臣、本部員：各大臣等） ナイカク トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ オ スイシン ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン フクホンブチョウ コクム ダイジン ホン ブイン カクダイジン トウ

				所掌事務 ショショウ ジム		①基本計画案の作成、実施の推進
②基本計画に基づいて実施する施策の総合調整及び実施状況の評価
③依存症対策の重要な企画及び立案、総合調整

				基本計画案の作成、結果とりまとめの評価等を行う際は、「ギャンブル等依存症対策推進関係者会議」の意見を聴く キホン ケイカク アン サクセイ ケッカ ヒョウカ トウ オコナ サイ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイシャ カイギ イケン キ

				関係者会議 カンケイシャ カイギ		本人、家族代表者、関係事業者、有識者から内閣総理大臣が任命 ホンニン カゾク ダイヒョウシャ カンケイ ジギョウシャ ユウシキシャ ナイカク ソウリ ダイジン ニンメイ









ギャンブル等依存症対策基本法に基づき、令和元年度から３年度までの基本的な計画を、
国は平成31年４月に策定し、推進しています。今後、都道府県においても「都道府県ギャン
ブル等依存症対策推進計画」を作成することが努力義務となっており、神奈川県では令和２
年度中の策定を目指しています。

第一章 ギャンブル等依存症対策の基本的考え方

②ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】

Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状
１　ギャンブル等依存症問題の現状

平成28年12月 「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置
平成29年３月 「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ
平成29年８月 「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

Ⅱ　依存症対策の基本理念等

①

②
③

Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項

ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）
① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進
② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進
③ 重層的かつ多段階的な取組の推進
※ 元号の変更により、年号を置き換えています。

過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」

（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）
２　これまでの政府の取組

推進体制

基本的な考え方

対象期間

発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援
多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮
アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮
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第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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第二章 取り組むべき具体的施策（主なもの）

Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係
項　　目 対　　象 目標年度 内　　容

～R3年度
新たに広告宣伝に関する指針を作成、
公表。注意喚起標語の大きさや時間を
確保

H31年度～
通年、普及啓発活動を実施するととも
に、啓発週間に新大学生・新社会人を
対象とした啓発を実施

～R3年度
本人申告・家族進行によるアクセス制
限等に関し、個人認証システム等の活
用に向けた研究を実施

H32年度
インターネット投票の購入限度額シス
テムを前倒して導入

H31年度
自己申告プログラムの周知徹底と本人
同意のない家族申告による入店制限の
導入

R3年度
自己申告・家族申告プログラムに関
し、顔認証システムの活用に係るモデ
ル事業等の取組を検討

H31 年度
18歳未満の可能性がある者に対する身
分証明書による年齢確認を原則化

公営競技・ぱちんこ H31年度～ 施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等
公営競技 ～R3年度
ぱちんこ H31年度～

モーターボート H31年度～

ギャンブル依存症予防回復支援セン
ターの相談者助成（民間団体の初回利
用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着
手

競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ～R3年度
依存症対策最高責任者等の新設 、ギャ
ンブル等依存症対策実施規程の整備

H31年度～
依存問題対策要綱の整備 、対策の実施
状況を毎年度公表

H31 年度～ 第三者機関による立入検査の実施

～R3年度
「安心パチンコ・パチスロアドバイ
ザー 」による対策の強化

※ 元号の変更により、年号を置き換えています。

自助グループをはじめとする民間団体
等に対する経済的支援

ぱちんこ

依存症対策の
体制整備

公営競技・ぱちんこ

競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ

ぱちんこ

広告宣伝の在り方

アクセス制限
・

施設内の取組

相談・治療
につなげる取組
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係
項　目 条文 所　管 目標年度 内　容

厚労省 R2年度目途
全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早
期整備

関係省庁
ギャンブル等依存症である者等の家族に対す
る支援の強化

厚労省 H31年度～
婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、
児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・
発達障害者支援センター職員等における支援

消費者庁 H31年度～
ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消
費生活相談体制強化

金融庁・法務省 H31年度～
多重債務相談窓口・日本司法支援センターに
おける情報提供・相談対応

法務省 H31年度～
相談対応等においてギャンブル等依存症に配
慮できる司法書士の育成

R2年度目途
全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早
期整備

H31年度～
専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適
切な診療報酬の在り方の検討

厚労省
自助グループをはじめとする民間団体が行う
ミーティング等の活動支援に係る施策の改
善・活用促進

公営競技・ぱちんこ
自助グループをはじめとする民間団体に対す
る経済的支援

厚労省
ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者
の支援
ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への
効果的な指導・支援
受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援

※ 元号の変更により、年号を置き換えています。

厚労省

H31年度～

法務省
H31年度～社会復帰支援 18条

相談支援 17条

治療支援 16条

民間団体支援 19条

59


Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ゲーム依存症含むギャンブル等依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ イゾン ショウ フク トウ イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

















Sheet4



				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係
項　目 条文 所　管 目標年度 内　容

20条 関係省庁 H31年度～ 各地域における包括的な連携協力体制の構築
厚労省 医師臨床研修の見直し等
文科省 医学部における教育の充実

厚労省
保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、
公認心理師、作業療法士の継続的な養成

法務省 H31年度～ 刑事施設職員、更生保護官署職員の育成

連携協力体制
の構築 21条

H31年度～

Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係
項　目 所　管 目標年度 内　容

H31年度～
シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正
しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発

H31年度～
産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓
発を推進

消費者庁 H31年度～

特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情
報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動
を実施するよう、地方公共団体に要請。
新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育にお
ける指導の充実
引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座
「依存症予防教室」の実施

R4年度～
高校の保健体育科で、ギャンブル等依存症も含めた依存
症の教育を開始

金融庁 H31年度
ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育
関係ガイドブックを改訂

※ 元号の変更により、年号を置き換えています。

文科省
H31年度～

厚労省

予防教育
・

普及啓発

60
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		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		国の依存症実態調査の結果等を参考に施策の検討を行っている。 クニ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ケッカ トウ サンコウ セ サク ケントウ オコナ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ギャンブル等依存症も含めた依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ トウ イゾンショウ フク イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

















Sheet4



				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係
項　目 所　管 目標年度 内　容

厚労省 H31年度～
ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの
確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラ
ムの全国的な普及

競馬
個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策
に係る調査

モーターボート
ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の
可能性を検討

Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係
項　目 所　管 目標年度 内　容

多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブ
ル等依存症問題の実態把握
子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル
等依存症の影響等の把握

消費者庁 ～R3年度 国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査
公営競技・
ぱちんこ

H31年度～
相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態
把握

法務省 H31年度
ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把
握

H31～R3年度

調査研究

厚労省 H31年度～

実態調査

Ⅶ 多重債務問題等への取組
項　目 所　管 目標年度 内　容

貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の
確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実
施
ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関
団体との連携促進

警察庁 H31年度 違法に行われるギャンブル等の取締りの強化

※ 元号の変更により、年号を置き換えています。

H31年度～
多重債務問題

金融庁
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										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ
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								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ
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第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ゲーム依存症含むギャンブル等依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ イゾン ショウ フク トウ イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～R3年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～R3年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ



				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ゲーム依存症含むギャンブル等依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ イゾン ショウ フク トウ イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～R3年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～R3年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ



				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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国は、日本型ＩＲを導入する際に「世界最高水準の規制」を定め、ギャンブル等依存症
対策として、重層的／多段階的な取組を制度化しています。

③ＩＲ整備法・政令によるカジノ規制【概要】

１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備
① ゲーミングに触れる機会の限定
② 誘客時の規制
③ 厳格な入場規制
④ カジノ施設内での規制
⑤ 相談治療につなげる取組

２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス
・公共政策として制度を整備するもの
・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの（責任あるゲーミング）
・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮

対策の基本

63


Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ゲーム依存症含むギャンブル等依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ イゾン ショウ フク トウ イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～R3年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～R3年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ



				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの（責任あるゲーミング） ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ セキニン

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

















Sheet4



				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ









image1.emf

＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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項　目 条　文 内　容
第９条 国内のＩＲは上限３か所まで
第41条

政令第６条
ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積
の合計３％を超えない

第106条
政令第15条

カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の
旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了
するまでの部分に限定

第106条 20歳未満の者の入場、勧誘等禁止

第69条
日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日
間（24時間単位）で10回に制限

第70条
入退場時にマイナンバーカード、パスポート等によ
る本人確認

第176条
・

第177条

入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位）

第85条・第86条 日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制
第94条一ヘ カジノ内へのＡＴＭの設置禁止

本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム）
本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム）
入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備

第68条

機会の限定

誘客時の規制

厳格な入場規制

施設内の規制

相談・治療に
つなげる取組

ＩＲ整備法・政令におけるカジノ規制内容
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ









各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

















Sheet4



				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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国、自治体（神奈川県、横浜市）、ＩＲ事業者は、多段階的な取組を役割分担し、公共
政策として制度整備するものと、事業者が規範として取り組むべきこと（責任あるゲーミ
ング）をそれぞれ実施していきます。

④国、自治体、ＩＲ事業者の役割分担

※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

項　目 内　容 国 県 横浜市 事業者
ＩＲ区域数の制限 〇

カジノ施設の数の限定 〇

ゲーミング区域面積の限定 〇 〇

広告エリアの制限 〇 〇

未成年への広告勧誘の禁止 〇 〇

入場回数制限 〇 〇
マイナンバーカード等による
本人確認

〇 〇

入場料の賦課 〇 〇

カジノ施設内規制 カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 〇 〇

入場者からの相談に関する支援等 〇 〇
本人や家族の申告による入場制限 〇 〇
顔認証やICTシステムによる問題あ
る利用者の把握

〇

責任あるゲーミングの専門スタッ
フの育成・配置

〇

問題ある利用者への専門スタッフ
による徹底した対応

〇

ＩＲ区域内外での責任あるゲーミ
ングに関する啓発

○

相談機関（拠点）の設置 〇 △

治療機関（拠点）の選定 〇 〇

実態調査 〇 ○ 〇

市民への啓発 〇 〇 〇 △

啓発週間の取組 〇 〇 〇 △

自助グループ等との連携 〇 〇 △

依存症に対する研究 〇 △ △

基本法・基本計画等に
基づく依存症対策

機会の限定

誘客時の規制

厳格な入場規制

相談・治療に
つながる取組
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」設置 セッチ

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				令和元年度から３年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討） レイワ ガン

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進

								※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～R3年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒して導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底と本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						R3年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～R3年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～R3年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～R3年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		R2年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン

						※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						R4年度～		高校の保健体育科で、ゲーム依存症含むギャンブル等依存症の教育を開始 コウコウ ホケン タイイク カ イゾン ショウ フク トウ イゾンショウ キョウイク カイシ

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ

				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ







20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～R3年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～R3年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ



				※ 元号の変更により、年号を置き換えています。 ゲンゴウ ヘンコウ ネンゴウ オ カ





IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの（責任あるゲーミング） ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ セキニン

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

				顔認証やICTシステムによる問題ある利用者の把握 カオ ニンショウ モンダイ リヨウシャ ハアク								〇

				責任あるゲーミングの専門スタッフの育成・配置 セキニン センモン イクセイ ハイチ								〇

				問題ある利用者への専門スタッフによる徹底した対応 モンダイ リヨウシャ センモン テッテイ タイオウ								〇

				ＩＲ区域内外での責任あるゲーミングに関する啓発 ナイ ガイ セキニン カン ケイハツ								○

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇		○		〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ









image1.emf

＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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出展：厚生労働省HP「依存症対策」

国は、全国拠点機関（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター）を設置し、人材
育成や調査研究を進めるなど、様々な事業を展開するとともに、依存症対策総合支援事業
を定め、都道府県や指定都市が必要な施策を実施することとしています。

横浜市では、依存症対策総合支援事業に基づき、本市でも横浜市域でのアルコール・薬
物・ギャンブル等の依存症患者や家族等への総合的な支援に取り組んでいます。

（参考）依存症対策の全体像（国・自治体等の役割）
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ギャンブル等依存症への対策を推進するうえでは、アルコールや薬物等の依存症への
対策を含め、関係団体・機関とも連携しながら、総合的に取り組んでいきます。また、
ゲーム障害・ネット依存など新たな依存についても普及啓発等を進めます。

さらに、特に医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面とともに、研究面・人材
面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進めます。

Ⅰ． 依存症への総合的な取組

ギャンブル等依存症になる前に防ぐ予防教育にも力を入れます。国の基本計画に基づ
き、高等学校において令和４年度より実施予定のギャンブル等依存症を含む依存症につ
いての教育とともに、子ども・青少年やその保護者等に対しても予防に資する啓発を推
進していきます。

我が国においてどのような対策が合っているか等について、より効果的な対策や予防
教育の検討を事業者や研究・専門機関とともに研究を進めていきます。

市民等を対象とした調査を行うことで、横浜市のギャンブル等依存症の状況を把握、
分析し取組を進めます。

また定期的に調査を行うことで取組の効果を検証します。

『 横浜ＩＲ 』を進めるにあたっては、国の定めた「世界最高水準の規制」と言われ
るＩＲ整備法に基づいた様々な懸念事項への取組を着実に実施します。

特に依存症対策については、これまで国が示す依存症対策総合支援事業やアルコール、
ギャンブル等依存症対策基本法等に基づき事業を進めていますが、さらに、横浜市では
依存症の方を増やさないように以下の４つの取組を徹底して進めていきます。

基本的な考え方

Ⅱ．予防教育の実施

Ⅳ．調査による実態把握

Ⅲ．事業者や研究・専門機関との研究

⑤ 横浜市の依存症対策
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＜治療支援＞

現　状

課　題

＜相談支援＞

現　状

課　題

基本計画等に掲げられた専門医療機関について、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域
で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所
を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知しています。

基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、
今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者等を対象とした研修の強化などが求め
られています。

医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進めま
す。

今後の
方向性

生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応します。ま
た、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げます。

相談者を適切な支援機関に繋げていくため、行政・関係機関・民間団体等との連携によるネットワー
クづくりを進めます。今後の

方向性

国の「依存症対策総合支援事業実施要綱」に基づき「こころの健康相談センター」を依存症相談拠点
とし、依存症に関する専門相談や普及啓発、依存症者ご本人やご家族への支援事業を実施していま
す。このほか、依存症の相談に関し、各区福祉保健センターの精神保健福祉相談の一環として対応し
ています。

依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医
療従事者等に対して研修等を実施します。

依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制
が必要となっています。

Ⅰ． 依存症への総合的な取組

⑥ 現状、課題、今後の取組の方向性
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









Sheet8

		Ⅲ ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

		推進体制 スイシン タイセイ		ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

				本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

		対象期間 タイショウ キカン		平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

				② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

				③ 重層的かつ多段階的な取組の推進





15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

				＜治療支援＞ チリョウ シエン

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関について、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知しています。

				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者等を対象とした研修の強化などが求められています。 トウ



				今後の
方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者等に対して研修等を実施します。 トウ

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進めます。

				＜相談支援＞ ソウダン シエン

				現　状 ゲン ジョウ		国の「依存症対策総合支援事業実施要綱」に基づき「こころの健康相談センター」を依存症相談拠点とし、依存症に関する専門相談や普及啓発、依存症者ご本人やご家族への支援事業を実施しています。このほか、依存症の相談に関し、各区福祉保健センターの精神保健福祉相談の一環として対応しています。 クニ イゾンショウ タイサク ソウゴウ シエン ジギョウ ジッシ ヨウコウ モト ケンコウ ソウダン イゾンショウ ソウダン キョテン イゾンショウ カン センモン ソウダン フキュウ ケイハツ イゾンショウ シャ ホンニン カゾク シエン ジギョウ ジッシ イゾンショウ ソウダン カン カクク フクシ ホケン セイシン ホケン フクシ ソウダン イッカン タイオウ

				課　題 カ ダイ		依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要となっています。



				今後の
方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談者を適切な支援機関に繋げていくため、行政・関係機関・民間団体等との連携によるネットワークづくりを進めます。 ソウダンシャ テキセツ シエン キカン ツナ ギョウセイ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ スス

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応します。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げます。





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





Sheet9

														（仮称）横浜市依存症対策・地域支援計画の策定 カショウ ヨコハマシ イゾンショウ タイサク チイキ シエン ケイカク サクテイ

														連携会議の開催 レンケイ カイギ カイサイ

														依存症者支援等の実態把握 イゾンショウ モノ シエン トウ ジッタイ ハアク

						啓発週間 ケイハツ シュウカン

														依存症専門相談の充実 イゾンショウ センモン ソウダン ジュウジツ

														普及啓発に向けた講演会等の開催 フキュウ ケイハツ ム コウエンカイ トウ カイサイ

														支援者向け研修会 シエンシャ ム ケンシュウ カイ

														回復プログラム・家族教室 カイフク カゾク キョウシツ

														民間団体支援の実施 ミンカン ダンタイ シエン ジッシ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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＜啓発活動の実施＞
こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎
知識等に関するパンフレットやＨＰ等によって普及啓発をしています。
アルコール関連問題啓発週間・ギャンブル等依存問題啓発週間における
普及啓発活動を実施しています。

課　題
依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十
分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及
啓発が必要です。

市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこは
ま、講演会などの普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行います。
アルコール関連問題啓発週間・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの
機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施します。

＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞
市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催し、依存症対策をさら
に進めていくため、民間団体や関係機関等と連携関係の方策等を検討し
ています。
民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会など
の普及啓発等の事業実施に係る費用を補助しています。

課　題
行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要があ
ります。

行政・関係機関・民間団体等との連携によるネットワークづくりを進め
ます。
横浜市域での依存症対策の推進を目的として、本市の取組指針となる地
域支援計画（仮称）の策定を進めます。　※予算審議中
民間団体と連携した依存症者支援を進めるとともに、引き続き団体が実
施する相談事業や啓発事業など、活動の支援を行います。
神奈川県が令和２年度中に策定を予定している国のギャンブル等依存症
対策基本計画に基づく県計画を踏まえた施策を実施します。

現　状

今後の方向性

現　状

今後の方向性
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		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		Ⅲ ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

		推進体制 スイシン タイセイ		ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

				本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

		対象期間 タイショウ キカン		平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

				② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

				③ 重層的かつ多段階的な取組の推進





15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。
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		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施



				課題 カダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）における取組
　・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談
　・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催） イゾンショウ ソウダン キョテン センモン カイサイ クヤクショ カイサイ

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現　状 ゲン ジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等によって普及啓発をしています。 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						アルコール関連問題啓発週間・ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動を実施しています。 カンレン モンダイ ケイハツ シュウカン

				課　題 カ ダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要です。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、講演会などの普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行います。 コウエンカイ

						アルコール関連問題啓発週間・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施します。 カンレン モンダイ ケイハツ シュウカン



				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現　状 ゲン ジョウ		市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催し、依存症対策をさらに進めていくため、民間団体や関係機関等と連携関係の方策等を検討しています。 イゾンショウ タイサク スス ミンカン ダンタイ カンケイ キカン トウ レンケイ カンケイ ホウサク トウ ケントウ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業実施に係る費用を補助しています。

				課　題 カ ダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要があります。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		行政・関係機関・民間団体等との連携によるネットワークづくりを進めます。 ギョウセイ カンケイ キカン ミンカン ダンタイ トウ レンケイ スス

						横浜市域での依存症対策の推進を目的として、本市の取組指針となる地域支援計画（仮称）の策定を進めます。　※予算審議中 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク カショウ サクテイ スス ヨサン シンギチュウ

						民間団体と連携した依存症者支援を進めるとともに、引き続き団体が実施する相談事業や啓発事業など、活動の支援を行います。 ヒ ツヅ

						神奈川県が令和２年度中に策定を予定している国のギャンブル等依存症対策基本計画に基づく県計画を踏まえた施策を実施します。 カナガワケン レイワ ネンドチュウ サクテイ ヨテイ クニ トウ イゾンショウ タイサク キホン ケイカク モト ケン ケイカク フ セ サク ジッシ
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														（仮称）横浜市依存症対策・地域支援計画の策定 カショウ ヨコハマシ イゾンショウ タイサク チイキ シエン ケイカク サクテイ

														連携会議の開催 レンケイ カイギ カイサイ

														依存症者支援等の実態把握 イゾンショウ モノ シエン トウ ジッタイ ハアク

						啓発週間 ケイハツ シュウカン

														依存症専門相談の充実 イゾンショウ センモン ソウダン ジュウジツ

														普及啓発に向けた講演会等の開催 フキュウ ケイハツ ム コウエンカイ トウ カイサイ

														支援者向け研修会 シエンシャ ム ケンシュウ カイ

														回復プログラム・家族教室 カイフク カゾク キョウシツ

														民間団体支援の実施 ミンカン ダンタイ シエン ジッシ





image1.emf

＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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現　状

課　題

児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われています。

令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要が
あります。

今後の
方向性 ゲーム障害・ネット依存などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓

発を進めます。

青少年の育成に携わる大人に、依存症の予防に資する知識を提供します。

令和４年度から始まる、高校の保健体育におけるギャンブル等依存症を含む依存症教育の準備を、市立高
校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進め
ます。
教員等へ依存症の知識の普及啓発を行います。

現　状

課　題

国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討しています。

より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用す
る必要があります。

今後の
方向性

医学部を持つ横浜市立大学において、研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進めます。

我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、
より効果的な予防教育を検討します。
国の研究結果等を分析し、市内の依存症対策に活用していきます。

Ⅱ．予防教育の実施

Ⅳ．調査による実態把握

Ⅲ．事業者や研究・専門機関との研究

現　状

課　題

今後の
方向性

アルコール・薬物・ギャンブル等の総合的な依存症対策の推進に繋げるため、依存症者支援に関する調査
を行うとともに、関連する調査結果も活用します。

市民3,000人を対象としたギャンブル等依存症の実態調査を実施しています。（令和元年度）
県では、横浜市を除く県民6,750人を対象としたギャンブル等依存症の実態調査を実施しています。
（令和元年度）

横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要があります。

ギャンブル等依存症の実態調査を定期的に実施します。

上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を
強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用します。

70


Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









Sheet8

		Ⅲ ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

		推進体制 スイシン タイセイ		ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

				本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

		対象期間 タイショウ キカン		平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

				② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

				③ 重層的かつ多段階的な取組の推進





15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制



				現　状 ゲン ジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われています。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ

				課　題 カ ダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要があります。



				今後の
方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる、高校の保健体育におけるギャンブル等依存症を含む依存症教育の準備を、市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進めます。 フク イゾンショウ

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行います。

						ゲーム障害・ネット依存などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進めます。 イゾン

						青少年の育成に携わる大人に、依存症の予防に資する知識を提供します。





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





Sheet9

														（仮称）横浜市依存症対策・地域支援計画の策定 カショウ ヨコハマシ イゾンショウ タイサク チイキ シエン ケイカク サクテイ

														連携会議の開催 レンケイ カイギ カイサイ

														依存症者支援等の実態把握 イゾンショウ モノ シエン トウ ジッタイ ハアク

						啓発週間 ケイハツ シュウカン

														依存症専門相談の充実 イゾンショウ センモン ソウダン ジュウジツ

														普及啓発に向けた講演会等の開催 フキュウ ケイハツ ム コウエンカイ トウ カイサイ

														支援者向け研修会 シエンシャ ム ケンシュウ カイ

														回復プログラム・家族教室 カイフク カゾク キョウシツ

														民間団体支援の実施 ミンカン ダンタイ シエン ジッシ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ
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		Ⅲ ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

		推進体制 スイシン タイセイ		ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

				本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

		対象期間 タイショウ キカン		平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

				② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

				③ 重層的かつ多段階的な取組の推進





15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制



				現　状 ゲン ジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討しています。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ

				課　題 カ ダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要があります。 ヨコハマシ ジッタイ オウ シサク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の
方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討します。 ワ クニ タイサク ア トウ ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン トモ ケンキュウ スス コウカテキ ヨボウ キョウイク ケントウ

						国の研究結果等を分析し、市内の依存症対策に活用していきます。 クニ ケンキュウ ケッカ トウ ブンセキ シナイ イゾンショウ タイサク カツヨウ

						医学部を持つ横浜市立大学において、研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進めます。 イガク ブ モ ヨコハマシリツ ダイガク ケンキュウ メン オオ ヤクワリ ハ キョウギ スス





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





Sheet9

														（仮称）横浜市依存症対策・地域支援計画の策定 カショウ ヨコハマシ イゾンショウ タイサク チイキ シエン ケイカク サクテイ

														連携会議の開催 レンケイ カイギ カイサイ

														依存症者支援等の実態把握 イゾンショウ モノ シエン トウ ジッタイ ハアク

						啓発週間 ケイハツ シュウカン

														依存症専門相談の充実 イゾンショウ センモン ソウダン ジュウジツ

														普及啓発に向けた講演会等の開催 フキュウ ケイハツ ム コウエンカイ トウ カイサイ

														支援者向け研修会 シエンシャ ム ケンシュウ カイ

														回復プログラム・家族教室 カイフク カゾク キョウシツ

														民間団体支援の実施 ミンカン ダンタイ シエン ジッシ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ
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Sheet8

		Ⅲ ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

		推進体制 スイシン タイセイ		ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

				本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

		対象期間 タイショウ キカン		平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

				② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

				③ 重層的かつ多段階的な取組の推進





15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係 カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)



		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

						国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。
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		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制



				現　状 ゲン ジョウ		市民3,000人を対象としたギャンブル等依存症の実態調査を実施しています。（令和元年度）
県では、横浜市を除く県民6,750人を対象としたギャンブル等依存症の実態調査を実施しています。
（令和元年度） トウ レイワ ガンネン ド ケン ヨコハマ シ ノゾ ケンミン ニン タイショウ

				課　題 カ ダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要があります。



				今後の
方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症の実態調査を定期的に実施します。 チョウサ

						アルコール・薬物・ギャンブル等の総合的な依存症対策の推進に繋げるため、依存症者支援に関する調査を行うとともに、関連する調査結果も活用します。 ヤクブツ トウ ソウゴウテキ イゾンショウ タイサク スイシン ツナ イゾンショウ シャ シエン カン チョウサ オコナ カンレン チョウサ ケッカ カツヨウ

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用します。





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





Sheet9

														（仮称）横浜市依存症対策・地域支援計画の策定 カショウ ヨコハマシ イゾンショウ タイサク チイキ シエン ケイカク サクテイ

														連携会議の開催 レンケイ カイギ カイサイ

														依存症者支援等の実態把握 イゾンショウ モノ シエン トウ ジッタイ ハアク

						啓発週間 ケイハツ シュウカン

														依存症専門相談の充実 イゾンショウ センモン ソウダン ジュウジツ

														普及啓発に向けた講演会等の開催 フキュウ ケイハツ ム コウエンカイ トウ カイサイ

														支援者向け研修会 シエンシャ ム ケンシュウ カイ

														回復プログラム・家族教室 カイフク カゾク キョウシツ

														民間団体支援の実施 ミンカン ダンタイ シエン ジッシ





image1.emf

＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策
普及啓発

入退場管理

依存症予防対策

相　談

協力・連携

人材育成

研究協力

【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策
項　目 条　文 内　容

第９条 国内のＩＲは上限３か所まで
第41条

政令第６条
ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない

第106条
政令第15条

カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外
国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定

第106条 20歳未満の者の入場、勧誘等禁止

第69条
日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回
に制限

第70条 入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認
第176条

・
第177条

入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位）

第85条・第86条 日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制
第94条一ヘ カジノ内へのＡＴＭの設置禁止

本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム）
本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム）
入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備

第68条

研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力す
ること。

施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。
顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回
数制限等を確実に実施すること。

依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへのめり込み傾向がみられる入場者
への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

機会の限定

誘客時の規制

厳格な入場規制

施設内の規制

相談・治療に
つなげる取組

⑦ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ ジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへのめり込み傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。



		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ









各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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先行してＩＲを開業している、各国・地域では依存症対策についても先進的に実施して
います。横浜市はこのような他都市事例を参考にしていきます。

各国・地域の取組状況・事例（1/2）

⑧ 海外ＩＲの依存症対策

国　等 内　容
2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えた
ＩR２か所が開業。
政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存
症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地
域と比較して充実した内容となっていると考えられる。
1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島な
ど17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは
2000年に開業。
依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制
度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対
策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行ってい
る。
1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が
開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカ
ジノを運営。
2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡
大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従
事する従業員への啓発活動等が実施されている。
1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業
界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラス
ベガスにつながる。
事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プロ
グラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、
カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事
業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対
策の中心となっている。

シンガポール

韓国

マカオ

ネバダ州
（ラスベガス）

72


Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による
本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療に
つながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				依存症対策について、自国民向けのカジノの開設の前に、国が制度や仕組みを体系化していなかったため、開業当初は懸念事項対策が事業者のみの取組みとなっていた。
対策が後追いとなっていたが、近年は国をあげて対応を行っている。 イゾンショウ タイサク ジコクミン ム カイセツ マエ クニ セイド シク タイケイカ カイギョウ トウショ ケネン ジコウ タイサク ジギョウシャ トリク タイサク アトオ キンネン クニ タイオウ オコナ

		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。







各国の取組例

		＜各国の取組例＞ カク クニ トリクミ レイ

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

















Sheet4



				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン







×海外IR (3)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）




image2.png

iSO DIFA LRI BN EROME [1x—]

¥r 7 NERERTHIEEPTORBRENRBMICBDELEROZRERIO6NE LD,
MRERE. HBELEERS—. BFEERELV I -FOSEHABOICEVTRIICRREL.
FaREENNE 5 — - REFISORZEN. SPERERSAERBICOLZ SEHIZEE

_ TPREEIT G5 —
B
(i ] €53 000

ﬁ J BARTEE

LR ) ‘é
MR R > 5 — d
EREMENTIEL > 9 — —— —— = FIESLEE
FERTETECY— 5| [ BAERRT BAREREC S~

i B Y —

O FrUILNEEFETHIEFERMICRE L. BNLZEROCZREICOTF T HOEH - HEAFERFOME
O HHWMOXEABTCREORSE. RERORE
O MAMBOXBENFTLMEICEAN - BRTILEOBE L-EXRLH - ERER

S1EFE R~ 32~33FE

T R ORRDHEE SRR - RN - SMIEDZHOEE - 35 =2 7 ILOVERICEF =B BN

GHBEFAFRAMESY))







image3.png

2 ERE AU SR NRAB
. HOBE
D HEORE . L T =ZY I T T OREE
. AVSMIHT IOFIE
——
- - - BEURS
o ko || DA
L —
« NEEEROSIR/ BIEAAER
@ BHEBAERH L RENORER
o —
« DY ATRICET B
© nosmERORS | éﬁégémmacmmm
« ATMOREICBIT3
R —

B RO BT IE | IEBESO0RE
© mmwmeowrhE || SRSCORE

S TSR REEIEE AR D








内　容
広告制限 カジノを主体とする広告・宣伝を禁止

未成年のカジノ施設への入場禁止
入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除

金銭入手の制限 カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止
カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係
る研修の実施
責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆
候がある顧客に対して、助言・支援を実施

専門相談 24時間無料ヘルプラインを提供

その他
ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

専門医療機関
ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブル
カウンセラーによる治療の実施

予防研究
シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存
症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施
ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと）
ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタル
ヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置
マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調
局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング
産業従業員に対する啓発活動を実施
シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及
び啓発の実施

地域社会
地域社会と事業者間での意見交換、責任あるゲーミングへの理解促
進のための取組を実施

民間・行政
ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州
政府からの補助金で運営）

教育啓発

社会連携

市民

入場制限・管理

項　目

実態調査

研究機関

従業員教育

予防等

相談支援

治療

各国・地域の取組状況・事例（2/2）
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Sheet1

		ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ

		第一章　ギャンブル等依存症対策の基本的考え方等 ダイ イッショウ トウ イゾンショウ タイサク キホンテキ カンガ カタ トウ

				Ⅰ　依存症対策の現状 イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

						対策の対象 タイサク タイショウ				公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為の態様を問わず取り組む コウエイ キョウギ ヤ カカ ユウギ タ シャコウ コウイ タイヨウ ト ト ク

										関係事業者（公営競技、ぱちんこ屋等）の取組 カンケイ ジギョウシャ コウエイ キョウギ ヤ トウ トリクミ

										※ 実態調査等を踏まえ、必要な見直しを行う。 ジッタイ チョウサ トウ フ ヒツヨウ ミナオ オコナ

						依存症問題の現状 イゾンショウ モンダイ ゲンジョウ

								現時点で状況は次のとおりだが、把握状況は必ずしも十分でない。 ゲンジテン ジョウキョウ ツギ ハアク ジョウキョウ カナラ ジュウブン

								ギャンブル等依存の状況（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査） トウ イゾン ジョウキョウ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ニホン イリョウ ケンキュウ カイハツ キコウ チョウサ

										過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8% カコ ネン イナイ イゾン ウタガ モノ ワリアイ セイジン

										最もよくお金を使ったギャンブルは、「ぱちんこ・パチスロ」 モット カネ ツカ

								＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞ タ トウ イゾンショウ モンダイ ジョウキョウ

										精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29） セイシン ホケン フクシ ホケン ホケンジョ ソウダン ケンスウ

												4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）

										借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談

												535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29） ケン ケン

										多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数

												323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）

												828件/29,861件　「地方公共団体」（H29） ケン ケン

										刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求 ケイホウハン マタ ヨッキュウ

												2,570件/316,412件　「警察庁」（H29） ケン ケン ケイサツチョウ

										保護観察者のうち依存症対象者 ホゴ カンサツ シャ イゾンショウ タイショウシャ

												1,296名/28,035名　「法務省」（H29） メイ メイ ホウムショウ

						これまでの政府の取組 セイフ トリクミ

								平成28年12月　「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議」 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク スイシン カンケイ カクリョウ カイギ

								平成29年３月　「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」取りまとめ ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ カン ロンテン セイリ ト

								平成29年８月　「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成 ヘイセイ ネン ガツ トウ イゾンショウ タイサク キョウカ サクセイ

				Ⅱ　依存症対策の基本理念等 イゾンショウ タイサク キホン リネン トウ

						発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活及び社会生活への支援 ハッショウ シンコウ オヨ サイハツ カクダンカイ オウ テキセツ ソチ ホンニン カゾク エンカツ ニチジョウ セイカツ オヨ シャカイ セイカツ シエン

						多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ カンレン モンダイ カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

						アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮 ヤクブツ トウ イゾン カン セ サク ユウキテキ レンケイ ハイリョ

				Ⅲ　基本計画の基本的事項 キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

						推進体制 スイシン タイセイ

								ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官）、関係者会議を設置 トウ イゾンショウ タイサク スイシン ホンブ ホンブチョウ ナイカク カンボウ チョウカン カンケイシャ カイギ セッチ

						位置付け、対象期間 イチヅ タイショウ キカン

								依存症対策の最も基本的な計画 イゾンショウ タイサク モット キホンテキ ケイカク

								少なくとも３年ごとに検討 スク ネン ケントウ

								取組対象期間：：おおむね平成31年度～33年度 トリクミ タイショウ キカン ヘイセイ ネンド ネンド

						基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ

								PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進 ケイカクテキ フダン トリクミ スイシン

								多機関の連携・協力による総合的な取組の推進 タ キカン レンケイ キョウリョク ソウゴウテキ トリクミ スイシン

								重層的かつ多段階的な取組の推進 ジュウソウ テキ タ ダンカイ テキ トリクミ スイシン
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		５－２　ギャンブル等依存症対策推進基本計画【概要】 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク ガイヨウ









第一章





		Ⅰ　ギャンブル等依存症対策の現状 トウ イゾンショウ タイサク ゲンジョウ

				１　ギャンブル等依存症問題の現状 モンダイ

						過去１年以内の依存が疑われる者割合；成人の0.8%
※ 最もよくお金を使ったギャンブルは「ぱちんこ・パチスロ」
　（H28～30 国立研究開発法人日本医療研究開発機構「AMED」による調査）

				２　これまでの政府の取組

						平成28年12月		「ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議

						平成29年３月		「ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」とりまとめ

						平成29年８月		「ギャンブル等依存症対策の強化について」作成

		Ⅱ　依存症対策の基本理念等

				①		発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と、本人・家族の円滑な日常生活
及び社会生活への支援

				②		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の関連問題に関する施策との有機的な連携への配慮

				③		アルコール、薬物等依存に関する施策との有機的な連携への配慮



		Ⅲ　ギャンブル等依存症対策推進基本計画の基本的事項 トウ イゾンショウ タイサク スイシン キホン ケイカク キホンテキ ジコウ

				推進体制 スイシン タイセイ				ギャンブル等依存症対策推進本部（本部長：内閣官房長官、本部員：関係大臣）

								本部に「関係者会議」（本人、家族、関係事業者、有識者等）を置く。

				対象期間 タイショウ キカン				平成31年度から33年度までの概ね３年間（少なくとも３年ごとに検討）

				基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ				① PDCAサイクルによる計画的な不断の取組の推進

								② 多機関の連携・協力による総合的な取組関係時郷社の推進

								③ 重層的かつ多段階的な取組の推進







15条

		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（1/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		広告宣伝の在り方 コウコク センデン ア カタ		公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		～H33年度		新たに広告宣伝に関する指針を作成、公表。注意喚起標語の大きさや時間を確保 アラ コウコク センデン カン シシン サクセイ コウヒョウ チュウイ カンキ ヒョウゴ オオ ジカン カクホ

						H31年度～		通年、普及啓発活動を実施するとともに、啓発週間に新大学生・新社会人を対象とした啓発を実施 ツウネン フキュウ ケイハツ カツドウ ジッシ ケイハツ シュウカン シン ダイガク セイ シン シャカイ ジン タイショウ ケイハツ ジッシ

		アクセス制限
・
施設内の取組 セイゲン シセツ ナイ トリクミ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		本人申告・家族進行によるアクセス制限等に関し、個人認証システム等の活用に向けた研究を実施 ホンニン シンコク カゾク シンコウ セイゲン トウ カン コジン ニンショウ トウ カツヨウ ム ケンキュウ ジッシ

						H32年度		インターネット投票の購入限度額システムを前倒し導入 トウヒョウ コウニュウ

				ぱちんこ		H31年度		自己申告プログラムの周知徹底・本人同意のない家族申告による入店制限の導入

						H33年度 ド		自己申告・家族申告プログラムに関し、顔認証システムの活用に係るモデル事業等の取組を検討

						H31 年度		18歳未満の可能性がある者に対する身分証明書による年齢確認を原則化 

				公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～		施設内 ・営業所内のATM 等の撤去等









		Ⅰ 関係事業者の取組：基本法15条関係（2/2） カンケイ ジギョウシャ トリクミ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　　目 コウ メ		対　　象 タイ ゾウ		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　　容 ウチ カタチ

		相談・治療
につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		公営競技 コウエイ キョウギ		～H33年度		自助グループをはじめとする民間団体等に対する経済的支援

				ぱちんこ		H31年度～

				モーターボート		H31年度～		ギャンブル依存症予防回復支援センターの相談者助成（民間団体の初回利用料 ・初診料負担）の拡充の検討に着手

		依存症対策の
体制整備 イゾンショウ タイサク タイセイ セイビ		競馬・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ ケイバ		～H33年度		依存症対策最高責任者等の新設 、ギャンブル等依存症対策実施規程の整備

				ぱちんこ		H31年度～		依存問題対策要綱の整備 、対策の実施状況を毎年度公表

						H31 年度～		第三者機関による立入検査の実施

						～H33年度 ド		「安心パチンコ・パチスロアドバイザー 」による対策の強化



第二章　取り組むべき具体的施策（主なもの）



16～19条

		Ⅱ　相談・治療・回復支援：基本法第16～19条関係 ソウダン チリョウ カイフク シエン キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		相談支援 ソウダン シエン		17条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への相談拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ ソウダン キョテン ソウキ セイビ

						関係省庁 カンケイ ショウチョウ				ギャンブル等依存症である者等の家族に対する支援の強化 トウ イゾンショウ モノ トウ カゾク タイ シエン キョウカ

						厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		婦人相談所相談員、母子・父子自立支援員、児童相談所職員、障害福祉サービス従事者・発達障害者支援センター職員等における支援 フジン ソウダンジョ ソウダンイン ボシ フシ ジリツ シエン イン ジドウ ソウダン ジョ ショクイン ショウガイ フクシ ジュウジシャ ハッタツ ショウガイシャ シエン ショクイン トウ シエン

						消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症対策に関する各地域の消費生活相談体制強化 トウ イゾンショウ タイサク カン カクチイキ ショウヒ セイカツ ソウダン タイセイ キョウカ

						金融庁・法務省 キンユウチョウ ホウムショウ		H31年度～ ネンド		多重債務相談窓口・日本司法支援センターにおける情報提供・相談対応 タジュウ サイム ソウダン マドグチ ニホン シホウ シエン ジョウホウ テイキョウ ソウダン タイオウ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～ ネンド		相談対応等においてギャンブル等依存症に配慮できる司法書士の育成 ソウダン タイオウ トウ トウイゾンショウ ハイリョ シホウ ショシ イクセイ

		治療支援 チリョウ シエン		16条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H32年度目途 ネンド メド		全都道府県・政令指定都市への治療拠点の早期整備 ゼン トドウフケン セイレイ シテイ トシ チリョウ キョテン ソウキ セイビ

								H31年度～ ネンド		専門的な医療の確立に向けた研究の推進、適切な診療報酬の在り方の検討 センモンテキ イリョウ カクリツ ム ケンキュウ スイシン テキセツ シンリョウ ホウシュウ ア カタ ケントウ

		民間団体支援 ミンカン ダンタイ シエン		19条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		自助グループをはじめとする民間団体が行うミーティング等の活動支援に係る施策の改善・活用促進 ジジョ ミンカン ダンタイ オコナ トウ カツドウ シエン カカ セ サク カイゼン カツヨウ ソクシン

						公営競技・ぱちんこ コウエイ キョウギ				自助グループをはじめとする民間団体に対する経済的支援 ジジョ ミンカン ダンタイ タイ ケイザイテキ シエン

		社会復帰支援 シャカイ フッキ シエン		18条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する生活困窮者の支援 トウ イゾンショウ モンダイ ユウ セイカツ コンキュウシャ シエン

						法務省 ホウムショウ				ギャンブル等依存症問題を有する受刑者への効果的な指導・支援 トウイゾンショウモンダイ ユウ ジュケイシャ コウカテキ シドウ シエン

										受刑者・保護観察対象者等に対する就労支援 ジュケイシャ ホゴ カンサツ タイショウシャ トウ タイ シュウロウ シエン







14条

		Ⅲ 予防教育・普及啓発：基本法14条関係 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		予防教育
・
普及啓発 ヨボウ キョウイク フキュウ ケイハツ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		シンポジウム、普及啓発イベント等を通じ、依存症の正しい知識や相談窓口等を積極的かつ継続的に普及啓発 フキュウ ケイハツ トウ ツウ イゾンショウ タダ チシキ ソウダン マドグチ トウ セッキョクテキ ケイゾクテキ フキュウ ケイハツ

						H31年度～		産業保健総合支援センターを通じ、職場における普及啓発を推進 サンギョウ ホケン ソウゴウシエン ツウ ショクバ フキュウ ケイハツ スイシン

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		H31年度～		特設ページ・SNS等を活用した消費者向けの総合的な情報提供。
啓発週間や成人式などあらゆる機会を活用して啓発活動を実施するよう、地方公共団体に要請。 トクセツ トウ カツヨウ ショウヒシャ ム ソウゴウテキ ジョウホウ テイキョウ ケイハツ シュウカン セイジンシキ キカイ カツヨウ ケイハツ カツドウ ジッシ チホウ コウキョウ ダンタイ ヨウセイ

				文科省 モンカショウ		H31年度～		新学習指導要領や指導参考資料を活用した学校教育における指導の充実 シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ シドウ サンコウ シリョウ カツヨウ ガッコウ キョウイク シドウ ジュウジツ

								引き続き社会教育施設等を活用し保護者等への啓発講座「依存症予防教室」の実施 ヒ ツヅ シャカイ キョウイク シセツ トウ カツヨウ ホゴシャ トウ ケイハツ コウザ イゾンショウ ヨボウ キョウシツ ジッシ

						H34年度～		新学習指導要領の保健体育科で精神疾患を取り上げる シン ガクシュウ シドウ ヨウリョウ ホケン タイイク カ セイシン シッカン ト ア

				金融庁 キンユウチョウ		H31年度		ギャンブル等依存症問題の啓発の観点から金融経済教育関係ガイドブックを改訂 トウイゾンショウモンダイ ケイハツ カンテン キンユウ ケイザイ キョウイク カンケイ カイテイ









20・21条

		Ⅳ 依存症対策の基盤整備：基本法20・21条関係 イゾンショウ タイサク キバン セイビ キホンホウ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		連携協力体制の構築 レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク		20条 ジョウ		関係省庁 カンケイ ショウチョウ		H31年度～		各地域における包括的な連携協力体制の構築 カクチイキ ホウカツテキ レンケイ キョウリョク タイセイ コウチク

				21条 ジョウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		医師臨床研修の見直し等 イシ リンショウ ケンシュウ ミナオ トウ

						文科省 モンカショウ				医学部における教育の充実 イガク ブ キョウイク ジュウジツ

						厚労省 コウロウショウ				保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理師、作業療法士の継続的な養成 ホケンシ ジョサンシ カンゴシ シャカイ フクシ シ セイシン ホケン フクシシ コウニン シンリ シ サギョウ リョウホウシ ケイゾクテキ ヨウセイ

						法務省 ホウムショウ		H31年度～		刑事施設職員、更生保護官署職員の育成 ケイジ シセツ ショクイン コウセイ ホゴ カン ショ ショクイン イクセイ





22条

		Ⅴ 調査研究：基本法第22条関係 チョウサ ケンキュウ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		調査研究 チョウサ ケンキュウ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～		ギャンブル等依存症の標準的な治療プログラムの確立に向けたエビデンスの構築等、医療プログラムの全国的な普及 トウ イゾンショウ ヒョウジュンテキ チリョウ カクリツ ム コウチク トウ イリョウ ゼンコクテキ フキュウ

				競馬 ケイバ		H31～33年度		個人認証システムの導入や海外競馬の依存症対策に係る調査 コジン ニンショウ ドウニュウ カイガイ ケイバ イゾンショウ タイサク カカ チョウサ

				モーターボート				ICT技術を活用した入場管理方法の研究、導入の可能性を検討 ギジュツ カツヨウ ニュウジョウ カンリ ホウホウ ケンキュウ ドウニュウ カノウセイ ケントウ

		Ⅵ 実態調査：基本法第23条関係 ジッタイ チョウサ キホンホウ ダイ ジョウ カンケイ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		実態調査 ジッタイ チョウサ		厚労省 コウロウショウ		H31年度～ ネンド		多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等のギャンブル等依存症問題の実態把握 タジュウ サイム ヒンコン ギャクタイ ジサツ ハンザイ トウ トウ イゾンショウ モンダイ ジッタイ ハアク

								子ども虐待による死亡事例等におけるギャンブル等依存症の影響等の把握 コ ギャクタイ シボウ ジレイ トウ トウ イゾンショウ エイキョウ トウ ハアク

				消費者庁 ショウヒシャチョウ		～H33年度 ネンド		国民のギャンブル等の消費行動等の実態調査 コクミン トウ ショウヒ コウドウ トウ ジッタイ チョウサ

				公営競技・
ぱちんこ コウエイ キョウギ		H31年度～ ネンド		相談データ分析によるギャンブル等依存症の実態把握 ソウダン ブンセキ トウ イゾンショウ ジッタイ ハアク

				法務省 ホウムショウ		H31年度 ネンド		ギャンブル等依存症問題を有する受刑者の実態把握 トウイゾンショウ モンダイ ユウ ジュケイシャ ジッタイ ハアク





多重債務

		Ⅶ 多重債務問題等への取組 タジュウ サイム モンダイ トウ トリクミ

		項　目 コウ メ		所　管 ショ カン		目標年度 モクヒョウ ネンド		内　容 ウチ カタチ

		多重債務問題 タジュウ サイム モンダイ		金融庁 キンユウチョウ		H31年度～ ネンドカラ		貸金業・銀行業における貸付自粛制度の適切な運用の確保及び当該制度を必要とする者への的確な周知の実施 カシキン ギョウ ギンコウギョウ カシツケ ジシュク セイド テキセツ ウンヨウ カクホ オヨ トウガイ セイド ヒツヨウ モノ テキカク シュウチ ジッシ

								ギャンブル等依存症に関する相談拠点と民間金融機関団体との連携促進 トウ イゾンショウ カン ソウダン キョテン ミンカン キンユウ キカン ダンタイ レンケイ ソクシン

				警察庁 ケイサツチョウ		H31年度 ネンド		違法に行われるギャンブル等の取締りの強化 イホウ オコナ トウ トリシマ キョウカ







IR整備法



		対策の基本 タイサク キホン		１　カジノ行為への依存を防止するため、重層的・多段階的な取組を制度的に整備 コウイ イゾン ボウシ ジュウソウテキ タ ダンカイテキ トリクミ セイドテキ セイビ

						① ゲーミングに触れる機会の限定 フ キカイ ゲンテイ

						② 誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ

						③ 厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ

						④ カジノ施設内での規制 シセツ ナイ キセイ

						⑤ 相談治療につなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ

				２　公共政策上の制度整備と事業者責任のベストミックス コウキョウ セイサク ジョウ セイド セイビ ジギョウシャ セキニン

						・公共政策として制度を整備するもの コウキョウ セイサク セイド セイビ

						・カジノ事業者が取り組むべき責任として確立するもの ジギョウシャ ト ク セキニン カクリツ

						・上記の両方が求められるものの適切な組合せを考慮 ジョウキ リョウホウ モト テキセツ クミアワ コウリョ







IR整備法 (2)

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





役割分担表

		※「〇」は実施済・義務付け・義務、「△」は実施予定または検討中

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ		国		県		横浜市		事業者

		機会の限定		ＩＲ区域数の制限		〇

				カジノ施設の数の限定		〇

				ゲーミング区域面積の限定		〇						〇

		誘客時の規制		広告エリアの制限		〇						〇

				未成年への広告勧誘の禁止		〇						〇

		厳格な入場規制		入場回数制限		〇						〇

				マイナンバーカード等による本人確認		〇						〇

				入場料の賦課		〇						〇

		カジノ施設内規制		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止		〇						〇

		相談・治療につながる取組		入場者からの相談に関する支援等		〇						〇

				本人や家族の申告による入場制限		〇						〇

		基本法・基本計画等に
基づく依存症対策		相談機関（拠点）の設置				〇		△

				治療機関（拠点）の選定				〇		〇

				実態調査		〇				〇

				市民への啓発		〇		〇		〇		△

				啓発週間の取組		〇		〇		〇		△

				自助グループ等との連携				〇　		〇		△

				依存症に対する研究		〇				△		△







Sheet6

				横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

				依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

						・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

						・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

						・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

						・支援者向けの人材育成研修を実施

						〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

						〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

						〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

						＜課題＞

						・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

						・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

				神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

				依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

				及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

				治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

				機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

						　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

						　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

						　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

						　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

						＜課題＞

						・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

				横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

				計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						＜課題＞

						・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





Sheet7



		横浜市の		〇こころの健康相談センターにおける取組

		依存症対策		・依存症の基礎知識等に関する、パンフレットやＨＰによる普及啓発

				・アルコール・薬物・ギャンブル等依存症相談窓口

				・依存症者の家族を対象とした教室を実施 

				・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」の実施 

				・支援者向けの人材育成研修を実施

				〇各区福祉保健センターにおいて、精神保健福祉相談の一環として相談

				〇市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会の開催

				〇ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施

				＜課題＞

				・依存症相談拠点をセンター内に開設（令和２年３月予定）

				・基本法や基本計画の制定に伴い、取組が進み、ギャンブル等依存症に注目が集まることで依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方で、相談に対応するための体制が必要。

		神奈川県内の		〇基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

		依存症専門医療機関		・上記のうち横浜市内の専門医療機関は３か所（ギャンブル等の対象は２か所）となっている。　※は県内の治療拠点機関

		及び		病院名		所在地		ギャンブル等依存症		アルコール健康障害		薬物

		治療拠点		※神奈川県立精神医療センター		横浜市港南区		○		○		○

		機関		※北里大学病院		相模原市南区		○		○		○

				　大石クリニック		横浜市中区		○		○		○

				　神奈川病院		横浜市旭区		　　		○		　　

				　国立久里浜医療センター		横須賀市野比		○		○

				　みくるべ病院		秦野市三廻部				○		○

				＜課題＞

				・基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者を対象とした研修の強化などが求められている。

		横浜市の		〇「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

		計画		〇「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

				＜課題＞

				・依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるため、普及啓発や相談等の取組が必要。





治療体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜治療体制の確立＞ チリョウ タイセイ カクリツ

				現　状 ゲン ジョウ		基本計画等に掲げられた専門医療機関ついて、神奈川県は平成30年10月に３政令市を含め県内全域で６か所（ギャンブル等の対象は４か所）の選定を行い、この医療機関の中から治療拠点機関２か所を平成31年４月に指定し、ホームページ等で周知している。

						こころの健康相談センターにおいて以下を取組 イカ トリクミ

								・横浜版回復プログラム「ＷＡＩ－Ｙ」を実施

								・支援者向けの人材育成研修を実施

								・依存症者の家族を対象とした教室を開催（区役所でも開催）



				課　題 カ ダイ		基本計画では都道府県・政令市において専門医療機関と治療拠点機関を選定することとなっており、今後、地域において適切な治療が受けられるよう、医療従事者や支援者を対象とした研修の強化などが求められている。 シエンシャ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		依存症専門医療機関や治療拠点機関の拡充など、依存症の治療ができる医療機関を増やすために、医療従事者に対して研修等を実施する。

						医学部を持つ横浜市立大学においては、医療面で大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。

						こころの健康相談センターにおいて、支援者への人材育成研修を実施 ケンコウ ソウダン シエンシャ ジンザイ イクセイ ケンシュウ ジッシ





相談体制

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜相談体制の確立＞ ソウダン タイセイ カクリツ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）においてアルコール・薬物・ギャンブル等依存症専門相談 イゾンショウ ソウダン キョテン センモン

						各区福祉保健センターにおける精神保健福祉相談



				課題 カダイ		ギャンブル等依存症への関心が高まることによって、相談につながりやすくなる一方、相談に対応するための体制が必要。



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		相談窓口等の広報を強化し、市民に対する認知を高める。

						区福祉保健センターや関係機関に対して、依存症に関する相談対応の研修を実施する。

						民間の支援団体の活動内容を把握し、行政と民間団体が連携した支援体制の構築を目指す。

						生活困窮者支援における依存症に関わる課題について、依存症相談窓口等と連携して対応する。また、多重債務や生活困窮等の相談窓口から依存症相談窓口へ繋げる。







啓発活動

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜啓発活動の実施＞ ケイハツ カツドウ ジッシ

				現状 ゲンジョウ		こころの健康相談センター（依存症相談拠点）において、依存症の基礎知識等に関するパンフレットやＨＰ等による普及啓発 イゾンショウ ソウダン キョテン トウ

						ギャンブル等依存問題啓発週間における普及啓発活動の実施



				課題 カダイ		依存症は病気であることや、治療や支援の対象となることへの理解が十分に進んでいない中、本人や家族を適切なサポートに繋げるための普及啓発が必要。 フキュウ ケイハツ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		市民の依存症に対する理解を深めるため、リーフレットや広報よこはま、普及啓発イベント等を通じて、啓発活動を行う。

						アルコール・ギャンブル等依存症問題啓発週間などの機会を捉えて、積極的に啓発活動を実施する。

						依存症への知識の普及に向けた講演会を開催 イゾンショウ チシキ フキュウ ム コウエンカイ カイサイ







連携協力

		① 依存症への総合的な取組 イゾンショウ ソウゴウテキ トリクミ

				＜庁内連携・民間団体等の関係者との連携＞ チョウ ナイ レンケイ ミンカン ダンタイ トウ カンケイシャ レンケイ

				現状 ゲンジョウ		「横浜市中期４か年計画」において、アルコールや薬物、ギャンブル等依存症の対策として、当事者や家族からの相談体制の強化など総合的な対策を進めることとしている。

						「よこはま保健医療プラン2018」において、アルコールや薬物、ギャンブル等による依存症対策の強化を含めた「依存症対策総合支援事業」を実施するとしている。

						市精神保健福祉審議会依存症対策検討部会を開催 シ セイシン ホケン フクシ シンギカイ イゾンショウ タイサク ケントウ ブカイ カイサイ

						民間団体を対象に、依存症問題への相談対応活動や講演会、研修会などの普及啓発等の事業の実施に係る費用を補助 ミンカン ダンタイ タイショウ イゾンショウ モンダイ ソウダン タイオウ カツドウ コウエンカイ ケンシュウカイ フキュウ ケイハツ トウ ジギョウ ジッシ カカ ヒヨウ ホジョ



				課題 カダイ		行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図る必要がある。 ギョウセイ イリョウ フクシ シホウ フク カンケイ キカン ミッセツ レンケイ ハカ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		横浜市域での依存症対策の推進を目的とし、具体的な支援内容を盛り込んだ本市の取組指針となる地域支援計画を策定 ヨコハマシ イキ イゾンショウ タイサク スイシン モクテキ グタイテキ シエン ナイヨウ モ コ ホンシ トリクミ シシン チイキ シエン ケイカク サクテイ

						行政や医療、福祉、司法を含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情報や課題の共有等を目的とした「連携会議」を開催 チイキ イゾンショウ カン ジョウホウ カダイ キョウユウ トウ モクテキ レンケイ カイギ カイサイ

						引き続き、民間団体の活動に対して支援 ヒ ツヅ ミンカン ダンタイ カツドウ タイ シエン





予防教育

		② 予防教育の実施 ヨボウ キョウイク ジッシ

				現状 ゲンジョウ		児童生徒に対し、発達段階に応じた依存症対策（アルコール、薬物乱用等）の教室等が行われている。 ジドウ セイト タイ ハッタツ ダンカイ オウ イゾンショウ タイサク ヤクブツ ランヨウ トウ キョウシツ トウ オコナ



				課題 カダイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育実施に向けた準備を進める必要がある。 ジッシ ム ジュンビ スス ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		令和４年度から始まる高校の保健体育におけるギャンブル等依存症教育も含めた準備を市立高校で進めるとともに、県立高校及び私立高校を管轄する神奈川県（教育委員会など）への働きかけを進める。

						教員等へ依存症の知識の普及啓発を行う。

						インターネットゲーム障害などの新たな依存を含め、子ども・青少年に対する依存症の予防に資する普及啓発を進める。

						保護者や地域住民等へ依存症予防等の知識を提供する。





研究

		③ 事業者や研究・専門機関との研究 ジギョウシャ ケンキュウ センモン キカン ケンキュウ

				現状 ゲンジョウ		国の調査・研究結果を参考に様々な対策等を検討している。 クニ チョウサ ケンキュウ ケッカ サンコウ サマザマ タイサク トウ ケントウ



				課題 カダイ		より横浜市の実態に応じた施策とするため、本市の状況を把握し、専門機関とともに研究分析し、活用する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ オウ セ サク ホンシ ジョウキョウ ハアク センモン キカン ケンキュウ ブンセキ カツヨウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		我が国においてどのような対策が合っているか等について、事業者や研究・専門機関と共に研究を進め、より効果的な予防教育を検討する。

						国の研究結果等を分析し市内の依存症対策に活用していく。

						医学部を持つ横浜市立大学において研究面でも大きな役割を果たしてもらうように協議を進める。





実態把握

		④ 調査による実態把握 チョウサ ジッタイ ハアク

				現状 ゲンジョウ		市民3,000人を対象とした依存症実態調査を実施した。 シミン ニン タイショウ イゾンショウ ジッタイ チョウサ ジッシ



				課題 カダイ		横浜市の実態について定期的に調査を行い、取組の効果等を検証する必要がある。 ヨコハマシ ジッタイ テイキテキ チョウサ オコナ トリクミ コウカ トウ ケンショウ ヒツヨウ



				今後の方向性 コンゴ ホウコウセイ		ギャンブル等依存症を含め総合的な依存症の実態を把握できる調査手法の検討を進め、定期的に実施する。

						上記調査の実施と併せ、治療体制、相談体制、予防教育に関する事業の進捗状況を確認し、さらに事業を強化、改善するため、「エビデンスに基づく政策形成（ＥＢＰＣ）」の手法を活用する。

						依存症に至った状況や治療・回復施設に繋がるまでの状況等の調査を行う。 イゾンショウ イタ ジョウキョウ チリョウ カイフク シセツ ツナ ジョウキョウ トウ チョウサ オコナ

						依存症、自死、高校中退など、社会環境の変化に伴い多様化する青少年を取り巻く課題について調査を行う。 イゾンショウ ジシ コウコウ チュウタイ シャカイ カンキョウ ヘンカ トモナ タヨウカ セイショウネン ト マ カダイ チョウサ オコナ

						小中学生のゲーム障害・ネット依存等の実態調査を行う。 ショウチュウガクセイ ショウガイ イゾン トウ ジッタイ チョウサ オコナ





市独自

				普及啓発 フキュウ ケイハツ

				入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ

				相談 ソウダン

				協力・連携 キョウリョク レンケイ

				人材育成 ジンザイ イクセイ

				研究協力 ケンキュウ キョウリョク





IR整備法 (3)

		⑥ 横浜市が独自にＩＲ事業者に求める対策 ヨコハマシ ドクジ アイアールジギョウシャ モト タイサク

		普及啓発 フキュウ ケイハツ		施設内での掲示や冊子の配布等を通じて依存症の知識に関する普及啓発を実施すること。

		入退場管理 ニュウタイジョウ カンリ		顔認証システム等最新の技術を活用した厳密な本人確認を行い、自己排除や家族排除、入場回数制限等を確実に実施すること。

		依存症予防対策 イゾンショウ ヨボウ タイサク		依存症に関する研修等を受講した従業員によるゲーミングへののめり込む傾向がみられる入場者への声掛けや、放置されている子供等への対応を行う体制を構築すること。

		相　談 ソウ ダン		依存症に関する24時間体制による相談対応を行うこと。

		協力・連携 キョウリョク レンケイ		依存症の対策や状況について市や関係機関、民間団体への協力や連携を積極的に行うこと。

		人材育成 ジンザイ イクセイ		依存症対策の専門家の人材育成に対し協力を行うこと。

		研究協力 ケンキュウ キョウリョク		研究機関等が実施する依存症の研究に対してデータ等の提供や資金的な支援など積極的に協力すること。





		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		条　文 ジョウ ブン		内　容 ウチ カタチ

		機会の限定 キカイ ゲンテイ		第９条 ダイ ジョウ		国内のＩＲは上限３か所まで コクナイ ジョウゲン ショ

				第41条
政令第６条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		ゲーミング区域の床面積の上限はＩＲ施設の床面積の合計３％を超えない クイキ ユカメンセキ ジョウゲン シセツ ユカメンセキ ゴウケイ コ

		誘客時の規制 ユウキャク ジ キセイ		第106条
政令第15条 ダイ ジョウ セイレイ ダイ ジョウ		カジノ事業者等に関する広告物は、空港・港湾等の旅客ターミナルのうち外国人が入国手続き等を完了するまでの部分に限定 ジギョウシャ トウ カン コウコク ブツ クウコウ コウワン トウ リョキャク ガイコク ジン ニュウコク テツヅ トウ カンリョウ ブブン ゲンテイ

				第106条 ダイ ジョウ		20歳未満の者の入場、勧誘等禁止 サイ ミマン モノ ニュウジョウ カンユウ トウ キンシ

		厳格な入場規制 ゲンカク ニュウジョウ キセイ		第69条 ダイ ジョウ		日本人等の入場回数を連続する７日間で３回、28日間（24時間単位）で10回に制限 ニホンジン トウ ニュウジョウ カイスウ レンゾク ニチカン カイ ニチカン ジカン タンイ カイ セイゲン

				第70条 ダイ ジョウ		入退場時にマイナンバーカード、パスポート等による本人確認 ニュウタイジョウ ジ トウ ホンニン カクニン

				第176条
・
第177条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		入場料として、日本人等のカジノ入場者に6,000円
（国と認定都市の各3,000円：24時間単位） ニュウジョウリョウ ニホンジン トウ ニュウジョウ シャ エン クニ ニンテイ トシ カク エン ジカン タンイ

		施設内の規制 シセツ ナイ キセイ		第85条・第86条 ダイ ジョウ ダイ ジョウ		日本人等に対し、特定資金貸付業務の規制 ニホンジン トウ タイ トクテイ シキン カシツケ ギョウム キセイ

				第94条一ヘ ダイ ジョウ イチ		カジノ内へのＡＴＭの設置禁止 ナイ セッチ キンシ

		相談・治療に
つなげる取組 ソウダン チリョウ トリクミ		第68条 ダイ ジョウ		本人が申告することによる入場制限
（自己排除プログラム） ホンニン シンコク ニュウジョウ セイゲン ジコ ハイジョ

						本人以外の家族が申告することによる入場制限
（家族排除プログラム） ホンニン イガイ カゾク シンコク ニュウジョウ セイゲン カゾク ハイジョ

						入場者からの相談や判断の支援に関する体制整備 ニュウジョウ シャ ソウダン ハンダン シエン カン タイセイ セイビ





海外IR (2)

		国　等 クニ トウ		内　容 ウチ カタチ

		シンガポール		2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。

				政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定。
結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

		韓国 カンコク		1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ



		マカオ		1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

				2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。
調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

		ネバダ州
（ラスベガス） シュウ		1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

				事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

		ニュージャージー州 シュウ		人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ









海外IR

				シンガポール

				2005年にカジノ解禁を決定。2010年にホテルや商業施設を備えたＩR２か所が開業。 ネン カイキン ケッテイ ネン ショウギョウ シセツ ソナ ショ カイギョウ

						政府は閣議決定するに当たって、国全体を挙げてギャンブル依存症対策に取り組むことを決定した。結果として、シンガポールのギャンブル依存症対策は、他国・地域と比較して充実した内容となっていると考えられる。

				韓国 カンコク

				1967年に初の外国人専用カジノが開設。現在はソウルや済州島など17か所ある。うち韓国人が入れる唯一のカジノ江原ランドは2000年に開業。 ネン ハツ ガイコク ジン センヨウ カイセツ ゲンザイ サイシュウトウ ショ カンコク ジン ハイ ユイイツ エハラ ネン カイギョウ

				マカオ

				1847年に賭博を合法化。2001年に独占状態だったカジノ経営権が開放され、翌年国際入札を実施。2016年時点で６社が38か所のカジノを運営。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ドクセン ジョウタイ ケイエイケン カイホウ ヨクネン コクサイ ニュウサツ ジッシ ネン ジテン シャ ショ ウンエイ

						2001年にカジノ運営権の制限が開放され、急激にカジノ産業が拡大し、ギャンブル依存症対策が本格的に開始された。調査・研究、対策センターの設立、市民及びゲーミング産業に従事する従業員への啓発活動等が実施されている。

				ネバダ州（ラスベガス） シュウ

				1869年に賭博を合法化。1970年代後半から80年代前半にかけて業界の浄化が進展し、大規模なリゾート施設が立ち並ぶ現在のラスベガスにつながる。 ネン トバク ゴウホウカ ネン ダイ コウハン ネン ダイ ゼンハン ギョウカイ ジョウカ シンテン ダイキボ シセツ タ ナラ ゲンザイ

						事業者間の自由競争を重視するため、入場料制度や自己排除プログラム等の需要抑止に繋がる法規制はあまり導入されておらず、カジノ運営事業者による責任あるゲーミング活動、カジノ運営事業者より支援を受けた民間団体による取組がギャンブル依存症対策の中心となっている。

				ニュージャージー州 シュウ

				人口減少や高齢化が課題となる中、1977年に観光地としての再開発を目的としてカジノを合法化。近年は競争激化等の影響を受けて、収益が悪化。ホテルの閉鎖が相次いだ。 ジンコウ ゲンショウ コウレイカ カダイ ナカ ネン カンコウチ サイカイハツ モクテキ ゴウホウカ キンネン キョウソウ ゲキカ トウ エイキョウ ウ シュウエキ アッカ ヘイサ アイツ





Sheet3

		項　目 コウ メ				内　容 ウチ カタチ

		予防等 ヨボウ トウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

				入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

						入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

				金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

				従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

						責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

		相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

				その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

		治療 チリョウ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				予防研究 ヨボウ ケンキュウ		シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

		実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン

		研究機関 ケンキュウ キカン				ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

		教育啓発 キョウイク ケイハツ		市民 シミン		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

		社会連携 シャカイ レンケイ		地域社会 チイキ シャカイ		地域社会と事業者間での意見交換、責任あるゲーミングへの理解促進のための取組を実施

				民間・行政 ミンカン ギョウセイ		ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）
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				項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

				教育の振興 キョウイク シンコウ		マカオでは「責任あるゲーミング週間」としてマカオ博彩監察協調局・社会工作局・マカオ大学の３者が主催する、市民やゲーミング産業従業員に対する啓発活動を実施

						シンガポールのＮＰＯ団体による問題ギャンブルに係る公衆教育及び啓発の実施

				依存症の予防 イゾンショウ ヨボウ		広告制限 コウコク セイゲン		カジノを主体とする広告・宣伝を禁止 シュタイ コウコク センデン キンシ

						入場制限・管理 ニュウジョウ セイゲン カンリ		未成年のカジノ施設への入場禁止 ミセイネン シセツ ニュウジョウ キンシ

								入場排除申請（本人、家族）のあったものをカジノ施設から排除 ニュウジョウ ハイジョ シンセイ ホンニン カゾク シセツ ハイジョ

						金銭入手の制限 キンセン ニュウシュ セイゲン		カジノ施設内のＡＴＭ設置の禁止 シセツ ナイ セッチ キンシ

						従業員教育 ジュウギョウイン キョウイク		カジノ顧客と直接接する全従業員に対して、ギャンブル依存症に係る研修の実施 コキャク チョクセツ セッ ゼン ジュウギョウイン タイ イゾンショウ カカ ケンシュウ ジッシ

								責任あるゲーミングアンバサダーを配置し、ギャンブル依存症の兆候がある顧客に対して、助言・支援を実施 セキニン ハイチ イゾンショウ チョウコウ コキャク タイ ジョゲン シエン ジッシ

				医療提供体制 イリョウ テイキョウ タイセイ		専門医療機関 センモン イリョウ キカン		ネバダ大学ラスベガス校の教育・臨床学教授兼公認問題ギャンブルカウンセラーによる治療の実施 ダイガク コウ キョウイク リンショウ ガク キョウジュ ケン コウニン モンダイ チリョウ ジッシ

				相談支援 ソウダン シエン		専門相談 センモン ソウダン		24時間無料ヘルプラインを提供

						その他 タ		ギャンブル依存症者のためのマネジメントプログラム提供
（無料カウンセリング及びグループセラピー）

				社会復帰の支援 シャカイ フッキ シエン

				民間団体の支援 ミンカン ダンタイ シエン

				連携協力体制の整備 レンケイ キョウリョク タイセイ セイビ				地域社会と事業者間での意見交換、責任あるギャンブリングへの理解促進のための取組を実施

								ネバダ州問題ギャンブル協議会を設置（民間企業からの資金及び州政府からの補助金で運営）

				人材の確保 ジンザイ カクホ

				調査研究の推進 チョウサ ケンキュウ スイシン				シンガポールの問題ギャンブル国家評議会（ＮＣＰＧ）、国家依存症管理機構（ＮＡＭＳ）で実施 モンダイ コッカ ヒョウギカイ コッカ イゾンショウ カンリ キコウ ジッシ

								ネバダ大学では、教育学部・心理学部の教員・学生向けにメンタルヘルス等に関する教育・研修・研究を目的としたクリニックを設置

				実態調査 ジッタイ チョウサ				ギャンブル等依存症の有病者調査を実施（３年ごと） トウ イゾンショウ ユウビョウシャ チョウサ ジッシ ネン
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＜その他のギャンブル等依存症問題の状況＞


精神保健福祉保健センター、保健所における相談件数（H29）


4,843件（精神保健福祉センター3,370件、保健所1,473件）


借金の問題に関する相談のうちギャンブル等の関連する相談


535件/26,387件　「全国消費生活情報ネットワークシステム」（H29）


多重債務に関する相談のうちきっかけが「ギャンブル等」であると判明した件数


323件/5,299件　「財務省財務局・財務支局」（H29）


828件/29,861件　「地方公共団体」（H29）


刑法犯のうち、ぱちんこ又はギャンブルをすることへの欲求


2,570件/316,412件　「警察庁」（H29）


保護観察者のうち依存症対象者


1,296名/28,035名　「法務省」（H29）
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（４）-3 治安対策などの懸念事項

ＩＲ整備法は、犯罪の発生の予防、善良な風俗及び清浄な風俗環境の保持、青少年の健全育
成、カジノ施設に入場した者がカジノ施設を利用したことに伴い受ける悪影響の防止等につい
て必要な施策を策定し実施することを、国及び地方公共団体の責務として定めており、また、
暴力団等反社会的勢力の排除やマネー・ローンダリング対策について、ＩＲ事業者に厳格な規
制を課しています。

横浜市もこれに基づき、ＩＲ事業者、県警察等関係機関と連携して、様々な懸念事項への取
組を着実に実施します。また、観光客のグローバル化に伴い、感染症のリスクが高まることか
ら、国、県、事業者等と調整するとともに、対応策を検討していきます。

① ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策

Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/3）
条文 内　容

国の責務 ３条

① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他の
カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影
響の排除を適切に行うための必要な施策を
策定・実施

地方公共団体の責務 ４条

国との適切な役割分担の下、区域の実情に
応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有
害な影響の排除を適切に行うために必要な
施策及び措置の策定・実施

６条 実施方針

９条 区域整備計画

13条 実施協定

カジノ行為時のチップ以外の使用禁止
チップ交付の支払い手段の限定

特定金融業務に関する規制 76～79条
帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出
等

犯罪収益移転防止規程 56条 犯罪収益移転防止規程の整備
従業員に対する教育訓練の実施、統括管理
及び監査体制等の整備
チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等
チップの交付等取引で一定金額を超える現
金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理
委員会に届出（政令の定めで100万円以
上）
通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに
国家公安委員会に通知

項　目

109条取引の届出

組織犯罪対策
（犯罪収益対策）

カジノ施設の設置及び運営に伴
う有害な影響の排除を適切に行
うために必要な施策及び措置の
策定

総　論

73条チップの取扱い

103条
～

105条

犯罪による収益の移転防止のた
めの措置

74


IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出（政令の定めで100万円以上） コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ セイレイ サダ マンエン イジョウ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ
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		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保







Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/3）
条文 内　容

禁固以上の刑の執行後、５年以内の者

賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年
を経過しない者
アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒
剤の中毒者
暴力団員、脱退後５年を経過しない者
機器の保守管理、債券取立てなど特定の業
務以外の委託禁止
委託業務の適正執行の確保

契約締結上の規制
94条～
102条

契約締結相手方の制限、契約の認可、届出

カジノ施設への入場・滞在の規
制及びカジノ行為の禁止

69条
112条
173条
174条

カジノ事業者への規制、本人への規制、利
用禁止の表示

入退場時の本人確認等 70条 入退場時の厳正な本人確認
入場禁止対象者の施設利用防止
のための措置

71条
対象者を発見するための措置、退去させる
ための措置

入場規制等遵守のための措置 72条
従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管
理者、監査者選任

取り立て行為の規制 88条
人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する
行動の禁止
ディーラー、会計、特定金融業務、監視、
警備、機器の保守管理、内部監査、財務、
顧客管理、統括管理者など、確認を受けた
者のみ従業可
特定金融業務に関する規制
帳簿書類の作成保存
報告書の作成提出等

特定カジノ業務以外のカジノ業
務やカジノ行為区域内歓談業務
への従事者の制限

121条
～

122条

十分な社会的信用を有しない者、禁固以上
の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員
等の従事禁止

犯罪抑止対策
特定カジノ業務への従事者の確
認必須、不適格者の従業禁止

114条
～

120条

項　目

暴力団等反社会的
勢力対策

カジノ事業への参入規制 41条

業務委託に関する規定 93条
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IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















IR整備法 (2)

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		41条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱退後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッタイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ
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		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保







Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/3）
条文 内　容

犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な
地域環境の保持、その他秩序の維持を図る
ため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁
止又は制限
カジノ施設及びその周辺における監視及び
警備の実施
的確に実施するための措置（従業員教育、
行為準則の作成、統括管理者及び監査人の
選任）
善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するお
それのある表示又は広告の禁止
ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止
広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員
教育、行為準則作成、統括管理者及び監査
人の選任）
内容、経済的価値、提供方法が、善良の風
俗を害するおそれのあるものに該当しない
ようにしなければならない
チップとの交換時の記録作成
記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連
業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理
そのために必要な措置（従業員教育、行為
準則作成、統括管理者及び監査人の選任）
チップとの交換時の記録作成

入場規制、カジノ行為の禁止

69条
112条
173条
174条

20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の
禁止

広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の
表示
広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響
への配慮
広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員
教育、行為準則作成、統括管理者及び監査
人の選任）

ＩＲ施設周辺の交
通問題対策

国の責務 ３条

国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実
現するためのＩＲ区域の整備の推進に関す
る施策（交通環境の改善その他関連施策を
含む）を策定し実施

青少年対策

広告・勧誘の規制
106条

～
107条

地域風俗環境の悪
化防止対策

広告及び勧誘の規制
106条

～
107条

カジノ行為関連景品の規制 108条

来日外国人の増加
や来場客への対応

苦情の処理のための措置 111条

項　目

犯罪抑止対策
カジノ施設及びその周辺におけ
る秩序維持のための措置

110条
112条
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IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















IR整備法 (2)

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺における秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































Sheet1

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保







国は、内閣府の外局として、令和２年１月にカジノ管理委員会を設置しました。

②カジノ管理委員会の設置

項目 条文 内　容
任　務 214条 カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること

所掌事務 215条
カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、
カジノ施設の適正な利用

職権行使
の独立性

216条 委員長及び委員は独立してその職権を行使

組　織 217条 委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命

カジノ管理委員会は、世界最高水準のカジノ規制を行うことにより、クリーンな
カジノ・ＩＲ事業を実現する中核的な役割を担う機関です。

① カジノ規制制度の企画立案等
② 免許等による参入規制
③ カジノ事業活動の規制
④ ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保
⑤ カジノ施設・機器等の規制
⑥ 懸念への対応
⑦ 納付金等の徴収等
⑧ 国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明
⑨ 国際連携

カジノ管理委員会が担う基本的機能
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IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































Sheet1

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保






IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































Sheet1

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保







③ 国・地方公共団体・ＩＲ事業者の役割

国・地方公共団体・ＩＲ事業者の役割
実施主体

自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備
地域風俗環境維持に向けた努力

必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を
適切に行うために必要な施策の策定及び実施

国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に
伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施

地方公共団体

ＩＲ事業者

地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施

ＩＲ整備法等法令の遵守

国

犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自
主的な取組み

カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止

主な役割
治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督
犯罪の発生の予防
善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持
青少年の健全育成
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IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（4/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ

		内閣府の外局として、令和２年１月カジノ管理委員会を設置。 レイワ ネン ガツ

		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













役割分担

		国・地方公共団体・ＩＲ事業者の役割 クニ チホウ コウキョウ ダンタイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































Sheet1

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保







④想定される取組
市は、県、県警察、ＩＲ事業者と情報共有・連携し、様々な懸念事項について未然防止

の取組を強化するとともに、訪日外国人に対する多言語案内表示等、行政サービスを強化
します。

また、ＩＲ施設周辺のスマートな交通環境を確保するため、路線バス等公共輸送やアク
セス道路を整備してまいります。

ＩＲ事業者に求める対策
項　目 内　容

事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備
事案発生時における迅速かつ適切な対応
暴力団等反社会的勢力の排除対策の徹底
防犯環境の整備、適切な防犯カメラの設置
ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化
区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、24時間体制
の徹底した巡回実施
自動検知システム等が導入された高性能カメラ等、最先端のICT技術等を活用
した機械警備
サイバーセキュリティ対策の強化、推進
様々な警察活動を支援する施設・体制の整備
様々な言語に対応するスタッフの配置
来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置
外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活等の指導
車両誘導員の配置
需要に見合った駐車場の確保
敷地内道路の整備

青少年対策 青少年や防犯対策に配慮した施設の設計

来日外国人へ
の対応

交通対策

犯罪防止対策

【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める主な対策
項　目 条文 内　容

71条 入場禁止対象者のカジノ施設の利用防止のための措置
70条 入場時における個人番号カード等による本人確認の徹底

青少年対策
69条
106条
107条

青少年のカジノ入場規制、勧誘等禁止の徹底

マネー・ローンダ
リング対策

103条
109条

取引記録時確認・取引記録の作成・保存、疑わしい取引の届出等、法令に
即したマネー・ローンダリング対策等の実施

苦情処理 111条 適切かつ迅速な苦情の処理、従業員教育の実施

入場管理
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IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/３） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















IR整備法 (2)

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































原案

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保





想定取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ





















		実施主体 ジッシ オモ カラダ		内　容 ウチ カタチ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				事案発生時における迅速かつ適切な対応

				暴力団等反社会的勢力の排除対策の徹底 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ タイサク テッテイ

				防犯環境の整備、適切な防犯カメラの設置 ボウハン カンキョウ セイビ テキセツ ボウハン セッチ

				ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、24時間体制の徹底した巡回実施 ジカン タイセイ テッテイ ジュンカイ ジッシ

				自動検知システム等が導入された高性能カメラ等、最先端のICT技術等を活用した機械警備 トウ

				サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				様々な言語に対応するスタッフの配置

				来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活等の指導 トウ

				様々な警察活動を支援する施設・体制の整備 サマザマ

				車両誘導員の配置

				需要に見合った駐車場の確保

				敷地内道路の整備 シキチ ナイ ドウロ セイビ

				青少年や防犯対策に配慮した施設の設計 ボウハン

				路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

		市 シ		市、県、県警察、ＩＲ事業者との情報共有、連携 シ ケン ケン ケイサツ ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				様々な懸念事項に対する未然防止への取組強化 サマザマ ケネン ジコウ タイ ミゼン ボウシ トリクミ キョウカ

				多言語案内表示等行政サービスの強化 タゲンゴ アンナイ ヒョウジトウ ギョウセイ キョウカ







想定取組 (2)







		ＩＲ事業者に求める対策 ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

		犯罪防止対策 ハンザイ ボウシ タイサク		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				事案発生時における迅速かつ適切な対応

				暴力団等反社会的勢力の排除対策の徹底 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ タイサク テッテイ

				防犯環境の整備、適切な防犯カメラの設置 ボウハン カンキョウ セイビ テキセツ ボウハン セッチ

				ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、24時間体制の徹底した巡回実施 ジカン タイセイ テッテイ ジュンカイ ジッシ

				自動検知システム等が導入された高性能カメラ等、最先端のICT技術等を活用した機械警備 トウ

				サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				様々な警察活動を支援する施設・体制の整備 サマザマ

		来日外国人への対応 ライニチ ガイコク ジン タイオウ		様々な言語に対応するスタッフの配置

				来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活等の指導 トウ

		交通対策 コウツウ タイサク		車両誘導員の配置

				需要に見合った駐車場の確保

				敷地内道路の整備 シキチ ナイ ドウロ セイビ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		青少年や防犯対策に配慮した施設の設計 ボウハン





ＩＲ整備法治安

		想定される取組み ソウテイ トリクミ



		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める主な対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト オモ タイサク

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		入場管理 ニュウジョウ カンリ		71条 ジョウ		入場禁止対象者のカジノ施設の利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ

				70条 ジョウ		入場時における個人番号カード等による本人確認の徹底 ニュウジョウ トキ コジン バンゴウ トウ ホンニン カクニン テッテイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		69条
106条
107条 ジョウ ジョウ ジョウ		青少年のカジノ入場規制、勧誘等禁止の徹底 セイショウネン ニュウジョウ キセイ カンユウ トウ キンシ テッテイ

		マネーローンダリング対策 タイサク		109条 ジョウ		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		苦情処理 クジョウ ショリ		111条 ジョウ		適切かつ迅速な苦情の処理、従業員教育の実施 テキセツ ジンソク クジョウ ショリ ジュウギョウイン キョウイク ジッシ
























IR整備法

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/3） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/３） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















IR整備法 (2)

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（1/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		総　論 ソウ ロン		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		① 犯罪の発生の予防
② 善良の風俗及び清浄な風俗環境の保持
③ 青少年の健全育成
④ カジノ利用者が受ける悪影響の防止
①～④のために必要な体制整備、その他のカジノ施設の設置及び運恵右に伴う有害な影響の排除を適切に行うための必要な施策を策定・実施 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ セッチ オヨ ウン エウ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ ジッシ

				地方公共団体の責務 チホウ コウキョウ ダンタイ セキム		４条 ジョウ		国との適切な役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定・実施 クニ テキセツ ヤクワリ ブンタン モト クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク オヨ ソチ サクテイ ジッシ

				カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策及び措置の策定		６条 ジョウ		実施方針 ジッシ ホウシン

						９条 ジョウ		区域整備計画 クイキ セイビ ケイカク

						13条 ジョウ		実施協定 ジッシ キョウテイ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		チップの取扱い トリアツカ		73条 ジョウ		カジノ行為時のチップ以外の使用禁止 コウイ ジ イガイ シヨウ キンシ

								チップ交付の支払い手段の限定 コウフ シハラ シュダン ゲンテイ

				特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ		76～79条 ジョウ		帳簿書類の作成保存、報告書の作成提出　等 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				犯罪収益移転防止規程		56条 ジョウ		犯罪収益移転防止規程の整備 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ キテイ セイビ

				犯罪による収益の移転防止のための措置 ハンザイ シュウエキ イテン ボウシ ソチ		103条
～
105条 ジョウ ジョウ		従業員に対する教育訓練の実施、統括管理及び監査体制等の整備 ジュウギョウイン タイ キョウイク クンレン ジッシ トウカツ カンリ オヨ カンサ タイセイ トウ セイビ

								チップの譲渡等の防止のための措置、
チップの譲渡等の禁止の表示　等 ジョウト トウ ボウシ ソチ ジョウト トウ キンシ ヒョウジ トウ

				取引の届出 トリヒキ トド デ		109条 ジョウ		チップの交付等取引で一定金額を超える現金の支払を行った際は遅滞なくカジノ管理委員会に届出 コウフ トウ トリヒキ イッテイ キンガク コ ゲンキン シハラ オコナ サイ チタイ カンリ イインカイ トドケデ

								通知を受けたカジノ管理委員会は速やかに国家公安委員会に通知 ツウチ ウ カンリ イインカイ スミ コッカ コウアン イインカイ ツウチ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（2/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		カジノ事業への参入規制 ジギョウ サンニュウ キセイ		40条 ジョウ		禁固以上の刑の執行後、５年以内の者 キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン イナイ モノ

								賭博罪他の罪による罰金刑の執行後、５年を経過しない者 トバク ザイ タ ツミ バッキンケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ

								アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者 マヤク タイマ マタ カクセイザイ チュウドクシャ

								暴力団員、脱会後５年を経過しない者 ボウリョク ダンイン ダッカイ ゴ ネン ケイカ モノ

				業務委託に関する規定 ギョウム イタク カン キテイ		93条 ジョウ		機器の保守管理、債券取立てなど特定の業務以外の委託禁止 キキ ホシュ カンリ サイケン トリタ トクテイ ギョウム イガイ イタク キンシ

								委託業務の適正執行の確保 イタク ギョウム テキセイ シッコウ カクホ

				契約締結上の規制 ケイヤク テイケツ ジョウ キセイ		94条～102条 ジョウ ジョウ		契約締結相手方の制限、契約の認可、届出 ケイヤク テイケツ アイテガタ セイゲン ケイヤク ニンカ トドケデ

				カジノ施設への入場・滞在の規制及びカジノ行為の禁止 シセツ ニュウジョウ タイザイ キセイ オヨ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		カジノ事業者への規制、本人への規制、利用禁止の表示 ジギョウシャ キセイ ホンニン キセイ リヨウ キンシ ヒョウジ

				入退場時の本人確認等 ニュウタイジョウ ジ ホンニン カクニン トウ		70条 ジョウ		入退場時の厳正な本人確認 ニュウタイジョウ ジ ゲンセイ ホンニン カクニン

				入場禁止対象者の施設利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ		71条 ジョウ		対象者を発見するための措置、退去させるための措置 タイショウシャ ハッケン ソチ タイキョ ソチ

				入場規制等遵守のための措置 ニュウジョウ キセイ トウ ジュンシュ ソチ		72条 ジョウ		従業員教育訓練、行為準則の作成、統括管理者、監査者選任 ジュウギョウイン キョウイク クンレン コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ カンサ シャ センニン

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		取り立て行為の規制 ト タ コウイ キセイ		88条 ジョウ		人を威迫し、私生活や業務の平穏を害する行動の禁止 ヒト イ シセイカツ ギョウム ヘイオン ガイ コウドウ キンシ

				特定カジノ業務への従事者の確認必須、不適格者の従業禁止 トクテイ ギョウム ジュウジシャ カクニン ヒッス フテキカク シャ ジュウギョウ キンシ		114条
～
120条 ジョウ ジョウ		ディーラー、会計、特定金融業務、監視、警備、機器の保守管理、内部監査、財務、顧客管理、統括管理者など、確認を受けた者のみ従業可 カイケイ トクテイ キンユウ ギョウム カンシ ケイビ キキ ホシュ カンリ ナイブ カンサ ザイム コキャク カンリ トウカツ カンリ シャ カクニン ウ モノ ジュウギョウ カ

								特定金融業務に関する規制 トクテイ キンユウ ギョウム カン キセイ

								帳簿書類の作成保存 チョウボ ショルイ サクセイ ホゾン

								報告書の作成提出等 ホウコクショ サクセイ テイシュツ トウ

				特定カジノ業務以外のカジノ業務やカジノ行為区域内歓談業務への従事者の制限 トクテイ ギョウム イガイ ギョウム コウイ クイキ ナイ カンダン ギョウム ジュウジシャ セイゲン		121条
～
122条 ジョウ ジョウ		十分な社会的信用を有しない者、禁固以上の刑執行後５年を経過しない者、暴力団員等の従事禁止 ジュウブン シャカイテキ シンヨウ ユウ モノ キンコ イジョウ ケイ シッコウ ゴ ネン ケイカ モノ ボウリョク ダンイン トウ ジュウジ キンシ

		Ⅰ　ＩＲ整備法における治安、その他懸念事項対策（3/4） セイビホウ チアン タ ケネン ジコウ タイサク

		項　目 コウ メ				条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		犯罪抑止対策		カジノ施設及びその周辺におけ秩序維持のための措置 シセツ オヨ シュウヘン チツジョ イジ ソチ		110条
112条 ジョウ ジョウ		犯罪の発生の予防、善良の風俗及び清浄な地域環境の保持、その他秩序の維持を図るため、不適切な者のカジノ施設の利用の禁止又は制限 ハンザイ ハッセイ ヨボウ ゼンリョウ フウゾク オヨ セイジョウ チイキ カンキョウ ホジ タ チツジョ イジ ハカ フテキセツ モノ シセツ リヨウ キンシ マタ セイゲン

								カジノ施設及びその周辺における監視及び警備の実施 シセツ オヨ シュウヘン カンシ オヨ ケイビ ジッシ

								的確に実施するための措置（従業員教育、行為準則の作成、統括管理者及び監査人の選任） テキカク ジッシ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		地域風俗環境の悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		広告及び勧誘の規制 コウコク オヨ カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		善良の風俗又は清浄な風俗環境を害するおそれのある表示又は広告の禁止 ゼンリョウ フウゾク マタ セイジョウ フウゾク カンキョウ ガイ ヒョウジ マタ コウコク キンシ

								ＩＲ区域外でのビラ等の頒布禁止 クイキ ガイ トウ ハンプ キンシ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

				カジノ行為関連景品の規制 コウイ カンレン ケイヒン キセイ		108条 ジョウ		内容、経済的価値、提供方法が、善良の風俗を害するおそれのあるものに該当しないようにしなければならない ナイヨウ ケイザイテキ カチ テイキョウ ホウホウ ゼンリョウ フウゾク ガイ ガイトウ

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		苦情の処理のための措置 クジョウ ショリ ソチ		111条 ジョウ		記録の作成保存のほかカジノ業務又は関連業務に関する苦情の適切かつ迅速な処理 キロク サクセイ ホゾン ギョウム マタ カンレン ギョウム カン クジョウ テキセツ ジンソク ショリ

								そのために必要な措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） ヒツヨウ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

								チップとの交換時の記録作成 コウカン ジ キロク サクセイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		入場規制、カジノ行為の禁止 ニュウジョウ キセイ コウイ キンシ		69条
112条
173条
174条 ジョウ ジョウ ジョウ ジョウ		20歳未満の者の入場規制及びカジノ行為の禁止

				広告・勧誘の規制 コウコク カンユウ キセイ		106条
～
107条 ジョウ ジョウ		広告・勧誘時の20歳未満の者の入場禁止の表示 コウコク カンユウ ジ サイミマン モノ ニュウジョウ キンシ ヒョウジ

								広告・勧誘時の20歳未満の者に対する影響への配慮 コウコク カンユウ ジ タイ エイキョウ ハイリョ

								広告・勧誘規制遵守のための措置（従業員教育、行為準則作成、統括管理者及び監査人の選任） コウコク カンユウ キセイ ジュンシュ ソチ ジュウギョウイン キョウイク コウイ ジュンソク サクセイ トウカツ カンリ シャ オヨ カンサ ニン センニン

		ＩＲ施設周辺の交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		国の責務 クニ セキム		３条 ジョウ		国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するためのＩＲ区域の整備の推進に関する施策（交通環境の改善その他関連施策を含む）を策定し実施 コクサイ キョウソウリョク タカ ミリョク タイザイガタ カンコウ ジツゲン クイキ セイビ スイシン カン セ サク コウツウ カンキョウ カイゼン タ カンレン セ サク フク サクテイ ジッシ















カジノ管理委員会

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





		カジノ事業者等に対する監査、報告の徴収及び立入検査、公務所等への照会・調査の委託、監督処分等を行う。 ジギョウシャ トウ タイ カンサ ホウコク チョウシュウ オヨ タチイリ ケンサ コウム トコロ トウ ショウカイ チョウサ イタク カントク ショブン トウ オコナ













カジノ管理委員会 (2)

		Ⅱ　カジノ管理委員会の設置 カンリ イインカイ セッチ



		項目 コウモク		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		任　務 ニン ツトム		214条 ジョウ		カジノの設置及び運営に関する秩序の維持及び安全の確保を図ること セッチ オヨ ウンエイ カン チツジョ イジ オヨ アンゼン カクホ ハカ

		所掌事務 ショショウ ジム		215条 ジョウ		カジノ事業・カジノ施設供用事業・カジノ関連機器等製造業等の監督、カジノ施設の適正な利用 ジギョウ シセツ キョウヨウ ジギョウ カンレン キキ トウ セイゾウギョウ トウ カントク シセツ テキセイ リヨウ

		職権行使の独立性 ショッケン コウシ ドクリツセイ		216条 ジョウ		委員長及び委員は独立してその職権を行使 イイン ドクリツ ショッケン コウシ

		組　織 グミ オリ		217条 ジョウ		委員長及び４名の委員は両議院の同意を得て、内閣総理大臣が任命





				カジノ管理委員会が担う基本的機能 カンリ イインカイ ニナ キホンテキ キノウ

				①		カジノ規制制度の企画立案等 キセイ セイド キカク リツアン トウ

				②		免許等による参入規制 メンキョ トウ サンニュウ キセイ

				③		カジノ事業活動の規制 ジギョウ カツドウ キセイ

				④		ＩＲ事業に関する規制の執行及びその廉潔性の確保 ジギョウ カン キセイ シッコウ オヨ レンケツセイ カクホ

				⑤		カジノ施設・機器等の規制 シセツ キキ トウ キセイ

				⑥		懸念への対応 ケネン タイオウ

				⑦		納付金等の徴収等 ノウフキン トウ チョウシュウ トウ

				⑧		国民・利用者の声・違反行為の端緒の把握、国民への説明 コクミン リヨウシャ コエ イハン コウイ タンチョ ハアク コクミン セツメイ

				⑨		国際連携 コクサイ レンケイ





役割分担

		国・自治体（市、県警）・ＩＲ事業者の役割 クニ ジチタイ シ ケンケイ ジギョウシャ ヤクワリ

		実施主体 ジッシ シュタイ		主な役割 オモ ヤクワリ

		国 クニ		治安の確保及び地域の善良な風俗環境保持のための規制・監督 チアン カクホ オヨ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ キセイ カントク

				犯罪の発生の予防 ハンザイ ハッセイ ヨボウ

				善良の風俗並びに清浄な風俗環境の保持 ゼンリョウ フウゾク ナラ セイジョウ フウゾク カンキョウ ホジ

				青少年の健全育成 セイショウネン ケンゼン イクセイ

				カジノ入場者が施設利用に伴い受ける悪影響の防止 ニュウジョウ シャ シセツ リヨウ トモナ ウ アクエイキョウ ボウシ

				必要な体制整備その他のカジノ施設及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うために必要な施策の策定及び実施 ヒツヨウ タイセイ セイビ タ シセツ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ テキセツ オコナ ヒツヨウ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		地域の実情に応じた治安・地域風俗環境対策の実施 チイキ ジツジョウ オウ チアン チイキ フウゾク カンキョウ タイサク ジッシ

				国との役割分担の下、区域の実情に応じ、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除の施策を策定及び実施 クイキ ジツジョウ オウ シセツ セッチ オヨ ウンエイ トモナ ユウガイ エイキョウ ハイジョ セ サク サクテイ オヨ ジッシ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		犯罪の未然防止や地域の善良な風俗環境保持のための法令の遵守及び自主的な取組み ハンザイ ミゼン ボウシ チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ホジ ホウレイ ジュンシュ オヨ ジシュテキ トリク

				ＩＲ整備法等法令の遵守 セイビホウ トウ ホウレイ ジュンシュ

				自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				地域風俗環境維持に向けた努力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ドリョク







想定される取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		総　論 ソウ ロン		・		地域の善良な風俗環境のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾク カンキョウ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		山下ふ頭における警察署等、警察施設の設置 ヤマシタ トウ ケイサツショ トウ ケイサツ シセツ セッチ		・		自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジシュテキ ボウハン タイサク オヨ ジシュ ケイビ テッテイ タイセイ セイビ

				・		防犯、警備体制についてのＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ アイアールジギョウシャ シドウ		・		治安確保のための厳正な取締り チアン カクホ ゲンセイ トリシマ		・		自治体・警察との情報共有 ジチタイ ケイサツ ジョウホウ キョウユウ

								・		地域の善良な風俗環境の保持のための行政的措置及び取締り チイキ ゼンリョウ フウゾクカンキョウ ホジ ギョウセイテキ ソチ オヨ トリシマ		・		地域風俗環境維持に向けた警察への協力 チイキ フウゾク カンキョウ イジ ム ケイサツ キョウリョク

								・		防犯、警備体制等についてＩＲ事業者への指導 ボウハン ケイビ タイセイ トウ アイアールジギョウシャヘノシドウ		・		事案発生時における迅速かつ適切な対応 ジアン ハッセイ ジ ジンソク テキセツ タイオウ

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		ＩＲ事業者との情報共有の徹底 ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ テッテイ		・		マネー・ローンダリング、事業介入への対策等、犯罪収益対策の推進 ジギョウ カイニュウ タイサク トウ ハンザイ シュウエキ タイサク スイシン		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 トリヒキ キロク サクセイ ホゾン ウタガ トリヒキ ホウコク トウ ホウレイ ソク タイサク トウ ジッシ

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ		・		暴力団等反社会的勢力に対する取締り及び排除対策の推進 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイ トリシマ オヨ ハイジョ タイサク スイシン		・		本人確認及び入場規制の徹底等、法令に即した暴力団員等排除対策の実施 ホンニン カクニン オヨ ニュウジョウ キセイ テッテイ トウ ホウレイ ソク ボウリョク ダンイン トウ ハイジョ タイサク ジッシ

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等 ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ		・		各種国際テロ対策（情報収集・警戒警備・国際海空港対策等）の推進 カクシュ コクサイ タイサク ジョウホウ シュウシュウ ケイカイ ケイビ コクサイ ウミ クウコウ タイサク トウ スイシン		・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化 ダイキボ カイサイ ジ トウ ジシュ ケイビ キョウカ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		発生する犯罪に対する適切な対応 ハッセイ ハンザイ タイ テキセツ タイオウ		・		区域内のどの場所にいても迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置 クイキ ナイ バショ ジンソク テキセツ タイオウ ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ		・		防犯環境に係る対策の推進 ボウハン カンキョウ カカ タイサク スイシン		・		最先端のICT技術等を活用した機械警備 サイセンタン ギジュツ トウ カツヨウ キカイ ケイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		警備業者対策の推進 ケイビ ギョウシャ タイサク スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		サイバーセキュリティ対策の強化 タイサク キョウカ		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン		・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

								・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン		・		サイバーセキュリティ対策の推進 タイサク スイシン

		課　題 カ ダイ		市 シ				県　警 ケン ケイ				ＩＲ事業者 アイアールジギョウシャ

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		巡回の実施 ジュンカイ ジッシ		・		ＩＲ施設及び周辺における地域活動の推進 シセツ オヨ シュウヘン チイキ カツドウ スイシン		・		民間警備員の配置 ミンカン ケイビイン ハイチ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ		・		風俗関係事犯等に対する取締りの推進 フウゾク カンケイ ジハン トウ タイ トリシマ スイシン		・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置 ジドウ ケンチ トウ ドウニュウ コウセイノウ セッチ

				・		地域連絡協議会の設置（市、県警、ＩＲ事業者等） チイキ レンラク キョウギカイ セッチ シ ケンケイ アイアールジギョウシャ トウ						・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底 イホウ フウゾク エイギョウ トウ タイ ハイジョ タイサク テッテイ

												・		警察活動を支援する施設・体制整備 ケイサツ カツドウ シエン シセツ タイセイ セイビ

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ		・		通訳人の確保等、来日外国人に対する対応力の拡充 ツウヤク ニン カクホ トウ ライニチ ガイコク ジン タイ タイオウ リョク カクジュウ		・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置 ライニチ ガイコク ジン タイオウ ヒツヨウ シセツ ヨウイン ハイチ

				・		保護（行旅病人、23条通報等）への適切な対応 ホゴ コウリョ ビョウニン ジョウ ツウホウ トウ テキセツ タイオウ		・		不法滞在外国人等に対する取締りの推進 フホウ タイザイ ガイコク ジン トウ タイ トリシマ スイシン		・		様々な言語に対応するスタッフの配置 サマザマ ゲンゴ タイオウ ハイチ

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ						・		苦情処理窓口（担当者）の設置 クジョウ ショリ マドグチ タントウシャ セッチ

												・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導 ガイコク ジン ジュウギョウイン タイ ザイリュウ シカク トウ ミブン カクニン テッテイ ニチジョウ セイカツ シドウ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン		・		補導活動、福祉犯の取締り等少年を保護するための対策の推進 ホドウ カツドウ フクシ ハン トリシマ トウ ショウネン ホゴ タイサク スイシン		・		カジノの入場規制の徹底 ニュウジョウ キセイ テッテイ

				・		夜間巡回の実施						・		民間警備員による巡回の実施

												・		青少年対策に配慮した施設設計 セイショウネン タイサク ハイリョ シセツ セッケイ

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と連携し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ レンケイ サクテイ		・		道路開発に伴う適正な交通規制の実施 ドウロ カイハツ トモナ テキセイ コウツウ キセイ ジッシ		・		車両誘導員の配置 シャリョウ ユウドウイン ハイチ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ		・		交通安全施設等の誠意とそのための予算確保 コウツウ アンゼン シセツ トウ セイイ ヨサン カクホ		・		需要に見合った駐車場の確保 ジュヨウ ミア チュウシャジョウ カクホ

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ		・		交通事故への迅速な対応 コウツウ ジコ ジンソク タイオウ		・		従業員の公共交通機関等の利用促進 ジュウギョウイン コウキョウ コウツウ キカン トウ リヨウ ソクシン

								・		交通指導取締りの強化 コウツウ シドウ トリシマ キョウカ















































原案

		想定される取組み ソウテイ トリクミ

		課　題 カ ダイ		項　目 コウ メ

		総　論 ソウ ロン		・		警察との情報共有、連携 ケイサツ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				・		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				・		事案発生時における迅速かつ適切な対応

		組織犯罪対策
（犯罪収益対策） ソシキ ハンザイ タイサク ハンザイ シュウエキ タイサク		・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		暴力団等反社会的勢力対策 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク タイサク		・		暴力団等反社会的勢力の排除活動 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ カツドウ

				・		取引記録の作成・保存、疑わしい取引の報告等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施

		国際テロ対策 コクサイ タイサク		・		未然防止の取組みの強化（防犯カメラの設置等） ミゼン ボウシ トリク キョウカ ボウハン セッチ トウ

				・		ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		犯罪抑止対策 ハンザイ ヨクシ タイサク		・		区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備 ボウハン カンキョウ セイビ

				・		事業者に対する警備体制等の指導・助言 ジギョウシャ タイ ケイビ タイセイ トウ シドウ ジョゲン

				・		サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				・		最先端のICT技術等を活用した機械警備

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

		地域風俗環境の
悪化防止対策 チイキ フウゾク カンキョウ アッカ ボウシ タイサク		・		民間警備員の配置、巡回の実施 ジュンカイ ジッシ

				・		防犯環境の整備（防犯カメラの設置等） ボウハン カンキョウ セイビ ボウハン セッチ トウ

				・		自動検知システム等導入された高性能カメラの設置

				・		警察活動を支援する施設・体制整備

				・		違法風俗営業等に対する排除対策の徹底

		来日外国人の増加や来場客への対応 ライニチ ガイコク ジン ゾウカ ライジョウ キャク タイオウ		・		通訳体制の強化 ツウヤク タイセイ キョウカ

				・		様々な言語に対応するスタッフの配置

				・		来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				・		行政サービスの強化（多言語案内表示等） ギョウセイ キョウカ タゲンゴ アンナイ ヒョウジ トウ

				・		外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活の指導

				・		苦情処理窓口（担当者）の設置

		青少年対策 セイショウネン タイサク		・		青少年の健全な成長を阻害する行為から保護するための対策の推進 セイショウネン ケンゼン セイチョウ ソガイ コウイ ホゴ タイサク スイシン

				・		民間警備員の配置、夜間巡回の実施 ミンカン ケイビイン ハイチ ヤカン

				・		青少年対策に配慮した施設設計

				・		カジノの入場規制の徹底

		ＩＲ施設周辺の
交通問題対策 シセツ シュウヘン コウツウ モンダイ タイサク		・		交通安全施設の整備、道路交通環境の整備（県警と協議し策定） コウツウ アンゼン シセツ セイビ ドウロ コウツウ カンキョウ セイビ ケンケイ キョウギ サクテイ

				・		路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				・		車両誘導員の配置

				・		アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				・		需要に見合った駐車場の確保





想定取組

		想定される取組み ソウテイ トリクミ





















		実施主体 ジッシ オモ カラダ		内　容 ウチ カタチ

		ＩＲ事業者 ジギョウシャ		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				事案発生時における迅速かつ適切な対応

				暴力団等反社会的勢力の排除対策の徹底 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ タイサク テッテイ

				防犯環境の整備、適切な防犯カメラの設置 ボウハン カンキョウ セイビ テキセツ ボウハン セッチ

				ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、24時間体制の徹底した巡回実施 ジカン タイセイ テッテイ ジュンカイ ジッシ

				自動検知システム等が導入された高性能カメラ等、最先端のICT技術等を活用した機械警備 トウ

				サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				様々な言語に対応するスタッフの配置

				来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活等の指導 トウ

				様々な警察活動を支援する施設・体制の整備 サマザマ

				車両誘導員の配置

				需要に見合った駐車場の確保

				敷地内道路の整備 シキチ ナイ ドウロ セイビ

				青少年や防犯対策に配慮した施設の設計 ボウハン

				路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

		市 シ		市、県、県警察、ＩＲ事業者との情報共有、連携 シ ケン ケン ケイサツ ジギョウシャ ジョウホウ キョウユウ レンケイ

				路線バス等公共輸送の確保 ロセン トウ コウキョウ ユソウ カクホ

				アクセス道路の整備のための予算の確保 ドウロ セイビ ヨサン カクホ

				様々な懸念事項に対する未然防止への取組強化 サマザマ ケネン ジコウ タイ ミゼン ボウシ トリクミ キョウカ

				多言語案内表示等行政サービスの強化 タゲンゴ アンナイ ヒョウジトウ ギョウセイ キョウカ







想定取組 (2)







		ＩＲ事業者に求める対策 ジギョウシャ モト タイサク

		項　目 コウ メ		内　容 ウチ カタチ

		犯罪防止対策 ハンザイ ボウシ タイサク		事業者の自主的な防犯対策及び自主警備の徹底・体制の整備 ジギョウシャ

				事案発生時における迅速かつ適切な対応

				暴力団等反社会的勢力の排除対策の徹底 ボウリョクダン トウ ハンシャカイテキ セイリョク ハイジョ タイサク テッテイ

				防犯環境の整備、適切な防犯カメラの設置 ボウハン カンキョウ セイビ テキセツ ボウハン セッチ

				ＭＩＣＥ、大規模イベント開催時等における自主警備の強化

				区域内のどこでも迅速かつ適切な対応ができる民間警備員の配置、24時間体制の徹底した巡回実施 ジカン タイセイ テッテイ ジュンカイ ジッシ

				自動検知システム等が導入された高性能カメラ等、最先端のICT技術等を活用した機械警備 トウ

				サイバーセキュリティ対策の強化、推進 タイサク キョウカ スイシン

				様々な警察活動を支援する施設・体制の整備 サマザマ

		来日外国人への対応 ライニチ ガイコク ジン タイオウ		様々な言語に対応するスタッフの配置

				来日外国人への対応に必要な施設や要員の配置

				外国人従業員に対する在留資格等、身分確認の徹底、日常生活等の指導 トウ

		交通対策 コウツウ タイサク		車両誘導員の配置

				需要に見合った駐車場の確保

				敷地内道路の整備 シキチ ナイ ドウロ セイビ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		青少年や防犯対策に配慮した施設の設計 ボウハン





ＩＲ整備法治安

		想定される取組み ソウテイ トリクミ



		【参考】ＩＲ整備法等で定められたＩＲ事業者に求める主な対策 サンコウ セイビホウ トウ サダ ジギョウシャ モト オモ タイサク

		項　目 コウ メ		条文 ジョウブン		内　容 ウチ カタチ

		入場管理 ニュウジョウ カンリ		71条 ジョウ		入場禁止対象者のカジノ施設の利用防止のための措置 ニュウジョウ キンシ タイショウ シャ シセツ リヨウ ボウシ ソチ

				70条 ジョウ		入場時における個人番号カード等による本人確認の徹底 ニュウジョウ トキ コジン バンゴウ トウ ホンニン カクニン テッテイ

		青少年対策 セイショウネン タイサク		69条
106条
107条 ジョウ ジョウ ジョウ		青少年のカジノ入場規制、勧誘等禁止の徹底 セイショウネン ニュウジョウ キセイ カンユウ トウ キンシ テッテイ

		マネー・ローンダリング対策 タイサク		103条
109条 ジョウ ジョウ		取引記録時確認・取引記録の作成・保存、疑わしい取引の届出等、法令に即したマネー・ローンダリング対策等の実施 ジ カクニン トリヒキ キロク サクセイ トドケデ

		苦情処理 クジョウ ショリ		111条 ジョウ		適切かつ迅速な苦情の処理、従業員教育の実施 テキセツ ジンソク クジョウ ショリ ジュウギョウイン キョウイク ジッシ
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４ ＩＲ実現による効果
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（１）横浜へ拡がるＩＲの効果

『横浜ＩＲ』は、我が国にこれまでにないスケールとクオリティを有する創造的な
リゾート施設として、民間事業者が整備し運営します。民間事業者の自由な発想によ
り、世界各国のビジネス客から日本のファミリーなど、幅広い層が楽しめる魅力ある
施設と質の高いサービスを提供し、賑わいを創出し、横浜の観光・経済の振興に貢献
します。
国際会議場・展示施設などのＭＩＣＥ施設、ラグジュアリーなホテル、ショッピン

グモール、レストラン、美術館、映画館、テーマパークなどにカジノを加えた複合型
観光施設を一体的に整備します。また、ＩＲ整備法に基づき、周辺観光地のみならず、
全国へ観光客を送客する機能を整備します。
世界最高水準のスケールとクオリティを有する『横浜ＩＲ』と、これまで作り上げ

てきた都市としての魅力や資源を融合し、その相乗効果により、世界の観光・MICE都
市、文化芸術創造都市としての横浜の新たな魅力・資源を創造するとともに、横浜の
観光・経済にイノベーション（革新）をもたらします。また、その効果を都心臨海部
はもとより、横浜市域全体、更には日本各地に拡げていきます。

・訪日外国人を含む観光･MICE客増加
・ＩＲ来訪者が市内･県内はもとより全国を周遊
・長期滞在による観光消費額増加 等

・納付金収入
・入場料収入
・法人市民税
・固定資産税
・都市計画税 等

・建設時の大規模投資
・周辺地域への宿泊、飲食客の増加
（関内・関外地区、ＭＭ21地区、横浜駅など）
・食材､物品､サービス等の市内調達機会の増加
（横浜ブランド農産物、花木、畜産・加工品、リネンほか）
・雇用の創出
・観光MICE人材育成
・国内外からの多職種の多様な人的交流の活性化
・MICEビジネス機会による新産業創出 等

観光の振興

地域経済
の振興

財政改善
への貢献
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『横浜ＩＲ』を目的として、新たなインバウンドを含む観光客やＭＩＣＥへのビジネ
ス客が来訪し、宿泊や飲食等によりＩＲ区域内のみならず関内・関外地区やみなとみらい
21地区、横浜駅など周辺地域の観光消費額を増加させます。
さらに、MICE参加者によるインセンティブツアーやアフターコンベンションの実施に

より、交通サービス、飲食、その他ＭＩＣＥ関連産業への発注機会を増加させます。
世界水準のエンターテイメント施設をはじめ、ラグジュアリーな宿泊施設や、レストラ

ンなどＩＲにしかない施設を楽しみつつ、市内はもとより県内の観光地への周遊、日本全
国の観光地への送客によりその効果を日本全国に拡げていきます。

観光の振興
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横浜は、みなとみらい地区を中心としてオープンイノベーションの一大拠点となっ
ており、ライフサイエンス、バイオテクノロジー、ＩｏＴ産業などが集積しています。
『横浜ＩＲ』の整備により、国際的なＭＩＣＥビジネスイベントが誘致され、より
知識・技術・人的交流を活性化し、地域全体の生産性向上に貢献します。

【ＩＲ整備により調達機会増加が見込まれる事業例】
医療用品 客室アメニティ 照明 燃料

（ガソリン・電気等）
印刷 銀製品 植栽管理 廃棄物処理

飲食店（ビバレッジ） クルーズ 食料品 フローリスト

飲食店（フード） 警備 スパ・サロン製品 ベーカリー

エンターテイメント業 下水処理 清掃 公共交通
（バス・タクシー等）

害虫駆除 広告 洗車 ランドリーサービス

紙製品 顧客管理システム 電気維持管理 リネン購入
・クリーニング

カメラマン 施設維持管理 展示サービス 旅行手配業務

キッチン用品、部品 事務機器 陶磁器 輸送（物流等）

雇用確保・人材育成

開業後の大規模需要に対して、市内の中小企業から、質の高い食材や物品等を計画的に
調達します。そのため、横浜市中小企業振興基本条例に則した仕組みづくりを進めます。

・ＩＲ開業前の建設時には、建設等にかかる人材や資材等の確保、食事や宿泊・運送等
の経済効果、開業後を見据えた質の高いサービス提供を目的とした人材育成を図りま
す。

・開業後はインバウントや国内の観光客等をもてなす質の高い人材確保・運営に係る物
品・食材・サービス等が必要となります。周辺地域の雇用環境の調和を図るため、計
画的な雇用や人材育成を図ります。

・区域内外で質の高いサービスが提供され、横浜のサービス産業の質の向上につながる
人材育成を図ります。

・女性、シニア層など、多様な人材が活躍する場の拡大に向けた、質の高い雇用の創出、
働きやすい雇用環境の確保、大学等教育機関等との連携を図ります。

約47haにおよぶ広大な敷地において、ＩＲの開業前後で雇用確保や人材育成、食材・物
品・サービス等に関連する地域経済の振興に貢献します。
建設資材や労働力の確保等、運営時にはＩＲ施設の運営や雇用等による経済波及効果が

生じます。

食材・物品・サービス等の調達

横浜の産業特性とＭＩＣＥの融合による新産業の創出

地域経済の振興
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横浜にＩＲが整備されることにより、ＩＲ事業者からの納付金や入場料が横浜市の歳入
になるとともに、法人市民税、固定資産税、都市計画税が見込まれ、横浜市の財政改善に
貢献します。

その他、増加が見込まれる収入

財政の改善への貢献

項目 内容 使途 根拠条文

納付金
GGR（カジノ行為粗収益）３０％
（国庫納付金15%、認定都道府県等納
付金15%）

公益目的とし
て使用

ＩＲ整備法
第192条、
第193条

入場料
日本人等の入場者に対し、
１日（24時間）単位で徴収6,000円
（国と認定都道府県等で各3,000円）

公益目的とし
て使用

ＩＲ整備法
第176条、
第177条

項 目 対 象（例示）

固定資産税 土地・家屋（住宅、店舗、工場、事務所棟）・償却資産（事
業のために用いている構築物・機械等）

都市計画税 都市計画法による市街化区域内に所在する土地及び家屋

法人市民税 市内に事務所や事業所がある法人

横浜市への増収効果
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（２）全国への波及効果

日本型ＩＲの制度
日本のＩＲ制度は、国家的なプロジェクトとして、ＩＲ区域の整備の効果を日本全国に
波及させようとするものです。
ＭＩＣＥ施設、日本の魅力増進施設、送客施設、宿泊施設等を必ず設置しなければなら
ない日本型ＩＲでは、多くの産業に経済波及効果が拡がります。

特に、日本型ＩＲに必ず設置することが必要な送客施設は、以下の機能が求められ、
日本全国の観光産業に波及していきます。

要件 内容

①ショーケース機能 日本各地の観光の魅力や旅行者に必要な情報を、効果的・適切
な方法で発信

②コンシェルジュ機能 利用者の関心に応じ、旅行計画を提案し、必要なサービスの手
配をワンストップで実施

③多言語対応機能 ①②について、英語を含め複数の外国語で提供
④十分な施設規模 多数の来訪客に対応できる接客・待合のスペースを具備
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納付金・入場料

ＩＲにおけるカジノ事業には、通常の民間企業が納付する法人税等に加え、カジ
ノ納付金、カジノへの入場料の徴収が定められています。

項目 内容

カジノ納付金 カジノ行為粗収益（GGR）の30％
【内訳】 国15％、都道府県等15％

カジノ入場料 日本人等の入場者に対し、1回6,000円
【内訳】 国3,000円、都道府県等3,000円

（３）納付金・入場料の使途

カジノ納付金の使途
・観光の振興に関する施策
（ＩＲ区域の整備の推進のための施策を含む。）

・地域経済の振興に関する施策
・その他のＩＲ整備法第１条の目的及び第４条の関係地方公共団体の責務を達
成するための施策
（国際競争力の高い魅力ある滞在型観光の実現、観光の振興、地域経済の振
興、財政の改善、カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適
切に行うために必要な施策を含む）

・社会福祉の増進に関する施策
（福祉・子育て・医療・教育・公共施設の更新等）

・文化芸術の振興に関する施策

・ＩＲ区域の整備の推進のための施策及び措置
・カジノ施設の設置及び運営に伴う有害な影響の排除を適切に行うため
に必要な施策及び措置
（治安対策、依存症対策にかかる自治体等の施策に必要な費用等）

カジノ入場料の使途

（認定都道府県等納付金の観光の振興に関する施策等に必要な経費への充当）
第二百三十二条 認定都道府県等は、第百九十三条第一項に規定する認定都道府県等納付金の額に相
当する金額を、観光の振興に関する施策、地域経済の振興に関する施策その他の第一条の目的及び第
四条の地方公共団体の責務を達成するための施策並びに社会福祉の増進及び文化芸術の振興に関する
施策に必要な経費に充てるものとする。

納付金、入場料、その他税収などの増収部分については、将来見込
まれている税収減を補うとともに、
福祉、子育て、医療、教育など、豊かで安全・安心な市民生活

をより確かなものにするための財源に重きを置いて活用します。
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（４）市民の豊かな暮らしへ
世界最高水準のスケールとクオリティを有する『横浜ＩＲ』と、これまで作り上げて

きた都市としての魅力や資源を融合し、その相乗効果により、世界の観光・MICE都市、
文化芸術創造都市としての横浜の新たな魅力・資源を創造するとともに、横浜の観光・経
済にイノベーション（革新）をもたらします。また、その効果を都心臨海部はもとより、
横浜市域全体、更には日本各地に拡げていきます。
『横浜ＩＲ』の推進により、横浜がグローバル観光MICE都市の地位を盤石にすると

ともに、大規模施設の整備・運営による経済効果や、観光客などの交流人口の増加により、
更なる地域経済の活性化を進めます。
加えて、それらによる増収効果により、財政改善を促進し、福祉・子育て・医療・教育

など、将来にわたり横浜市民の安全・安心な暮らしで豊かな生活を守っていきます。

宿泊事業者 交通事業者

MICE事業者関連事業者
（印刷・イベント運営等）

観光振興・
経済活性化の
起爆剤

世界中から観光客・会議参加者等を誘客

オール横浜での観光MICE推進体制の構築

横浜 観光
コンベンションビューロー

誘致・マーケティング
パシフィコ
横浜

横浜市
MICE開催支援策
政府系会議誘致

観光事業者

横浜ＩＲ
統合型リゾート施設

横浜の観光・経済にイノベーションを！
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市民の豊かな暮らし
横浜
魅力ある都市

のさらなる 飛躍

2 ＩＲ利用者が市内・県内を周遊
コンシェルジュが観光、体験、買い物をコーディネート

3
周辺地域の既存の魅力や資源を磨き上げ
相乗効果によって賑わいＵＰ

4 長期滞在によって観光消費額ＵＰ
5 拡がる経済効果

ビジネスチャンス拡大、新産業創出、雇用機会の増等

6 観光客の満足度向上に向けた再投資
施設、サービス

7 魅力向上によるさらなる観光客増
リピーターの増

拡
が
り
循
環
す
る
効
果

1 観光客増・MICE参加者増（宿泊者増）

経済
の活性化

雇用
の増加

魅力的な
都市づくり

市民
サービス
の充実

観光客の
増加

消費の
増大

市税の
さらなる
増収

横
浜
の
観
光
・
経
済
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

福祉、子育て、医療、教育など、
将来にわたって、 横浜市民の皆様の豊かで
安全・安心な生活をより確かなものにしていき
ます。

横浜が持続的に成長し、魅力ある都市
として、さらに飛躍していきます。

持続的
成長

福祉 子育て 医療 教育
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５地域の理解促進・合意形成に向けた取組
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（１）基本的な考え方

横浜市では、「共感と信頼」を市政運営の基本としています。
『横浜ＩＲ』についても、丁寧に市民の皆様と向き合い、理解を深めていただき、

その実現に「共感と信頼」が得られるよう、理解促進・合意形成に向けて、取り組んで
いきます。

世代や生活環境などにより、ＩＲに対するご理解や考え方が異なることが想定
されることから、それぞれのご関心・問題意識に応じた内容をお伝えしていき
ます。
ライフスタイルなどによって、情報の入手の方法は多様であるため、市民の皆
さまが無理なく必要な情報を得られるよう、様々なツールを使って、お伝えし
ていきます。
今後、ＩＲ事業者の公募、区域整備計画の認定申請など、事業の進捗段階に応
じて、必要な情報をお伝えしていきます。

①

②

③

取組の方向性
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それぞれのご関心・問題意識に応じた取組（イメージ）

（２）広報計画

対象例 想定される疑問 メッセージ 主なツール

市民全体
・ＩＲって何？
・必要あるの？
・何のために誘致
するの？

・世界最高水準のリゾート
・将来の横浜を豊かにするも
のであること
などをお伝えしていきます。

・広報よこはま
・市民説明会
など

子どもの
いらっ
しゃる
方など

・自分や子どもた
ちが安全・安心
に過ごせなくな
るのではない
か？

・依存症や治安への徹底した
対策により、安全・安心に
過ごすことができること

・子どもたちが更に豊かに暮
らすための取組であること
などをお伝えしていきます。

・テレビ
・雑誌
・ウェブサイト
など

若い方々
など

・カジノに興味が
なければ関係な
いでしょ？

・ご自身で楽しめる世界水準
のリゾートであること
・質の高い魅力的な職場が創
出されること
などをお伝えしていきます。

・ウェブサイト
・大学等での講義
・電車等広告
など

お仕事を
されてい
る方など

・外国企業が儲け
るだけじゃない
のか？

・食材や物品・サービス等の
市内企業からの調達
・大きな賑わいが創出され、
市内全体の宿泊、飲食客など
の増加
など様々なビジネスチャン
スが生まれることをお伝えし
ていきます。

・新聞
・セミナー
・ウェブサイト
など
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（３）市民説明会

令和元年12月から令和２年３月にかけて、横浜市がＩＲの誘致に至った理由、ＩＲの内
容と効果などについて市内18区で市長自ら説明を実施しています。
説明会では、参加した市民の皆様から質問をいただき、会場でお答えするとともに、回

答がまとまり次第順次、市ホームページや市民情報室等で公表しています。
今後も実施方針の策定や事業者の決定などの機会を捉え、より具体化した施設計画、経

済効果、懸念事項対策等について説明会や広報よこはま、広報動画などを通じて、丁寧に
説明します。

令和元年12月４日 中区市民説明会
令和元年12月９日 神奈川区市民説明会
令和元年12月14日 西区市民説明会
令和元年12月19日 金沢区市民説明会
令和元年12月21日 鶴見区市民説明会
令和元年12月26日 磯子区市民説明会
令和２年１月17日 南区市民説明会
令和２年１月20日 旭区市民説明会
令和２年１月23日 保土ケ谷区市民説明会
令和２年１月28日 港南区市民説明会
令和２年２月11日 緑区市民説明会
令和２年２月14日 港北区市民説明会
令和２年２月24日 戸塚区市民説明会
令和２年２月28日 都筑区市民説明会
令和２年３月２日 栄区市民説明会
令和２年３月６日(予定)青葉区市民説明会
令和２年３月９日(予定)瀬谷区市民説明会
令和２年３月16日(予定)泉区市民説明会
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６ スケジュール
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（１）今後のスケジュール

・ 候補地の自治体（都道府県または政令指定都市）がＩＲ事業者を選定します。
・ その後、自治体と選定されたＩＲ事業者が共同し、「ＩＲ区域整備計画」を作成し、国に
申請します。

・ 申請されたＩＲ区域整備計画の中から、国土交通大臣が、最大3つの「区域整備計画」を
認定します。

国の制度

・ ＩＲ区域整備計画が認定されると、ＩＲ事業者は開業に向け、施設を建設し開業準備に入り
ます。

・ 開業準備に並行して、カジノ管理委員会により、ＩＲ事業者の廉潔性等が審査されます。

各地からの申請を受けて、
国が最大３か所を選ぶ

ＩＲ事業者のコンペにより、
自治体が事業者を選ぶ
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 国の基本方針等を踏まえて横浜ＩＲの実施方針を策定し公表します。
令和2(2020)年度前半

 ＩＲ事業者を選定し、市民意見等を踏まえた区域整備計画を策定します。
令和2(2020)年度中

 横浜市会の議決を経て国に申請します。
令和3(2021)年度前半

 全国で３つの区域に認定された場合は、2020年代後半のＩＲ開業に向けて手続き
を進めます。

 住民等地域の理解促進と、ギャンブル等依存症対策などの懸念事項への対策は、
先行して進めていきます。

 2020年度以降も、様々な機会をとらえ、ＩＲに関する情報を市民の皆様へ発信し
ます。

横浜ＩＲの実現に向けた今後の想定スケジュール
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（２）これまでの検討経過

• 平成25年12月に「特定複合観光施設区域整備の推進に関する法律案」が提出され、
横浜市では、平成26年度から調査に着手し、27年度、28年度、30年度、31年度に、
ＩＲに関する基礎的な調査を実施しました。

• 平成28年12月にはＩＲ推進法が成立し、平成30年7月に「特定複合観光施設区域整
備法」が成立しました。

• 横浜市は、令和元年8月22日ＩＲの実現に向けた取組を行うことを発表しました。

• 同年９月の第３回市会定例会において、補正予算を議決いただき、ＩＲの実現に向
けた本格的な検討・準備を開始しました。

• 同年10月からＩＲ事業に関するコンセプト募集（ＲＦＣ：サウンディング調査）を
令和元年度末まで進めています。

• 令和元年12月から2年3月まで、18区を市長が伺う市民説明会を行います。

• 令和２年２月の市会第１回定例会でＩＲの事業者選定のための選定委員会（第三者
委員会）の附属機関設置条例議案を提出するなど、ＩＲの実現に向けた取組を進め
ています。

【検討調査の概要】

年度 内容

26 ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦
略的都市づくり検討調査

・ＩＲの代表的な事例や一般的な効果と懸念
事項の調査、経済波及効果の試算を実施

27 ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦
略的都市づくり検討調査（その２）

・ＩＲ導入のプロセスや効果、影響のほか、
依存症対策に関する有識者へのヒアリングな
どを実施

28 ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦
略的都市づくり検討調査（その３）

・近年のＩＲの事例や国内におけるPFI・
PPPなど公民連携手法の調査を実施

29 未執行

30 ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦
略的都市づくり検討調査（その４）

・ＩＲ整備法の成立を踏まえ、日本型ＩＲの
整理分析や、本市における事業性や懸念事項
とその対策を情報提供依頼や有識者ヒアリン
グにより実施

31
（令和元年）

ＩＲ（統合型リゾート）等新たな戦
略的都市づくり検討調査（その５）

・ＩＲ整備法等を踏まえ、本市における事業
性や懸念事項とその対策を情報提供依頼等に
より実施
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ＩＲ（統合型リゾート）市民説明会の開催状況について 
 

12 月以降開催しているＩＲ（統合型リゾート）市民説明会について、現在の開催状況を報告し

ます。 

 

１ 開催状況 

開催区 開催日 申込者数 参加者数 参加率 

中区 12 月４日 ※437 人 376 人 86％ 

神奈川区 12 月９日 488 人 430 人 88％ 

西区 12 月 14 日 367 人 293 人 80％ 

金沢区 12 月 19 日 386 人 315 人 82％ 

鶴見区 12 月 21 日 289 人 215 人 74％ 

磯子区 12 月 26 日 389 人 310 人 80％ 

南区 １月 17 日 427 人 326 人 76％ 

旭区 １月 20 日 344 人 291 人 84％ 

保土ケ谷区 １月 23 日 339 人 248 人 73％ 

港南区 １月 28 日 365 人 255 人 69％ 

緑区 ２月 11 日 397 人 328 人 83％ 

港北区 ２月 14 日 546 人 集計中 集計中 

計  4,774 人 ― ― 

※中区は定員を超える応募（９５１人）があったため、抽選を実施しました。 

 
２ 今後の開催予定 

開催区 開催日 時間 

戸塚区 ２月 24 日（月・休） 14:00～15:30 

都筑区 ２月 28 日（金） 19:00～20:30 

栄区 ３月２日（月） 19:00～20:30 

青葉区 ３月６日（金） 19:00～20:30 

瀬谷区 ３月９日（月） 19:00～20:30 

泉区 ３月 16 日（月） 19:00～20:30 

 

 

 

 

 

別紙３ 
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３ アンケート結果 
12 月に開催した 6区分のアンケートを集計いたしました。主な項目は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 質問書の傾向 
  ホームページへの掲載を終えた中区、神奈川区の会場で回収した質問書において、以下のよ

うな質問が多く寄せられました。実際の質問をご紹介いたします。 

(1) ギャンブル依存症対策として各自治体等も公表している一般的なものがあるが、横浜市と

して独自の対策について検討している仕組みがあれば、お示しいただきたい。 

(2) ＩＲ実現後の税収増加と横浜市の厳しい現実はよくわかりましたが、ＩＲ実現後、具体的

に税金をどの分野をメインに配分していく予定なのかを教えてほしいです。 

(3) カジノ抜きの山下ふ頭再開発を検討するべきだ。カジノありきの提案しか募集しないのは

おかしい。 

(4) 山下ふ頭への導線となる周辺の計画もあわせてお願いしたい。回遊あるまちづくりをして

ほしい。 

 (5) 全体の運営がうまくいかなくなった時、周辺への影響が大きすぎるのでは？ 

 (1) 今回の説明会を聞いて、IRへの理解がどのように深まりましたか（〇は1つ）

中区 神奈川区 西区 金沢区 鶴見区 磯子区

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

255 16.9% 71 65 33 30 26 30

461 30.6% 103 96 71 65 44 82

193 12.8% 31 37 30 47 12 36

193 12.8% 25 53 35 38 19 23

295 19.6% 37 57 38 55 59 49

110 7.3% 21 28 10 18 14 19

1507 100.0% 288 336 217 253 174 239

（2）理解を深めることができた内容は何ですか（〇は３つまで）

6区合計 中区 神奈川区 西区 金沢区 鶴見区 磯子区

回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

799 181 167 130 128 72 121

581 148 135 90 71 47 90

165 44 43 13 23 17 25

162 32 49 16 25 14 26

102 31 17 20 14 8 12

327 39 67 45 62 55 59

取組の進め方

治安への具体的な対策

該当なし

6区合計

横浜の現状

横浜が目指すIRの姿

依存症への具体的な対策

項目

項目

深まった

やや深まった

どちらとも言えない

あまり深まらなかった

全く深まらなかった

無回答



I R （統合型リゾート ）の実現に向けてI R （統合型リゾート ）の実現に向けて

横 浜 市横 浜 市

1

市民の皆さまとめざす横浜の未来

► 横浜を訪れたい

► 横浜で活躍したい

► 横浜に暮らしたい



横浜の現状
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全国 東京都 横浜市

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

横浜市は
全国の伸び率
より低い

横浜の現状 １

訪日外国人延べ宿泊者数 【過去5年間の外国人宿泊者数の伸率】

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）等より作成

（単位：万人）

2.4倍

2.0倍

1.7倍

さらに今後も大きく増加

横浜市全 国
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全国 東京都

日帰り観光客
（2017年）

50.1％ 53.0％

出典：旅行・観光消費動向調査（観光庁）より作成

横浜の現状 ２

日帰りの割合

全国、東京都は約５割が日帰り

5

出典：横浜市記者発表資料（観光集客実人員）より作成

85.8 86.4 88.0 87.3 84.7

14.2 13.6 12.0 12.7 15.3
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100.0

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

横浜の現状 ３

％

％

日帰り

宿泊

日帰り、宿泊者の割合

横浜市は約８割以上が日帰り

01081069
テキストボックス
※2014年‐2018年（5か年）の表記が
2013年‐2017年と誤記載となっていたため、
保土ケ谷区の説明会（令和２年１月23日）以降、修正しています。
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横浜市

2018年は3,633億円で、過去最高額を更新

2,771 
3,188 3,195

3,557
3,633

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

億円

出典：「横浜市観光動態消費動向調査」に基づく推計値

観光消費額 【横浜市】

横浜の現状 ４

億円 億円

億円
億円

7

2,661 

5,784 

8,633 

11,852 
12,984 

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

出典：公益財団法人「大阪観光局」会議資料（抜粋）

観光消費額 【大阪府】

訪日外国人の観光消費額のみで１兆円超え

億円

億円

億円

億円

億円

横浜の現状 ５

大阪府
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横浜の現状 ６

（現在）

2019年
（45年後）

2065年

生産年齢人口 約２３５万人 約１６２万人

老年人口 約９２万人 約１０７万人

約７３万人減少 現在の約２/３に

約１５万人増加

経済活力
の低下

社会保障費
は増加

個人市民税
の減少

2019年 横浜は人口が減少に転じる大きな転換期

出典：：横浜市将来人口推計より作成

9

横浜の現状 ７

上場企業数と法人市民税の比較

上場企業数 出典：（株）東洋経済新報社 上場版会社概要データ（2018年12月現在）より作成

法人市民税 出典：2017年度決算ベース、東京都は法人都民税額
（東京23区の法人市町村民税相当額と東京都の法人道府県民税相当額の合計額）
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企業誘致の主な実績

（2019年）
・資生堂グローバルイノベーションセンター S/PARK
・京急グループ本社➀

横浜の現状 ８

法人市民税の増収に向け、世界的企業を誘致

646 605 546 570 620

0
56 123 133

147

0
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2014年
（平成26年）

2015年
（平成27年）

2016年
（平成28年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

（億円）

661 669 703
767

法人市民
税額

税制改正影響額
（国税化）

決算額

税制改正の減収影響あり

（2020年～）

・村田製作所みなとみらいイノベーションセンター②

・ソニー株式会社 ・いすゞ自動車株式会社

➀ ②

11

市民一人あたり一般会計予算額 （2019年度予算）

横浜の現状 ９

67.3 
万円 53.8

万円
47.1 
万円

0
10
20
30
40
50
60
70

大阪市 名古屋市 横浜市大阪市 名古屋市 横浜市

一般会計予算額
2019年度予算

１兆8,353億円 １兆2,499億円 １兆7,615億円

人口（2019.1.1） 273万人 232万人 374万人

大阪市、名古屋市と比べ、市民一人あたりの予算額が少ない

（万円）
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横浜の現状 10

福祉・子育て・医療・教育などを重点に事業推進

大阪市 名古屋市 横浜市

福祉・子育てなど

（民生費）

7,389 億円 4,242 億円 6,357 億円

27 万円 19 万円 17 万円

医療など

（衛生費）

805 億円 737 億円 1,002 億円

3 万円 3 万円 3 万円

教育など

（教育費）

2,471 億円 1,780 億円 2,882 億円

9 万円 8 万円 8 万円

計
１兆665 億円 6,759 億円 １兆241 億円

39 万円 30 万円 28 万円

上段：総額 下段：市民１人あたりの額（2018.1.1現在の人口）

出典：総務省2017（平成29）年度 普通会計決算カードより作成

13

星川駅
天王町駅

横浜の現状 11

横浜環状北西線
（2020年３月開通）

相鉄・JR直通線
（2019年11月30日開業）

星川駅－天王町駅
（2018年11月24日全線高架化）

羽沢
横浜国大駅
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横浜の現状 12

ワールドクラスのクルーズポート

新港ふ頭客船ターミナル 横浜ハンマーヘッド

15

横浜の現状 13

●市が管理している道路
► 約７,６００ｋｍの修繕

●大規模な自然災害への対応

► 金沢区福浦・幸浦地区護岸

の応急対応状況（台風19号）

※令和元（2019）年度10・12月補正

では、約９８億円 の 補正予算

●小中学校の建替え
（地域防災拠点としても活用）

► 約380か所の建替え
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Ｉ Ｒ
（統合型リゾート）

市民の皆様の

安全・安心な

暮らしを

お守りする

災害に強い都市づくり

市内中小企業振興

ガーデンシティ横浜

観光・MICE都市

横浜の現状 14

特別自治市制度

クルーズポート ＳＤＧs未来都市

戦略的な企業誘致

商店街の活性化

横浜がめざすIRの姿
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横浜がめざすIRの姿 １

マリーナ・ベイ・サンズ
（シンガポール）

（シンガポール）

リゾート・ワールド・
セントーサ

（シンガポール）

マリーナベイ・サンズ

19

横浜がめざすIRの姿 ２

エンターテイメント
施設

レストラン・
ショッピングモール

ＭＩＣＥ
（国際展示場・会議場）

多彩なホテル群

カジノ

► カジノを行う区域

IR施設全体の床面積の
３％以内

► 国のカジノ管理委員会
で、徹底した管理・監督

一体的に整備・運営

民設・民営
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「観光先進国」としての日本を実現するため、ＩＲ推進法・整備法が制定

●⽇本型ＩＲ

横浜がめざすIRの姿 ３

・大規模な展示場は、

用地の確保を含め民間事業者が単独で建設・運営は困難

第１条（目的）、第２条（ＩＲ施設の定義）

①国際会議場 ②国際的な規模の展示施設 ③魅力増進施設
④送客施設 ⑤宿泊施設 ⑥その他促進施設

国内外から多くの観光客を集客

世界規模の大型ＭＩＣＥ施設の設置を義務づけ

●国の有識者会議（制度設計時）

●ＩＲ整備法における枠組み

●健全なカジノ事業の収益を活用して、国際競争力の高い
滞在型観光を実現する国家的なプロジェクト

21

横浜がめざすIRの姿 ４

世界レベルのMICE施設

※写真は多くの人が集まる会議場やホール

民設・民営

エンターテ
イメント

レストラン・
ショッピング

モール

ＭＩＣＥ

カジノ

ホテル群
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横浜がめざすIRの姿 ５

エンターテイメント施設

※マカオのＩＲでのステージ・ショー

※マカオのＩＲでのエンターテイメントショー
（ザ・ハウス・オブ・ダンシング・ウォーター）※シンガポールのＩＲでのエンターテイメントショー（キャッツ）

民設・民営

エンターテイ
メント

レストラン・
ショッピング

モール

ＭＩＣＥ

カジノ

ホテル群

23

横浜がめざすIRの姿 ６

多彩なホテル群

※写真はシンガポールのＩＲのホテル

民設・民営

エンターテ
イメント

レストラン・
ショッピング

モール

ＭＩＣＥ

カジノ

ホテル群
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横浜がめざすIRの姿 ７

遠方にいる家族、知人が横浜に来た時に市民が一緒に楽しむ場

24※写真はシンガポールのＩＲのホテルと、横浜で楽しむ場のイメージ

25

横浜がめざすIRの姿 ８

アトラクション、散策をファミリーで楽しむ新たな市民の憩いの場

※写真は、シンガポールのＩＲのアトラクションと、憩い・楽しむ場のイメージ
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横浜がめざすIRの姿 ９

新たな観光施設とそれを支える関連企業で市民が働く場

※横浜ベイサイドバレエ （photo Kiyonori Hasegawa）

※ラスベガスのIRでの食のイベント※ラスベガスのＩＲで働く人々
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横浜がめざすIRの姿 10

ハーバーリゾートの形成を目指す山下ふ頭でIRを実現

東神奈川
臨海部周辺地区

横浜駅
周辺地区

みなとみらい
21地区

関内・関外地区

山下ふ頭周辺地区



28

横浜がめざすIRの姿 11

横浜IRの経済的・社会的効果等

観光の振興観光の振興

地域経済の

振興
地域経済の

振興

財政の改善へ

の貢献
財政の改善へ

の貢献

●インバウンドを含むIRへの訪問者数
2,000万～4,000万人/年

●IR区域内での消費額
4,500億～7,400億円/年

●経済波及効果(間接効果含む)[※]

建設時：7,500億～1兆2,000億円

運営時：6,300億～1兆円/年

●雇用創出効果(間接効果含む)[※]

運営時：77,000～127,000人/年

●地方自治体の増収効果[※]

820億～1,200億円/年

（納付金収入、入場料収入、法人市民税、
固定資産税、都市計画税） 効果（数値）については、事業者から提供された情報で

す。なお[※]印の数値については、それらの情報を基に、
委託先の監査法人が整理、確認したものです。

数値は

区域整備計画

の策定までに

明確化

29

横浜がめざすIRの姿 12

横浜IRの経済的・社会的効果のイメージ

ＩＲ区域

エンターテ
イメント

レストラン・
ショッピング

モール

ＭＩＣＥ

カジノ

ホテル群

市内企業への発注の促進市内企業への発注の促進

・建設業、金融・保険業、卸売業

・小売業（食品・日用品等）

・サービス業（クリーニング、旅行等）

・運輸業、情報通信業

・農業、漁業 等

観光客の回遊の促進観光客の回遊の促進

ＩＲ区域外での

・宿泊

・ショッピング、食事、観光、イベント参加

・スポーツ観戦、体験

・会議、展示会への参加

シンガポールのＩＲ事例では

地元企業への発注率は約9割

相乗効果
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横浜がめざすIRの姿 13

► 横浜市民が誰でも楽しめる世界水準の

リゾート施設を実現

► 市内の観光・産業のあらゆる資源を活用

して、地域一体型の観光振興を図り、

経済活性化に貢献

► 依存症・治安対策、事業継続など、

徹底したリスク管理

横浜でのIRの実現に向けた３つの考え

市民の皆さまの安心・安全への対策
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依存症への具体的な対策 １

既存ギャンブルへの対策

► IRの制度を契機に、ギャンブル等依存症対策基本法 成立

► 昨年４月に基本計画策定・実施

► 国、自治体、関係団体等の役割の明確化と具体的な対策

市民の皆さまの安心・安全への対策

33

依存症への具体的な対策 ２

► マイナンバーカード等による入場制限

► 入場料６,０００円、７日間で３回・２８日間で１０回

► 本人・家族の申告による入場制限

カジノ入場における厳格な規制

市民の皆さまの安心・安全への対策
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依存症への具体的な対策 ３

カジノ施設内での制限

► カジノを行える面積は施設床面積の３％以内

► カジノ内のATM設置の禁止

► 広告・勧誘の制限（未成年へは禁止、広告は入国手続きエリア）

既存ギャンブル

パチンコよりも

厳しい規制

！

市民の皆さまの安心・安全への対策
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依存症への具体的な対策 ４

横浜市の新たな４つの取組

① 依存症への総合的な取組
アルコール・薬物・ギャンブル等

依存症対策の推進、充実

② 予防 教育の実施

令和４年度から高校の保健体育で啓発

③ 事業者や研究・専門機関との研究
横浜市大等との連携を検討

④調査 による実態把握
今年度3,000人を対象に市内実態調査

市民の皆さまの安心・安全への対策
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治安への具体的な対策 １

事業者に対する管理・監督

市民の皆さまの安心・安全への対策

カジノ管理委員会

► 事業者・株主・取引先、役員、親族を含め調査のうえ免許付与

IR事業者 （土地・施設所有、経営、運営） 【カジノ事業免許】

► 下記審査対象者のみならず、必要に応じて、

あらゆる関係者（子会社等、2次・3次・それ以上の

繋がりを有する者等を含む）に対して、どこまでも

徹底的な背面調査を行うことができる。

カジノ
事業部門

役員等

A （株主）

【認可等】

B （外部の者）
IR事業者の事業活動に
支配的な影響力を有する

MICE 魅力増進ホテル

MICE （会議場・展示場）

事業部門

役員等

魅力増進（レク施設）

事業部門

役員等

ホテル
事業部門

役員等

乙社への委託
【契約の認可】

役員等

丙社への委託
【契約の認可】

役員等

甲社への委託
【契約の認可】

役員等

C社との取引
【契約の認可等】

全てについて背面調査が可能
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治安への具体的な対策 ２

カジノにおける厳格な入場規制

IR整備法

► マイナンバーカードの本人確認を義務付け

► 暴力団員、二十歳未満の者の入場禁止

市民の皆さまの安心・安全への対策

暴
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治安への具体的な対策 ３

基本方針（国）

► 県公安委員会との連携に

よる犯罪予防

► 自治体（市・県）による

周辺地域の秩序の維持、

防犯体制の強化、規制

事業者・警察・自治体が連携した犯罪予防

市民の皆さまの安心・安全への対策
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IR事業者

► IR区域内の警備スタッフ24時間体制

► 施設計画、デザインが防犯にも寄与

横浜市 等

► 区域外周辺の防犯カメラの設置

区域内外の防犯措置の強化

治安への具体的な対策 ４市民の皆さまの安心・安全への対策

かつて落書きされ、
立入ができなかった赤レンガエリア 安全な市民の憩いの場に



横浜の輝く未来をひらく取組の進め方
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長崎県

東京都

横浜の輝く未来をひらく取組の進め方 １

令和元年度
（2019年度）

横浜でのIRの条件を
定めた「実施方針」

令和２年度
（2020年度）

国が３つの地域のIR
を認定

令和３年度
（2021年度）

選定事業者と市で
「区域整備計画」

令和３年度
以降

実施方針に基づき
「事業者公募」「選定」

大阪府・大阪市

和歌山県

横浜市

名古屋市

（認定申請：令和3年1月〜7月）

●ＩＲ認定審査に「申請予定、または検討」としている地域（令和２年１月時点）
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横浜の輝く未来をひらく取組の進め方 ２

他の重要な施策と一体的に推進

► 新たな横浜の都市経営にチャレンジ

今後の取組の内容

► さまざまな機会をとらえ市民の皆さまへ情報発信

43

横浜の輝く未来をひらく取組の進め方 ３

２０年先、３０年先の、我々の子供達の世代を見据えて

市民の皆様と様々な課題にオール横浜でチャレンジ

輝く未来をひらいていく
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ありがとうございました。
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